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第192思 S 195第10号竪穴f主語跡遺物出土状況
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第2卒調査の記録

よりも40cm程高しミ。床面上にはIIJ話5~ 10cm、深さ 4~ 7 cmの細かい溝が3条切られている。

居跡南西部P8からカマド前部まで2‘5m程延びる 1条、北壁から80cm科内側に監と平行しでl.

4m間延び、る l条、東壁の南f寄りから住居中央部から北間寄りに2.3m斜めに延びる 1条であるっ

そして北壁に沿う溝の南側、住居跡内を斜めに横断する溝の先、住居跡全体では中央からやや

北西に寄った床面に、 2つのピット (P9・P10)カ苛在認された。 P9は径16cm、深さ14cmの浅

いピットであるが、 P10は径20cm、深さ34cmの比較的深く掘り込まれたピソトで、開口部から

旦径10cm程仁くびれるとし 3う な断面形を このくびれ部分の土に 8X6

X 6 cmの大きさの石があり、 その下に完形の土師器j乱(219)が、 やや斜めに傾いてはいるが正

した状態で入れられていた。 P10の周辺には白色の粘土が散らばっていたが、とくに住居跡

北西隅には東西 II九南北70cm程の範問に!享さ 1cm棺で堆積していた。粘土中に時褐色士粒や、

砂粒が含まれており、土師器の小片も混じっている。 P10の内部わよび、北援に沿った溝中

にもこの粘土が一部覆っている。

カマドは南壁の東寄りに設けられている。煙道部は南壁を長さ1.3m、幅30cm、高さ25cmのト

ンネル式に掘り抜き、煙出しは長軸の長さ50cm、短軸の長さ43cmの楕円形で、深さ20cmに掘り

込んでいる。煙道内面と煙出しの前半分が赤変している。燃焼部は袖部の遺存状況が悪く、全

体の規模・形態を明らかにできないが、長軸の80cm、短軸の長さ60cmに焼土化した火床面が確

かめられた。左袖の基部と思われる地山の削出しが、僅かに残されている。南壁を一応カマド

本体と煙道部の境とし、焚口前部を火床面の先端に想定すれば、煙道と本体の長さの比は 6: 

4の割である。また煙道の中qifJJ線で、見たカマド主軸方位は、 N-220 - Eにある。カマド内か

らの出土遺物は、南壁に近い部分と、煙出し内に集中している。

本住居跡の北西部で確認されたP10については、その形状および周辺に堆積する白色粘土の

在り方から γロク口軸受けピット Jと考えたい。

出土遺物は、土師器杯(内面黒色処理したものも含む)・血・高台付血・饗・鍋、須恵、器査が

ある。検出位置はカマド内及び住居南壁沿いのP6・7・8・10内が多い。

122~ 1731主席で底部には摩滅により切り離しの不明な205を除き、回転糸切り痕を留める。 2

05・208・211・212・215・218は二次火熱を受けてわり、 214は内面に煤状炭化物が付着してい

る。 218はカマド内より出土したもので、柱状高台の杯と呼べるであろう。 220も柱状高台の1不

か皿であるぐ 219 は P10から検出された高台付加[で、二次火熱を受けている。 222~227の警は

224を除き、カマド内出土である口 221はロケ口を慣用しでわり、内市口縁ffljに煤状炭化物が付

者している日他は非ロケロ製品で、外面に品目立のケズリ、内面にナデが施されている凸 226は

土製支仰のような粗雑な成形となっているが、器種は不明である口底部(あるいは天井部か)に

2 cm の孔が穿たれている。 228 はカマド内出土の~MJで外面には煤状炭化物が付着する。
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第 2章 謂主主の記録

224 

225~228; カマド

229; P 8十S194。 10cm 

第194図 S I 95第10号竪穴住居跡出土遺物(2)

229は須 南西部のP8とS194埋土出土の破片が接合したものである。最大径

21.1cmを胴中央部にもつO

S 1 100第11号竪穴住居跡(第195区1.第196図、図版112)

調査区南西端、 S1 101の北側ME42・43グリッドで検出した。

S 1 101の確認作業中、第邸層中で確認した。北壁、西壁の輪郭は比較的明瞭で、あったが、

それは判然としなかった。輪郭内では一応、褐色土のプランとしてとらえら*1た

をS1 101の煙出しによって切られてし~る。

南北の壁長2.9cm、東西の壁長3~3.2cm、壁高は北壁で、20cm 、 i有竪で 7cmを測る c 掘り込み

く南東隅部分は不明瞭であるが、おそらく本来は正方形のプランを呈していたものと忠わ

れる。明確に柱穴と呼べるピ、ソト(j:， ::[t壁 I~I=I 央に設けられた P 3と南震にある P5の2つであ
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~ 
1層 褐 色 (7.5YR4/4)炭 (2cm大)、炭化粒子少量混入。土はかたく粘性強。

2層 褐色 (lOYR1/6)炭化物少量混入。土はかたく粘性強。

第195関 S 1 100第11号竪穴性居跡 。

ミ
グ231

り、 P3は径28cm、P5は筏25cm、深さ20cmに掘り込まれて

いる。他のP1・P2・P3・P6はいず、れも径15cm以下、

深さも 5cm(こj荷たない小さなものである。

北西隅のP1とP2の間に、径20X25cmの範囲で焼土化し
第196図 S1 100第11号
竪穴住居跡出土遺物 た火床面が確認された。おそらくカマドはこの部分に付設さ

れていたものと思われるが、袖部 a 煙道部などは確認できなかった。出土遺物は土師器1不，

. f;品があるが、 は少ない。 230は底部に間転糸切り:底を留める何で、二次火熱を受けて

いる。 また内外国のー部には煤:f犬炭化物がf~J・著している o 231は土手あるいは警の小破片である口

外面には横5木、縦1本の線宝Ijが付されている口幅は 2~- 3mm前後で、あるコその他非ロクロの

鍋も出土している しく きなかった
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1層 黒褐色(lOYR2/3)焼ゴ:粒子、炭化粒子混入。土はかたく粘性弱。

2層 黒 色 (7.5YR4/4)焼土、炭(2 cm大、}、炭粒子、ロームフロサク(2 cm大)、ローム粒子混入。土はかたくし

まっている。粘性強。

3層褐色(10YR 4/4 )混入物なし。土はかたくしまっている。粘性強。

4層 褐 色 (7.5YR4/6)炭化粒子少量、焼土多設混入o S N88・89の構築時に使用した土。土はかたく粘性弱。

5 J将 赤褐色 (5YR4/6)焼土粒…f，泣物混入。土はやわらかく粘性弱。

61，宵 褐 色 (7.5YR4/4)土は非常にやわらかく粘'1<1こ強。

7 I再掲 色(lOYR4/6)混入物なし。土はかたくしまっている。

8応7 赤褐色 (5YR4/6)焼土ノj、ブ o'j '7、炭化物多読混入。二仁はやわらかく半r'itUj，j。
9 "胃 褐 色 (7.5YR，1/，1)褐色土(lOYR4/6)微量、炭化物微最混入。土はややかたくしまっている。 。
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第2章 調査の記録

S 1101第12号竪穴住同跡(第197[Z[~ 第201[;;<1、凶版85・12<1版112)

台地上面調査区の南関端、 ME41・42グリッド、 MF41・42グリッドで検出された。近代の

S N88、SN89の精査を行ってゆく過程で、その堅田に ち込みを位認し、周辺

のお町田を少しずつ[，-¥ずていっ 、[己居跡;フランとして{i定j忍された。 よび南側床面

をSN88、SN89によって切られ、また二ftif1ljに るS1 100の床面を:埋道先端が切ってい
~ 

〈ヨ

は51ilをjiltる。

ランを呈すると忠われる。

ふて -hづ同}、ヌ→へは、
仁三ぺしに v - ~C-J I，_ (，.':ノ マで日目づて、 fヒスふJ 七三戸ノ L:lf-壬 i7"¥---p 

-1、1-'11 ¥.. (;i) ~OJ iJ 、イJ C_ゾ" /J!Vνノノ

は北抵で、40cmで、ある口柱穴は基本的に四隅にむよびその中間位

置に設けられていたものと忠われるが、二!仁壁で、は P1~P5 された。これらはいず、れも

径20~30cmの円J!予(こ掘り込まれ、深さは P 1 ;33cm、P2 ;15cm、P3 ;56cm、P4 ;l1cm、P5

;33cmで、あるむ なl~ 0 床{雨!て6街所に土坑状ピ yトが確認された。カマド右側、北壁に

沿って設けられた P6は長さ1.4m、幅80cm，i奈さ32cmで、掘り込まれている。カマド近く壁際に

さらに 5cm干到来く掘り込まれたピットがあり、内部から土師器邦(235・239)を出土している。

P6の東側、やはり 一 nって設けられた P7は、長さ1.4m、最大幅90cm、深さ15cmで掘り

込まれ、内部から土師器j不(241・243)を出土している。床面中央 るP8.P9はそれ

そ、、れ径65cm、径80X95cmの円形・惰円形を呈するピットであるが、深さは 4~ 5 cmときわめて

浅く、出土遺物もなし与。土坑状にJ毘り込まれたとするよりは、 かな[Lf!みとしてii在認

された。西壁に沿って位置するピットのうち、北寄りにある P10は長さ1.4m、最大幅72cm、深

さ13cmで掘り込まれている。内部から土師器王子、(238)、土師器翠(251)、球形土錘 (256) を出

土している。 P10の南側にある P11は長さ 70cm 、 IIJ~44cm、深さ 11cmの浅いピットであるが、内

部から土師器係底部片を出土している。

カマド りに付設されている。煙道は僅かに東に しながら ら1.15m、幅

30cmで、掘り込まれ、壁に近い部分の横断面では高さ30cmのトンネル状を呈している。本体部分

の左右両袖とも暗赤褐色に焼土化しているものの遺存状態は良好で、、壁際から 65~75cm桔延び、

ている。両袖のr!J話は80cmで、中央部に軽石製の支脚(255 )が立てられている。両袖の間は焼土

化した燃焼部火床面であり、 から80cm程の範囲まで赤変している。この火床面先端を焚口

部とすると、本体長と

出土遺物には土師器土手

士銀、軽石がある ο232~~243の印は

4 6となるむ

したものも台むい高台付土手(黒色処理したものい

予より切り自在しの不明な 236をi添いて、 には回転

糸切り痕を閉める c また232・235・237・241を除く 8点はて次火熱を受けている。 233は底部

く作られている。 240は内部に時;状炭化物が付在しているο241は器高に比し[…If宅が大

きく、他の昨とは呉fTの!苔がする。この他静止来切り肢をもっ底部破片も袷出されている。
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第 2苧: 調査の記録

第199図 S 1 101第12号竪穴住居跡遺物出土状況
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ト:林遺跡

244~247 はロク口使用 I ) 、 v を受けている G 244~246 は底部に1l:l_l rli云糸切

V) :J廷を留めるが、 244・246は前引き糸切りとされるものである。この 2点は外而に、 245は外

面~内面rl持部にかけて煤;1夫炭化物が付者している 247は胎十.に任 1 3 mmの砂粒を多く含

んでいる。 248~251は非ロク口の裂で 249 を i注きカマド内の ll'，ニ!二である。 24紹8 . 249(はま二次グ

を受受Pけている 4点とも外面を縦{立のケズリ、内面横位を主とするナデを施している。 250は

成形時の指頭によるオ什エが獲る G 251は胎士に締紗粒を多く含むιので、外国に

物が付着している。 252~254はいわゆるタタキ目をもっ棄で、カマド内より出土している

個体である可能性があり同種の破片は他に10数点ある。内面には小さな凸凹があり、丸し 1づ、石操

のものをアテ具としていたものと思われるの 255は軽石を直方体に加工して支脚としたもので

ある。高さ(長さ)17.5じrn、幅12cm、 門門 手二口rf '7 
I . I CIll cr {則 90

されたものとも考えられる。

よ、，- f' 
/Fつり

マ!-

cr 
1 -r r-P・11父
しに IJX.川ク

256~259は球形、 260は棒状を呈する土錘で、ある口 261 を球形に加工したものである。

土師器邦についてみれば、図示できなかったものの底部で換算してさらに34個体以上

内に遺されていたことになる。

S 1108第13号竪穴住居跡(第2021~~第206図、図版86 ・図版87 ・図版112)

調査区南側、遺構密集館所のMA41・42グリッド、 MB41・42グリッドで、検出された。

本住居跡の位置は援斜面をほぼ降りきった平坦部分にあたり、表土から地山面である第V層

までが深く、特にj斬移層である第N層が厚く堆積している。住居跡はこの第N層を掘り下げて

ゆく過程で褐色土粒・焼土粒・炭化物が混入する暗褐色~黒褐色土のプランとして確認された。

が北側に隣接する S194の南隅によって切られている。また北東問、南

西隅が縄文時代の陥し穴SK T161、SK T165と重視し、これらを切っている。他ド

に 3 箇所の函結・焼土化した簡があるが、これらのうち南東隅の径1. 2~1. 3m の円形を呈す

る焼土面は、住居跡の覆土を切り込んで作られた焼土遺構(S N 139 )と認められた。北壁中央

および南西隅の焼土面は、 よりも旧い焼土遺構の痕跡であるかもしくは住居跡にともな

うものと一応判断されたが、いずれも遺存状態がさ程良好とはいえず細かな点は明らかにでき

なかった。また住居跡内東壁近くには、オリーブ褐色の火山灰が床面から10cm程浮い

理状にit積していた。 SN 139の焼土面にもこの火山灰

南北の壁長4.3m、東西の壁長4.4mの隅丸の正方形フランをもっO 出さは北壁で、25cm程度、

と僅かであるが斜面!ブJにあるJ仁監が!日jいc に四 líl~ と

その中間位置にあったと思われ、北西隅(P1 )と北京偶(P2)、およ

(P3・P4)にi在j忍された。 P1 (土、任70~75cm、さ 15cm 、 P2(土 f王55X40cm、さ33cm、

P3は、深さ14cm、P4は箆35X28cm、深さ14cmで、掘り込まれている。 P1の覆土内か
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H =2:3.800m 
Ao::.:-

よ弘樹色 (7.5YR3/2) かたくしまっている。粘性なし。褐色土粒子及び小ブロ)7少量混入。焼土粒子少量炭化

物多量混入。

21，持 褐 色 (7.5YR4/3) かたくしまっている。粘性なし。褐色土粒子及び小ブロック多量混入。焼土粒子及び小ブ

ロソク多量混入。炭化物多泣混入。

111子褐色 (7.5Y武3/3)やややわらかL、。焼土粒了e多1ft混入、炭化物少量混入。

褐 色(lOYR4/6)十11音褐色 (7.5YR3/3)非常にかたくしまっている。炭化物少昆混入。

時褐色 (7.5YR3/3)やややわらかい。半(lj'l生弱。術色士粒子少長混入、焼土牧子微112混入η

黒褐色 (7.5YR3/2)やわらかく粘性弱。焼←川子少ほ混入、炭化物多iit--一一炭化物の最も多く含まれる1'80

掲 色 (7.5YR4/3)非常にやわらかく、ーザラサうしている。焼jこ少量;混ノ，l."0

褐色 (7.5YH /3)焼土多鼠混入c

議褐色(lOYR 2/3)焼土炭化物少量浪人。もlj七l:弱上はやわらかい。

IIjr褐色(lOYR3/4)炭化物微泣混入。 も11性弱土はかたくしまっている。

第202図 S 1108第13号竪穴住居跡
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日音褐色(7.5YR3/4)焼土少量混入。二f:は非常にやわらかいo

H音褐色 (7.5YR3/4)土はやややわらかくボロボロしている【

日昔悔色 (7.5YR3/3)焼ニ仁少長混入。士はやややわらかく粘性なし。
H 

H時寄赤?褐5色(げ5Y R :3 1.1 )土lは土やわらかく粘1性4全:なし

n音赤掲色 (SYR3/4)黒掲色土のかたまりがゴロゴロしている。焼二と・炭化物混入。土はやややわらかく粘性なし。

袖部構成土。
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前 2i"(!: ~j ，~l査の記封

ら炭化物が多く出土しているが、他の柱アてからの出土遺物はなかったり柱穴の他に S195P10 

と同様の「口ク UJIiIII受けピゾト」が、古i1-[:1央からかにヘr五ったi治下Ji-に検出された (P ) 0 

間口itl¥がのIlJif1で深さ24cmで一一 までくびれる口 PfJ口吉1;から さは42cmで、ある

内部からの出土遺物はなし~また先に述べたように床面 I-_rこは焼土化した箇所が認められるf也、

炭化材がして確認された。特に床面の南西側に多いc

カマドは東日三11'央に H，~立されているむよiI~道 j'';j日土 ii'I};IR に長く掘り込んであり、注目壁からの長

さ90cm、Il'j.ljfl;でのIjJIMOcm、j菜さ15cmを測る仁本体の柑(土粘ーイてを主とし、 シル卜

・炭化物が少量づ、つ混入しているもので、両宇FI日~:I; の乏し渡しは90cmで、ある。袖部の前に径30~

40cmの I~I村吉・焼土化した燃焼部火床面が、さらにそれを囲むように怪75X90cmの相手Hにlil{j結し

ていなし が広がっている円その を焚口古1;と才る η、1-::> までの長さは 105cm 

であり、煙道長と本体長の割台はむよそ 5 5となる。煙道部中'lilh線と袖部中央を結んだカマ

ド刺l線の方向は N-49
0 -wを指す。

カマドの両端には付属する施設として P6 ・ P7 のピットがある。 P6 は径50~60cmで、カマ

ド在袖!協の壁面を掘り込んでいる。 深さは床面から儲かに掘り窪められるだけである。内部か

ら土師器j不 (270 ・ 271) 、土 1~f1j器 lill( 267 )がよI~土している口 P7 はカマド右袖脇に径60cm、深さ

15cmで、掘り込まれている。 内部から土師百三郎の小片が出土している。

出土した遺物は、土師器坪・高台付郎・皿・套・鍋、須恵器護・査、手担ね土器がある。262

・263は郎で庭部に回転糸切り痕を留める。 262は前引き糸切りとされるものである。図示し

なかった郊を底部で換算すると、少なくとも30個体以上は出土している。 2640 265は高台付

杯の底部で、 2 点とも二次火熱を受けている。 266~269は皿で、 269 はカマド内出土で柱状高

台の郎か皿になるものであろう。底径が4.7cm、底部の厚さは1.8cmもある。 267・268は薄手な

作りである。 270~273はミガキを伴う郎である。 270 ・ P6 出土で、外面を i:ßi目立のち斜{立、内

面針演位のち放射状のミガキを施しているものである。黒色処理は行っていな Po僅かに残る

底部もミガキのようである。やや厚手で椀状を呈している。 271・272は内面と外閉口械部にミ

ガキの後、黒色処理を施しているものである口ミガキの単位を明確にし得ず¥これを図化して

いなし'0271はP6出土である。 273は内タト屈ともミガキの後、

を欠くハ

している杯で、口続部

274 . 275はロケロ使用 いず，i1もカマド17'、.Jであるσ276は非口クロ あるが、

を長II宰すると!?予[1-:糸切り:D'{を認めることが、で、きる u 作業T-iから切り離す11、?に糸を用いたも

のであろう c を受け~~~)'ト市が~1;rj~存しているが縦f立のケズリ ゴ1
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われI-Jf至は37.4c111、推定器出は14cmである 280は胎土に*IU{iJf立を多量に(昆人させている
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第 2章調査の記録

280 

。
〈目別

第206関 S 1108第13号竪穴住居跡出土遺物(2)

281はカマド内出土の須恵器査である。全面にわたって大小さまざまな焼き膨れがあり、製

品としては不良品の部類に入る。さらに内面はあぱた状に器面が剥落してわり、これも焼成時

に二次的に火熱を受けて生じたものであろう。外面はロクロ成形の後、胴中央部以下を不定方

っている口 282. 

向にケズ 1)あるいはナデを施している。色調は褐灰色を呈しているが、ごま塩;[犬の灰をかぶっ

は接合できなかってあ、り

たものの、胎士 a

と

-焼成から同一個体と判断できる。被{II1位置は北壁沿いの中央部である

が、破片のうち 1

り離しは不明、内面に

4m!二{立置する SK49より 11f11士働したものである

マ
(
び

今
し，A，A吋寸IJ

 

出
U
L
」 られる。

281 

の切



1--て林j童跡

284はミニチュアの子祝ね土器で、あるつ最大任29mm、器高20mmを測る。 J主溝タトでもi可形態の

ニチ 7 ア(593 )がi中i士しているが、これはi-Hけ跡、丙のMB4Jで検出されたものである

S 1 136~む 14;=;-昭六件 J;T;跡(第178!iCl ・第183図、図版110)

S 186の南側、 S183の東側で床面と忠、われる堅い出の広がりを時認し、 S186のカマ

{f!IJに南北方向に延びる高さ10cmの一部残存した壁を昨認したの一応、住居跡と認められるが、

S 183、S186の問築でその大干が}衷されたものと与えられる

flJ~ らかに S 1 136から出土した造物として示せるものは、 172の土製支脚 1点である口出、IJ吉15を

欠き器高は不f:l月であるが、天井寸日(受部)には砂粒が多量に付者してお‘り、いわゆる砂、底の斐と

同じ方法で製作されたことが分かる。

( 2 )掘立柱建物跡、柱列

検出された掘立柱建物跡は5棟、柱列は2列ある。調査区中央二|ヒfWJを東西に延びる SA 200を

除くと、これらの遺構は2つのまとまりに分けられる。 1つは調査区中央南側、 S194東方に位

るSB144・166・167及びSA171であり、いま 1つは調査区中央西側、 S183・86の北西

るSB141・172である。殊に前者は軸線方向が近似し、それぞれが関連性の強いもの

であることを窮せてくれる。また 51:束の建物跡のうち 3棟が~F与をもっ掘立柱建物跡で、ある。なお、

各J屈り方には柱痕跡の認められるものは 1例もない。

S B144第1号掘立柱建物跡、 SA171第 l号柱列(第208図)

S 194B 住民跡東慢に取り付くような形で検出した。確認状態から言えることは、{主居跡と

建物跡が同時期か後者が前者に切られているかの liず、れかである。建物の規模は、基本的に桁

行3間×梁行2間を意図した東西棟である。柱間距離は桁行で8.3m東側梁行で、5.7m、西側梁行で、

5.4mを測る。北fHlJ桁行で、主軸方位はN-43
0-wを líl~~柱で、後40~50cmの円形もし

くは不整円形を呈し、他の柱穴も筏20~30cmの円形・楕円形をなしている。確認面からの深さ

は南側桁行ーで、22~25cm、北側桁行で、は60~63cm を測る。

東側梁行南1H1Jを除き柱穴間に海が巡る。 消は I幅20~30cm、深さは10~32cmで、あるが、北側桁

行は平均30cmの深さに掘り込まれている。 立与は西側梁行の内fFllJ2.4mにも認められる。間f士一切り

の施設であろうか。これらの溝と SN46・SK72 しているが、二者を SB144は切って

いる円

柱穴内より土師i出血が出土しているの 285は二次火熱を受けているもので、底部がおH存して
むり、氏部の切り離しは不明である

二ltfR1JNi-{i白-

lニは 8

る::ltl.4mには、 SA171とした柱列が認められる o 六i由民情Ifは8.2mで、

が配されているョ位六;主役20--45cmのI_lJJI三もしくは不整IJJ形を日してJJ

り、深さは40~70cm、最も深い京)M付主で74cm を測る c 柱穴n~J を結 --;~i宵はでj会切れているが、

282 
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[-二林遺跡

これは S177に伴う土坑(P2・P3)及び、 SK63構築により消滅したものと考え
る。 溝はi福

18~35crn、深さは20crn前後である。

S A171は位置的には SB144の庇ともみられるが、柱穴問を結ぶ議の存在とこれ
らの掘り込

みが深くしっかりしていることから、独立した柱列として扱い、 SB 144に伴う
板塀跡と想定

できるのではないかと思われる。

S B166第2号掘立柱建物跡図、図版88)

S B144東面と交錯する位置で続出されたが、柱穴どわしの重設は認められない。
桁行4間X

梁行3問の東西棟で、柱間距離は桁行8.2m、梁行5.2mを測る。北側桁行での主軸
方位はN-42

0

-wを示す。各柱穴は円形ないし楕円形の平面形を呈し、 SD 204に切られている。 P9の径

24crn を最小とし、他は佳30~45crnである。確認面からの深さは北側桁行で、平均65crn、最もほい

P5で、77crn を測る。 PI0 ・ P11 ・ P14が15~25crnで、ある以外は、 37 ~55crnの数値を示している。

S D 205と重捜する P11は前者に切られている。

P13からは須恵器翠破片が出土している。

S B167第3号掘立柱建物跡(第210図、図版88)

S B144・SB166をまたぐような位霞で検出されたが、両者との柱穴どおしでの
重複は認めら

れない。桁行3間×梁行1間の東西棟で、柱間距離は北側桁行で7.2m、南側桁行で
7.3m、東側梁

行で4.9m、西側梁行で、5mを測る。北側桁行での主軸方位はN-44
0-wを示す。柱穴は概ね円

形を呈し、 P1・P7・P8で、経25crn、他は径40crn前後の数値を示す。確認面から
の深さはP1が

最も深く 57crn、他は35~49crnで、ある。縄文時代の S K T 16]をP8が切っている以外はP7とS

N78、P3とSK61はともに後者により切られている。

S B141第4号掘立柱建物跡(第211図、図版88)

S 183 .86の北西部に位還する。 いわゆる溝をもっ建物跡で、あるが、西国は明ら
かにし得な

かった。 P1. P3・P9が隅柱であるとすれば、柱間距離は、北面で6.7m、東面
で8.4mの南北

棟となる。東面柱筋を主軸方位とすると、 N-31
0 -wを示す。柱筋上には13の柱穴が配され

ている。平部形は円形を呈し、径25~30crn、最も大きい P13で、45crnで、ある。確認面からの深さ

は平均すると27crnとなるが、各柱穴間でばらつきがある。 P11が12crnで最も浅く
、 P2が55crn

を ?~IJ り最深値を示している。

を結ぶ溝はその 111国20~25cmで、深さは7~15cmで、ある。 j蒔はP5から西にも約4m 延び、間

仕切り様の施設と考えられる。

明である己

でS183、 S186と

S B172詰 5号掘立柱建物跡河)

S B141の北西部で交錯する位置関係にあるが、 どわし

284 

るが、それぞれの新!日間{系は不

認められなしミ zコ桁間
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IAj ~単調査の記録

×梁の総柱建物で、あるが、凶iJl I] の li何百 i正外に広がる可能什:もある。 tì:r1í]~I~離は東阿で5.9

m、で5.1mを測るに f:. ilifll 土東阿の筋でN-12" ¥VをノJ~-~-_ * I)Lj中央の P2から P
;こ[[Ijかって びる己 H~存長105cm、、 J奈さ 7 --10cmでfJLj1;/rlをSK32に切ιれてい

る。また P5はSK30に切られている。 仁王30~-45cmCノワ!こ[J形を日し、面からの深さ

は55--70cmになる心建物の地山市には、長さ 1.75m 、 IIJìïi *，~JO.8mの焼f:r'i:i しSK33に

切られているりこじつががSB 172 (二十I~ うものであるか汗かにつ 1.γどはイ :1別である

ド 1より 刀'r':t'13二し Lしみ';Jr、

S A200第 2 列(第143図、 l女Ir日'i90)

調査反中央北11[1]でtJ'よそ京間方向に延びる手rJである n 50基科の柱穴からなる n L G52に仇

ロ子主斗『 → 1= ~X:門ハ
lι工ヲ ~al エミ u二 iucm 、 深さ3kmの行'fj!l)]三をなす柱穴を京2;iiとするの西端は に及

ぶものであろう。確認できる長さは約39mである。柱穴どむしの重複や柱筋からややずれる

六があることから複数期の柱列とも考えられる口柱穴は円形、情rl]JI~ あるいは Fi~ 丸方形を呈し、

東端の柱穴を最大とする c 円形を九-iするものは任25--45cm、方形では一辺が20--30cmを示すも

のが多 l¥ c)確認而からの深さは'y均すると26cmで、あるが、ぱらつきが大き l'o ただ概して西側

ほどj架く、 MC ライン灯、 E可で、は 35~40cm となっている。

東端の柱穴かG9番目のプj形の六昨認面より磨製石斧がdJ!土している(図版90-2参照)。

( 3 )有溝柱列(第213問、 l司版89. 1;<1版90)

ブ
(
百 としたものは、滞状を主する遺溝の!氏面に柱穴様の t~品り込みをもっ

ものである。台地平11l面の調査K南側に占地する 2列を確認している。配置:の状態から S152 

を大きく 11[:1む区両施設であった可能悦がある。

SA211~~1 号有溝住列(第213問、 iヌi版89 ・図版90)

部!査1>(南東山 S152東方で1如LIJ!された立与の底而に校六をもっ柱列である。北端は調査CK外に

延び、南端は LH33まで確認でき、その長さがJ16mを測る。主軸方位はN-40
0

-Eを

溝の 1-.面 rlJ話は 20~35cm、深さは15cm前後の数値を示している。底面には 12の柱穴が掘り込ま

れている。柱穴1/1]のlFli離は1~ 1. 2mである。柱穴は円形あるいは情円形を呈するもので、径20

~30cm、氏 ffLiからの深さは、ゃ告の 13cm を最浅として他は18~39cm を浪IJ り、平均すると 28cm と

，、
/.J_ ，...._;) 

J山!

S A2訂13言与沼j; ~斗; :干右有rJ有j" ~'8引1引j、i巨:ヲ予列iリJ(話r五てミ-~2引131'吋之ヰi、| ヌ|版8C)) 

j-H側、 SA 211とιJをな十ような仕置で山されたU:7Jrjである。東端は調査区外に延

びるがSA21UU*1とつながっていた可能門:がおいじ丙端はMB40まで確認でき、その長さは不J

26.5111である-l:rlillr j j f立はお-450 -\:V を示す。法の L而 rp出土、 25~40cmで、深さは、 15~30crn
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第 2章調査の記録

とぱらつきがある。 慨して束伺IJほど深くなっているようである(lの柱穴は13で構成され

!" tる SA211 ~ま (ま;;5められないカヘ

IIJJ!~ ない L あるから

ると

;土、 9 -~38cm とらつきが lこ乏しミ

ザ一匂
九一九伊

丹
/
一
円リムレ
)

S 213はSD209 . 208母 214. 205 . 204 . 218、SK134と しているが、いず、れにも切ら

才i いっ
、~

(;J. を黒色込J~~. た がある円

( 4 )ゴ二 図版91~-[ヌ|版94)

平安時代の竪穴住居跡内に土器製作に関係したと推定される白色粘土の広がりや、口クロの

i1iilJ受けのために設けられたのではないかと考えられるピ J トを確認したが、乙れと対応して、

それらの原材料、施設によって成形された土器を焼成したのではないかと考えられる遺構が検

出されている。

これらの中には、明らかにその遺構内で火熱を受けて大きく焼け歪んだ土器を出土し、

と断定できる例がある。ところが、遺構内がかなり高温状態にあったことを示しては

いても、出土する土器が他の遺構内あるいは遺構外から出土したものと向椋である場合 す

なわち、焼成過程にあった顕著な痕跡が残されていない場合一一ーや、あるいはほとんど遺物が

されていない場合は、そのような遺構を土器焼成遺構として他の土坑から区別する時に、焼

にある遺物を伴出した場合とは速い、ある不確実さが残る f手IJえば遺構内に残る焼土は

その1誌で、火が焚かれたことを示すが、その目的が土器焼成に限定さ uるかどうかという問題が

る。また、土器を焼成するに足る高温が得られたかどうかは、その焼土化の程度に関る

ことであるが、逆に、焼土化の程度は遺構内の温度の高低ばかりではなく、その使用頻度にも

関るであろう。また、仮に土器を焼成したものとしても、できとがった製品から観察される焼

には様々なものがあり、全ての土器 高温で焼かれたとは考えられなし」した

がって、一般的にはこうした遺構は他の土坑の機能を類堆するのと同じレベルから出発し、

構内面あるいは覆土の焼土化程度のfI今II~ミや、下部構造から復元される全体構造の検討も経なけ

ればならない。

!か!

件があv)、

に述べたように、

宇， "" 

を側面かち る

より高いと考えられる c

} 吋， +♂ -.~ i U.ιj~ 、 i< 一位、、 旬 、/ア~、ザぞ目、 J- -f 
いの Q ご了， fî':'~ H--') ¥_ ~いct:し-l V) どの 7)'、 ゴ:

については、 s をi禄いて

と推定される!こ|色料-士のある

J

円ゴ
p

刀 れる として{也のゴ二坑から した九ただし Fi の )ii~l
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J同一、JFrr 
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1

1
寸
l

Ao-ー 一一oB

刊)
 
)
 
(
 一一oB

ll，;~: 1M 白(lOYR4/4) 化牧f-少J[t?l~ 入。はやわらかく

MI'!:5J~Jo 
2 )，日 II{H~j色\lOYR3/4) 1111尚色 (7.5YR5/8)少iiL炭化物少

itt、i先立:35111t見人、 lーはやわらかく粘性中っ

3 ).;"，: 1M 色 (lOYR4/G)地1111:。
ど1I，:~:主体j 色(lOYR5/G) 炭化粒 f 少 hL犯人、 1:はサラサラし

ている M"I'I:なし
I，;~:制色 (7.5YR4/4)

一)、 t
) 

4国 SN 1 5号土器焼成遺議及び遺物出土状況
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第 2市調査の記録

320 

一一~ノ←マ了て:

A 
守
山

F

つMつ占

l/';~: /l ìH~]色 (7.5YE3/3) 焼-!:. 1 cm{，i:cJ)ブロソケ少辺、炭化

物少1t(: 、ロームフ口ソケ少Jlt~r~I...ο 二L: はやわらかく
もIj'l'Uj¥).

2/，;，;: 以外J1亙 (7.5YR3/2) 焼 I=i!投J_d:il~/人。二l:はやややわらかく

*[11/'1:なし

3 /，;~: rTJ 色 (7.5YR4/6) 焼土少 iIUJ.~入、 1二{土;-I~'o りしてや

わらかく:f[lj十'/:なし。

4 1(，;: )J¥f)，J色 (7.5YR2/2J 1;~U:村'-f- ，炭化物少 iJt~U 人。 I~ は?

わらかくNi'I'/=WJo
5肘 n~r幻色 (10YR2/3) かLl二十九 f 少 I!t ?l.~人 n はやペコペコわら

かく村山I:si¥]，
6/，;，;: 持j 色 (7.5YR4/'!)焼l:多ithil人。 j:はかたく枯れ:なし
7 J1i4 t必lifeffU色 (7.5YR2β)焼 1:快足、炭化校r少ノ1、〉二1:は

やわらかく粘性出。

8 J，;~: /l ìYrM 色 (lOYR3/幻焼ニi二、J:n iヒ午川政~;jt fJ.~人。…1:1土上じ![支(1")7う、

たく村山1:とよし

9 以肘 r悩付 色 (げ7.5YR4ν/ι!り)i泌iιl人物当な‘ し、一土1:1は土j非|ド:γ斗'l計咋常!f片;ト行iIにこカか、た くF布刊仙[1市Ij仁川汁斤川l十「什/'ド門、♂"
d弱4門

。 50cm 

SK70 

撹苫L

物揚物~
1 }lj'l'i !l({-出色 (7.5YH3/3)焼 1:・焼土佐r少_t_l仁川化物少iitilt

1-'土ペコやわらかくもl出!っなし

弘前色 .SYH:1!引 tl'~J~ !i~ (ヒ校n:攻I[l_出人 !ゴ土山や
わらかくもIj刊

SN66第 5
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十:林j註跡

A

A

b

 i
 

zv l
 

-tー

ミc をケnえたものではないから、 f色の土の中には土 ;'-1 ものが全

くないという訳で{，tないとしkうニとを!折って;むきたい

ま

立っか、あるいは覆土111ニNI弁

ある程度の深さがあるものの

いをI¥ih底状を呈する。逮捕倒別については第 3表にまとめたが、 」一、一 な4つ

ついて説明を加えることとする

S N09第 1号土器焼成遺構(第216図、図版94)

土器焼成遺構としては SN 124と同様、他の遺構昨ーから離れて存在する例である。平面71ヲは

北東側の尖る卵形で、坑底むよび、行!IJ壁の大部分が火床面となってわり、{主かに東fjilJ

土北しないままに残されている。 遺物は西側から土而ii器i不の底部資料を 2

他に、焼土化していない東側壁近くの覆土中から、 111干青灰色に還元ー i直結した

る粘土塊を採集した。 jヲそらくある程度の i二部構造が、このような粘土によっ'ご

ものと考えられる。

S 

したが、その

と児われ

かれていた

(第216['X1・ 、[;<1版94.図版113)

どあ、し をつくり、かっ他の遺構と る笛所は S122・S1 

86・S183の周辺と、 S194・S1 95・S1 108の両辺の 2i茸所にあるが、 のグル

ープに属する。東側を SB 144によって切られるが、本来円形のプランをもつものと推定され

る。確認面では、木炭を多く混えた黒f誌掲主品}1色色色J土土の中央に多量の焼土粒;混昆入土が径6ωOX5ωOc侃m程の範

囲で

らわれた O さらにそれを除くと坑底ほぽ全面に火床面が形成されていた。木炭層がこの遺構程

広い範囲で確かめられた例は他にはないが、いず、れの土器焼成遺構も木炭の小片は覆土中に含

んでいる。

遺物は土師器I不・鍋などであるが、これらは木炭層の J-_面から I=I~I士している。 285 は内面を

ミガキの後、黒色処理している邦で、口隊部を欠く。{本部が内面に折り曲げられるようになって

いることから、耳皿の可能性もある。 286はログ口使用の鍋で、底部を欠くものの、丸氏であっ

たと忠われる。外面は口ク口成形の後、ケズリを行っている。，J誌は30.8cmを測るむ

S N66第 5号土器焼成遺構(第2151司、 BZI版114)

とした中では、

る卵形をなし、士iifi片はi主情確認、雨二0)二It{f!ljc乃花 120

屯[Jf:]をとりまくように IJンク状になっ

れている別であるむ平面土南側のヲミ

- 1-1-1する +iV?はこ

のドには ;1~ 化物合出え

7色、
/、一伊

」〆1 マ人 1~ 
4しノ)こー し

がある「したがっ、、

かれたの

上むよびその直 l'に包たされる 力、 ぷr

c 

ではなく、→ I~ r民であり、?也の例とや

ハ
b
n
u
J一

円
f
一〕



主G一一

A 

l以1: 11ff持j色 (7.5YR3/3) 焼土牧・炭化~MJ改泣出入。はやや

ム勺:.h l:三子]冶ど:t1;'I;I: i'\~\

2府黒i'RJ色 (7.5YR3/2)焼二1:粒微1It.炭化物多混入、土は

やわらかく粘性弱。

:1千 lI i'í'r~J色 (7.5YR3/3) 焼土粒多泣混入。二i二はやわらかく村i

i生8¥Jo

2日;2京調査の記見

SN78 

Ao-- 一-oB

物 問
l府 fI者悩 (lOYR3/4)焼土少hl. J;ì~ 化粒子微lil:混入、土は

玄関色土 (10Yi15/引jmU2人、土は比較的カた
く宇15性fJ~Jυ

2怜 rめ 色 (7.5YR4/4) 炭化粒行政l;kil~ 入、二1: はやややわら

かく半11i'/%~L

.1 fr;~i 赤松j色 (5YR4/8)非常に焼けてし1る。

SN79 

一-oB

1":;;: 尚 色 (7，5YR4/4)悩色土 (lOYR4/心炭!と物少 fr~: n者総色 (lOYR3/1)与ほ混入、炭化投子f}技量混入、

;泣・:焼j:少量混入。ニL:はかたく宇Istl:弱。 土はやややわらかく粘性弱。

2府 尚 色(lOYR4/6) 混入物なし。土はかたくしまってい 2 !日 禁制色(lOYR2/3)焼土粒子微1ft混入、土はやややわら

る。粘性880 かく*15'/11:880
3 Nii 号制色 (lOYR3/2)焼土粒子微泣混入。炭化粒子少lilift 3府 Iり引Il'f制色 (5YR4/6)非常に焼けている。

人、土は非常にやわらかく粘性弱。

4 I~i;: f11'f初色 (lOYR3/3)焼土粒子微量・炭化物混入υ土J土';!i'

7吉にやわらかく粘作1:880
5 J'~I 県!日色(lOYR2/3)焼土粒子少泣・炭化物多量・潟色土

(lOYR4/6)少量混入。土{土非常にやわらかくし

まりがなし】。宇hl占台川μl5E引叶i'け沈化d士官性/1、1

6序府出品 色 (げ7.5YR，lしν/，1υJi混]昆主人f牧物主却/;な2しし/、 仁{は土Jtじij絞改的ぺやJわら治か3い
宇1
11/宝生

7肘 ilfYr~Jf:5 (lOYR3/3)焼土粒[-.子役詩人
ふやわらかく*ドソしている。結i生なし。

fl~~ì tょj 色 (lOYH4/li) りえでい説lJh'< Iトニラ H-うしてい
る。!グ.(;/犬のものも合まれる c 焼l:・;，iUlJ却を
-;11 l 

ー

-1上、さ

5箆 SN 巻 SN 2号=51可
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1-二H:J豆跡

や異なる。また、その場合、の掘り方であるお泊三而もli在認而から20cm程と、他に比べ深いコ

造物ではこt(llli~:H1~ .斐が出:としている υ 裂には大 JI予の依片が多いのが Ll 立つり 3j6~318は何

で、応部に 1111ijI三糸切り痕を留める 316 ・ 317は一て次グを'乏けているロ 319~-323(土非口ケロの

である iコいずれも粘土の?互み 1-_ が残っているむ 319はその J5mmむ:で、あるυ319・

320ともi人j面は償位のナテである。

S N79;;r; 7 デ I~ 成(第2161司、 i苛 li，長 93)

S B144の範1m内には 2基の遺，問、 SN78・SN79が存在するが、これらは SA144の't1W築

に!二部を削られて下部の火床面しか確認されていなし ~o 火床面の形:1:;わから判断すると円形プラ

ンのものに復元できるであろう心土器片は土師器坪小片である。

S N 124i詰10片イて器焼成法楠(、第214U<j、iヌi版91. . U<j版113)

他の遺構群から離れて単独で、位置するが、本遺構の丙{!l1]4.8 111の地点立層中から困層にかけ

て径50X30cm程の範@f1に、やや焼土化した粘土塊の集中する範聞がある (SX126;図版91)。土

器焼成遺構は南北に長い楕円形のプランの中、径 120X80cm程の範囲が、回結したりリング状

の火床面を形IJ交してわり、その上位やや南{f!iJに寄って、焼け歪んだものを含む土師器郎の破片、

が出土している。器種は坪にl浪られ、他のものはない。

土師器郎を 12個体図示している。底部の遺存するものは[8]転糸切り痕を留める。 287~298の

郎のうち、他の遺跡・遺構でごく普通に出土する土師器原と同じ様相を呈しているのは、 287

と291であるが、これにもいくらか歪みが認められる。残り10点については、焼け歪みの極端

なもの (293 ・ 297) 、黒斑のあるもの (288~290 ・ 295) 、部分的に還えしているもの (292 ~ 

296・298)の特徴があり、 寸史的に言う土師器の範に入り切れないものである。 292・293・

296・298は害1]れ口も還元している。 297は、口縁部の曲面が火熱により喫されて平らになって

しまったものである。

土器焼成遺構としてあげた から出土した うち、その主体を占める土!~ïn器杯

は遺跡al，土の1不の主体で、もあり、所謂「赤褐色土器JI赤焼土器JI土師質土器」などと i呼ばれる土
器の範111寺でとらえられる

れた後、内国のミガキ

、口クロ水挽成形により作られ、伝糸切りによって切り離さ

など一切施さない、酸化焔焼成の土器である。この

ような土誌を焼成する施設としては、害窯とは異なり内部に常に空気が供給されるような併造

の宗が想定される。したがって SK09で険出された宗笠)午と忠われる粘土も、半地ド式の

などに架構されるような天井出の構築村で、はなく、;士認焼成遺構の周涯をあるね度高くして、

との持点付近に設け、その排出11に間11させるような構造をf乍っていた

のではないかと推定される)空気は!司壁 1'- 奇I~ の供給 II から主体内に取り込まれ、燃焼ガスとなっ

t、、 !二部;の間口古じから排r'tl，されるような になっていたものと 7号えられる。また、何;

298 



SK42 

¥_/ 

-
nH 
)
 
(
 
)
 
(
 

τ
tよ

2 

11，;，:: II)J赤r}，J色-rl<1色 (7.5 YIH/6~-5/6) もliTf 、孔fi1;( なくしま

っている。 I，';}I;はきわめてよくがとけてわり茂川色

を去する。

11;1;; lI (i赤 rM色 --till~ Jl i;f赤 r~1 色( 5 YR:i/3-2/3i宇ii芦かたくしま

っている。僅かに焼!ゴヒした土っ

3 JI;~; I別赤外J0.(5YE5/8)中jKEpt、子Ujj;(かありやわらか"0Nt 
土li'::、フロソケには1I'，ljしたものを合む。

4 J.:，，: 11前日色 (7.日YE3/4)粘問、子ujmなくかたくしまっている

SK49 
j }';'/ 11，'，十品色 (7.5YR3/U焼 L・炭化ドdi枚以111入o:frIiド!づ号、

一1';ま非常にかたい(

SN48 
11.['; 11計M色 i7.5YH2/2í 炭化物・炭化粒子少 i!~t;l~ 人、 fii l'!:出

l:はかた l10

ì!!\~ ，!~j~ F{l ... }色 .S'{RZI2i炭化物・ Ii:i仁粒 r少lJn.~ 入、 fl1j'lt必
-1::土ペ1わらかくサラ十ト与してυ

I~i;; ~I (iふnM:0.( YR:i/4i 1点i、 jC¥1 、rlしごいる

第 2章調五の記鉱

SK47 

A←曾→B

11，，':: fi.J 色 (7.:')YE'l/!j)炭化粒r(l&Jl1，Ni:件j色仁川OY[{;J/6J
t :ltfJ.t 人っ二1: はペコわらかくもIj'IJI:~IT1 コ

SK50 

Ao-- 一一oB

A 一一oB

一一oB

B
 
↓
 

止A
 

物多多

7図 S K42第20号.S K47第26号.S K49第27号.S K50第28号こと坑 e
S N48第3号.S N51第ヰ号土器焼成遺構
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1・:_f，f¥j立尚;

SN85 

A 
A 

n v-ー一一 一一oB

級協初級

ll~: 時間色(lOYR3/3)焼二焼土絞 jこ 炭化粒子微量混入。

二!二はかたく粘f!:弱。
2府 占I~F品色(lOYR2/3) 炭化粒子微量混入。こ!こはやややわら

かく粘性なし。

31i~ 1111同色(lOYR3/4)焼土 (1cmf¥O炭化粒子少量浪人O
j二はやわらかく干liitチ:弱。

fl)~;: [1針ぬo(7，5YR3/4)炭化物微量混入。土はやわらかく粘
性弱。

5 Wi [111-件j色 (7，5YR3/3)ローム(1 cm位)炭化物微量混入、
土はかたくもIj性弱。

G防 除J (7，5 YR4/4)焼二!こj;没、炭化粒子微ftiil入。土は
やわらかく鮎性弱。

7 )，:，，:出色 (7，5YR3/2)焼ニ!二粒子、炭化物fJ放民混入。 :1二はか
たく粘性弱。

8府 短時間色 (7，:'YR2/3H:~'Hて 1牧子、炭 fl:f，'[炭化 子(i投

はかたく M'I~:5ì号 J

体 C (lOYR4/6) ilii人'1句会 ヨI二リ〆f、 J九~- /'、~ 土Jドー、戸也、ミ

る。干11，li強。
luR~ II-J ["0. (lI)YR4!←1) i:昆人午均なし 1::土非う白た;しま

つーごし 1

富国 S K87第47骨 .SK

一-0B u 

1 b;~; n 1'f外j色(lOYR3/4) 焼多混入、炭化牧子微 tlkIf~ 入c

土はやわらかくも1i'1~:cJ\L

千 11i'f持Jt立 (7，5YR3/3)焼j二少iit混入 j仁二はJ押申手拘コわ ら泊か、く 半名料帖11占1，1
5弱Uo

3府 県対色 (lOYR2/3)炭化粒子微量混入。土はやややわら

かく利下|笠~~o

4 I;;~: RI~rJ\l色(l OYR2/2)

SK90 

Ao--
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1 二・炭化校ぷ人よ

そらか♂もlï十{1:~Jヨ

:.1¥1/.¥色(1UYR3/2!九:t_L役‘ }.;i{r物'レi止 j、γ i:はり

iうかく frij十主

色 . S Y R3//1，1 J)~ fヒ'fif_(i段泣人 _L;.tJじしゐ/三
く干利柏J占μ:ピけ伴'1ド性iドJ

lJi肘i七凶ぎ千iI吋1;山i庁?f件尚よ品j色 (はlOYR3/白引i幻 r鈴尚4幻j色 l仁(は10仇Yザ'Rもムわ/叫 :少);1以!止 炭{化t校 {-三
i;~{r _~t;犯人三十一はか f ど宇，Ijfl: i，)(j_

さは!}，):-R3/3) 出1~!: !1りYH4-/(j)・俊ι

Ndヒ粒了一1J投 ~ltif~ 入。 1:1土ややかたく村山I:~]\]c 

h }f~~! rM 也 UUYK4/{j)悦二t微 !jtili:人 1:1まかたく料γ

~:) R I T/，j i~ .5¥・!{4!ιl)fytjニ多豆泌へl 二はややかとイ手ilit
;-.1 
'd、し 0

8 F;，;: 11庁間色 (I.5YR3/，!)I り H~J色 1: (7.5YR5/6) と fl-~1t されて

"、るっ焼イ:iji~_htii~人。 1:1土比絞(1'，)やわらかくもlï 'l' l:

5]~] 0 

911;';: 11;t出色 (75YR3/3)bit-i二校{-'ì.H íヒ佐子 i;þjjiil~ 人ご…i二;ょ

かたく Ni 'l'I:~)弓、

101，:，;: ，JdM色(5 YR4/6) 11川沿色Iil人っ LI土やややわらかく紡

内

SN81 SK93 
，〆戸田一-一、ー一戸 、一

¥ 

A 
判
H

-
H
1
u
 

SN139 

B 

B 

詳 ぷFiIfO)記主手

SN148 

Aひ一一 一-oB

物揚揚揚/
11，;，;: nJ 色 (7.5YR4/4J焼jこ行[r ・炭化!防少JLtif~ 入。 j二はや 1 }，;~: 悔lIiHM色 (7.5YR2/3)焼ニ仁枝微炭化粒子多民混入。

わらかくもIj性弱。 M'ltなし。 土は非常にやわらかい。

2肘 Il iH~J 色 (7.5YR:3j3) 炭化物・焼土粒一子少lltit~入。はや

わらかく粘'1"1:~J\]o

3}':';' lI;'mJ色 (7.5YR3/4J焼二}二校 r・炭化牧子少iit混入3 二!ーは
やややわらかく粘'1'1:弱。

4 NI;: Ilff赤外j色( YR3/3J 焼二!二・焼二U\~トr 多混入っ炭化1'JL

二jニゴ主人 土ペコペコかたくも1i'IH~

SK  惣 sr~ 訂第き
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ト二件j立ft，lj~

H=23.4()()1ll 
A -oB 

[I，;.} lI ìH~J 色 (7.5Y1{3/ι11焼・炭化I'!L{.少 lIUl-~ 人η 1:1まやわら

かくもli性

2 }!;!;i ;!-HNtJ色 (7.5YR3/2)焼!二*][J三 . i.;~ fヒ粒{-_t _iJt~1-~人円ー1'/土 ~[ô

'ri市;

土:3 1，;介J[;l~; J月J以、 色 (げ7.日YR2/1日J1:焼t先t一一七l仁;干粒lLI七 . i日.iHヒfれ粒えけ…jイ[多i以i止tに(泌iιt人 1:1は
~[，常にやわらかく M性なし。

11，日 nJ 色 17.5YR4/:3J1:はややかたく M.[JHJ¥)，

日1.;.;: lIiH討色 17.5YH3/4J・何人j色 17.5YFVll:1J 焼二 1:粒子m~ id~ a~ 人 n

はかたくしまっている frlllJJ:jrril¥u
(i JI;t~i 1l (~'rM 色 (7.5YR3/1J 焼 1:*\1. [.・ ).t{ 化、b![-( f!投 ~Lta~ 人 I:!土か

たくもlitl:5!Iiい)

7 JI;!~; ]yt rM色 (lOYR5/1りやわらかな!長)

S 1.;<'，: 赤fI..]色(;) YR4/6) .);)'U:ブロゾケ、 仁はかたくもli十'I:<Jrtiいれ

91仏lI ì';'i)~";r品色(5 YR3/G)焼二1:フ1ゴソケ、 clτ口ロしている。

I~一、 S K149'iJJ土、 1).ド、 SK151 

101，，';: r!.J 色 (7.5YR4/GJ ;JM/>J色 (5YH4/S) のブロソケ多 ;lLd-~

人。…1:はかたくしまっている。中ii'lti;!Ilい}
[11(.;: II{;-出色 .5YR3/どりがと1:校f-・炭化粒 r fWJclltíl~ 人。 :j: はか

たく MYI日1ml¥.• 
121，;，;: IIM~J 色 (7.5YH3/2)焼二1: ー炭化物iWt!Ltd-G 人ニ :1ーはかたくもli

ド1:強L、亡

SK151 

I SD216 

11，;C:: 1M 色 (7.5YH4/引がとf~ . m化物11投 htiJG人υ 二f~I土かたえ

しまっている Mf[:~主

11;~ì l1;y尚色 (7.5YR3/4) 1JLI:・炭化1'!L-f二J_:J_lt泌人。 1二はやわ

らかく利j'I~I: ~sJo

31';';: lI ìH!>J 色(lOYR3/4) 焼ニ1:粒-J~少Jl1 <1l 人。 Jこはかたく *rl]l'I:

強。

1 JJ;~; I!(frめ色 (7.5YH::lj3J NU: 1'ii.-(. 少 :IL~il~ 入。

51，;-;: 11 (¥"II.J色 17回日YR3/3)1J'U~bL+i政 '1七日人己二1: はかたくも11IJ I:

rJrtlc' 
(j J!;!~; J!ì'f;)~~ 出色( 5 YH3/1)焼二1:*:[[予t以(かたま.，た!さと)

J14入、 nJ色 17.5YH4/4)
1，;，;: 地ILJ-I:

81，，';: lI ìY 出色 (7.5YH3/4) 焼行r.f-少JltiJ~人。土はやわらかく

:hlil"HJ~J コ

2m 

第220図 S K 151第86号土坑.S N 149第13号.S N 152第14号土器焼成遺構

料としては S 46にiitめられたような木山の手Hj片を用いていた可古色['1があるυi列えばSN 124 

に兄られるようなt"1¥は
J- _"" t 、
¥(、

ι ー川、 J 、

ftEZj Fえするが、 トゴr1の上う在中日

ことは、詰 .j;~I' 有..):Ift， しただけでは.1，I \lJ里だろうロヰミ炭

色を日し、さらには

，---，プサーレ
いj=二心当こ

jうすl(X， 

かか.-)たような

を1'，げる

1-.ilIS間Ili'f1;分から追

jJlltl:/入することにより、 の;:IHU立を長時間四定のii7iiEU11:つことは可能である~また、:今;

ぇο2



調査の記録第 2主主

土器焼成遺構観察表

話二号 遺構許片J1む出区 j去量(単位crn) 長軌方位 Hを 午均 11，品2 手5・

土十師事不 北東側がやや尖る卵形の平岡 If~_，

l S N 09 L H57・58 152 128 19 N -6T-E 火床部は南西f)!iJ中心に形成され、
北自東窯設壁は焼を土覆土化していなし¥0 青民
片 中から検iE，円

土師器耳皿 !火日書円形商。底面中央に佳40x 60crnの

2 S N 46 L T41・42 138 (118) x 15 N…34
0-W 

(285) 床 がある。 l持東IHIJに木炭層、
士自f!î r，~~I~(286) 北物西側に焼土混入層が広がる。 J宝

は中央部に多い。

北j床あt北面mるl 東は一南/JX:市岡れに長い情円-M形 火
3 S N 48 MC42 80 x 68 x 8 N-19

0

-W 
形さ ていないカ、底。面
に20x 10crnの範問で、木炭層が
。

土師器(3上手
S N 51 L H35 

09霊310)
士111!i(，~i翠

土師師器土平 南側がやや尖iHlJる卵形 火床面は南な
5 S N 66 L 144 180x122x26 N-16

0-W 
316~318) いが覆土北 に焼土層がある。
土器斐 端は遺物が少ないが、中央から北

319~323) に多し、。警が多 p。軽石 4点出土。

土師器部 火床面のみ検土出。北東側に由結化

6 S N 78 LT42 118 x 108 x 11 N-7T-W していないよ尭 の広がりがある。
土問i器翌

土自fji器翠 中央床から北側中る心に径90x 70crnの
7 S N 79 L T42・43 116 x 104 x 6 N-740-W 火 両が広が。遺物の中に火炭

が混fじ扇る。土器片・木炭とも南東
側に つである。

MA47・48 土問器時 南北方向に長い情円形υ 確認面 1:

8 S N 81 128 x (104) 14 N-48
0

-W の焼土フランより、ひ、と同り小さ

MB47・48 く、底面に火床面が形成されてい
SJo 

南北西西側{日IJのやや尖JF!る卵形れ。 火床壁面は
日 S N 85 MD47 114 100 24 N…6:3"-W 中心に成さ、東側は

焼土化f韮していなし 中央部が間持
より かに高いv

f二日化r!i器邦 南北に長い情円j形支。確認、両から火
10 S N124 lVIF58 158 x 96 xJ2 N-13.5

0 

E 
287~298) 床面まで非常に l'o 南から北ヘ
炭米 3粒 向い僅かに 1-.討ーする。出土遺物は

i手・炭化米 3;位。

二t: 0ni器11~ S 1 108の覆内土 h 

Jl S N139 MA41 131 114 14 N-68
0

-W 
t) I日再 形コ
ている

MB41 
j二;ji二二:自師日[li!1i2器禁不1見(299) 

i床IJ存面円形形成。底。市中央に往45crn程の火
S N148 145 126 15 N -30

0 

- E 
MC40・41

MB41 土[前 杯翠( ( 3 0 0 ) S K 151の覆土を切って作られて

13 S N149 N-560-W 
上器 301) いる υ北西一南東に長い情円1F:~.~j室

乱'1C41 物(土東側に偏手Eコ北東、南西壁の
イ(-1;が焼士化してない他は火床面。

SN1521mo 
土土師(~市器器出翠 ミ情;il~焼円形 東

14 土化し
p 

o 

第 3表

仁
J

げ乙が用いられたと考えるより

{長さ〉ノ *ú~)< ~'~t~ ) 

底面にI，fil結した火床面が形成されることも、燃料として

303 

した方がより理解し易い。



十二林遺跡

298 三三 イ7
口j宝7etHi j} 

第221悶 S N46第2号.S N 124第10号.S N 148第12号土器焼成遺構出土遺物
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第 2主主 調査の記録

301 

第222関 S N 1特第13号土器焼成遺講出土遺物

( 5 )土坑(第224図~第251図、図版95 ・図版96 ・図版113~図版

96基が数えられる。土器焼成遺構の項でも述べたが、これら全てについて土器焼成遺構の可

能性を否定するものではない。 とし (dぅ令 くリエーションをもって

いたとすれば、これらのうち何基かが土器焼成遺構に編入される可能性はある。

第223図に土坑の長短Ili由の長さをプロ y卜した関を示す。図上にそのを落とすことのできた

88例のうち、長短両Ip出長の若が20cm以内に収まるものが50例程あり、全体の57%を占める。非

常に大雑把な言い方をすれば、土坑群の半数以上は円~略円形、あるいはそれに近い形状を示

すと言えよう。 96基の土坑個々については、第 4

これらの中には、いくつか特徴的な

形態のものがある。

A;長軸の長さ1.6m、短軸の長さが

1.3m程の楕円形で、底面の掘り方

が2段になり、 i折面形が摺鉢形を

呈するもの (SK18、SK120)。

か2例であるが、遺物の

が多い。

2m 

B;長IMlの長さが2m近く・あり、短軸 ト1m

の長さは1.1~ 1. 3m程の均整のと

れた情円形で、底面は平坦になる

もの (SK21、SK25， S K29)で¥

やや規模の小さいもの (SK19、

8表に示すとおりである。

Slく24
SK29 温/'

~------: ..~ 

1m 

SK19 

2m 

S K 122 )も合まれるつ 第223国 土坑群の長斡長。短軸長の分布
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十二林遺跡

C;平面形が円形となるもので、

にある が認められるが、

が平坦になるもの。この類では径l.lm前後と径80cm程

変化が大きく、設大のものではSKl12の2mを

i泣す仔uもあるつ

362 
-ιー ::::60Aι旦=25.900m

SK120 

I府 議褐色 (7.5YR3/2)炭化物少量、焼土少量混入υ 土はや
ややわらかく粘性弱。

2層 にぷい赤褐色(5YR4/4)焼土(赤掲色土2.5YR4/8) 多量
混入。土はやわらかくボロボロしている。粘性なし。

3 Nti 1I;;c'iM@ (7.5YR3/3);模土少量、炭化物微量混入。土はや
わらかく粘性強。

4 層溺色(lOYE4/6J 混入物なし、二l~ はかたえ粘性弱。

第224~雪 S K 120第岱号土坑

306 
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364 

一-oB

百1



ノ→B

Ao-一一

A 。一H一=26.100m 
A 。一H一=26.1001l1 

2 
J党吉L 一一oB

SKOl 

Ao-

務参多湯揚物
1 }習 赤悩e(5 YR4/6)粒子主111かく焼土粒子少量混入。土は

やわらかく結性なし D

2 }，日 時制色 (7.5YR3/3)燐土粒子少量混入。土はやわらかく

平市性なし。

3M 褐色 (7.5Y氏4/3)土はやわらかく粘性なし。

4層 拡j 色 (7.5YR4/4)焼土粒子、炭化物微量混入。二1:1土や

わらかく粘性弱。

日!習褐色 (7.5YR4/6) 11計:SJ色土少量混入、粘性弱。

SK07 

第 2京調査の記録

SK05 

A 0--tl ¥ / J --D B 

.~-下~日一戸一一一/

A斗
ふ

m
F
D
'
 

ハU
ハ
リ
ぷ
U
e

p
h
u

ハU
一一一
日
μ

一
A
一1

1 }i~ Il{f補色 (7.5Y R3/3):協土中立すこ、炭化物f7技;豆i昆ノし土はや

わらかく粘性弱。

2以: 褐 色 (7.5YR4/3) i&l色ゴ二 (10YR4/6)少量、炭化物微
混入。土はややかたくしまっている。粘性なし。

3 Wi 尚 色 (7.S YR4/3)溺色土 (10YR4/6) 少量、炭化物微
量混入。土はやわらかく粘性弱。

4岡 県il<J色 (7.5YR3/2)こ!こはやわらかく粘性なし。
5民irお 色 (7.5YR4/6)4府とのほ自に:焼こ仁多:lli浪人。土l土

ぞわらかく粘性なし。

6N?i r必 色 (7.5YR4/4)焼j二粒子少量混入O 土はやわらかく
名!i性なし。

7 "奇 尚色 (7.5YR4/4):焼土がブロック状に混入。炭化物微

:ITt混入。ニヒはやわらかく粘性なし。
8 }!?i iめ 色 (7.5YR4/3)焼土小フロック・炭化物少量混入。

土はややかたく粘性なし。

9!i'I 11 
土はややかたく粘i性全なし。

10殴掲色 (7.5YR4/4)筒色土(lOYR4/6)少量混入。土は

ややかたく粘性なし。

SKI0 

一一oB

一一oB

l層 階褐色 (7.5YR3/3)褐色土 (10YR4/6)小ブロック少封、 1 }習 H計局色 (7.5YR3/3)褐色土 (7.5YR4/4)微量、炭化物微

焼土小フロック、炭化物小量混入。ことはややかた 量混入。 土はやわらかく粘性なし。

くしま 1ているo*Ilj性なし。:::肘 溺色 (i.5YRr1/3)炭化物微量混入、土はややかたくし

2回日前l;j色 (10YR3/ι1)土はややかたくしま iJ、*I'jl生なしニ ま十)も'î伐~çL
3ほ，: i8J 色 (7回日YR4/4!土はややかたくしまり粘性弱。

ζi信1; i1irr.;.j色 (7.5YR3/3)炭化物微量混入。 j二はやわらかく粘

'11. ~~o 
5層尚色 (7，5YR4/日)土はかたくしまってい

第225図 S KOl第1号 .SK部第2
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Ao--

ト二村，j立跡

SK15 

11N JI音樹色 (10YR3j3)焼士、炭化物微UI混入、土はやわら

かく rドソボソしている。事占何i訪日。

2層 斜体H立(10YR2j3) 炭{ヒ物、ロームi!校Jil混入、二!二{土非常
にやわらかく粘性弱。

3層 制 色 (lOYR4j6)混入物なし。 jこはやわらかく粘性弱。

4府 樹色 (7.5YR4j6)混入物なし、二i二はややかたくしまり

粘性強。

SK16 

Aひ一一 一一oB

A a-!:!. =26. OOOm 
。一一一

1 )~í 黒出色 (7.5YR3j2)燐二i二微iiI混入。土はやわらかく村山!:

~~Jo 
)，村 JI奇術i:"l(7.5YR3/3) 1)'弄と同じ
3 }I肖 対色 (7.5YRLij心1:ii土少量混入、はやややわらか;

粘 I主8~o
4 "対 日長尚色 (7.5YR3/4) :I:史上校チ、炭化投了イf仕Llif~ 人d-l;;土

やややわらかく M性弱。

SK18 

Ao--- 一一oB

一一oB

1 I';'I Ilffi'!zJ色(lOYH3j4)焼ニi二炭化物微I_itfg入。二l:はかた九もli

ド!:なし。

2干 潟色 (7.5YR4j心情 1:;.it化物微量混入。土はやややわ
らかく粘性弱。

3府 J1;Hb.l色 (7.5YH3j4)炭混入。土はやわらかく粘性弱。

4 '¥1，: 1J1'f持j色 (10YH3j4)燐土・赤払j色土 (5YH4j8)が多i誌に

混入、二|二はやややわらかく粘性なし。

5 J~!jÌ rぬ 色¥7.5YR4/4)焼二!こ・赤悩己え=(5 YR4/8)が多拡に
混入、土はかたく粘性なし。

SK19 

A. 。一一一 S 
一-DB

l倖j 黒払j色 (7.5YH3j2)誌j色土(lOYH4/6) 小フロソク微量、

炭化物微量混入。二1'.はやわらかく料fHJ80
"再 出品j色 (7‘5YH2j21~f: はやわらかく:f，!i ド!::，J~J 】

3 J~~ 詰 !宝 .5YH'1/'1)+:はかたくしまっている

4 J¥?i 掲 色 (7.5YH4j41ニi二はやわらかく粘性弱。

2m 
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SK23 

Aト m喧
一-uB

1肘 11音制色 (7.5YR3/4)焼一一i二粒-{-・炭化お'i.r少11E、ローム粒
ーhfe人O 二仁はやややわらかく粘位こまj。

1T;r~J色( 5 YR'l/6) :RJ6土炭化粒子微量混入 1:はかたく

中，Ii性SJ~o

31，刊 誌j 色 (lOYR4/6)炭化牧子微量混入。了1:はかたく粘性

~~o 
4肘 1I{¥'i'品0.(7.5YR3/3)混入物ryiJ:し、土はかたく粘性弱。

11，苦

21¥'l IIM!0色 (7.5YR3/4)ローム粒子微ーは、焼二i二微量混入。二i二

はかたくね1性な L

3庖 II;H/.J色 (7.5YR3/.3l 焼土位 r少量、炭化物 ~j)l!liJ毛ノし 1

はやわらかくがí'/'S~ß~L

i明 日izff沿色 (7. :i YE3/‘1) 混人物なし土はやややわらか~ :h'i 

性弱。

5可 思件j色 (7.SYR:ij2)混入1句会しJ-|:は非常にやわらかく

MfH¥Ju 
6 "同 市色 (7.5YR4/G)出入物音:し、土はやややわらかく粘

性弱。

%平調査の記録

一一oB

H=:!S.9UUm 
Ao- 5 

1府 11奇術色 (7.5YR3j.1)焼士、赤悩色土(5 YR4/8)大ブρロ

ソケi14入。焼土粒二jこ少11f、炭化物MJブロゾク混

入 J二はやわらかく粘性~J号。

Ií~: II;Hめ色 (7.5YR3/3)焼太粒子、炭化粒子少足混入u 土は

やわらかくも13性弱。

3 Ji:i~; nき赤褐色(5 YR3/6)焼土多混入、土:t土非常にやわら

かくキii'IH~o
4 J.;，，: i'KJ 色 (7.5YR4/4)必IU二粒、炭化粒子ー{政治混入。土は

やわらかく粘性強。

5 J:伴以府千臼付;: 存潟J 色 (は10YR4/勺6) 昆人守物f勿4なな Lcゴ土二づl土カか、た<半も料粘ドち似貼(占Ij甘引1刊A↑性|

61，;肘1 1I1'f払伺Jt色0.(げ7.5YR3ν/4ω)焼二土1:二i微紋i泣i注t、炭{化ヒ物混入o j土二はやわら
かくサラサラしている u 粘性なし。

SK26 

Aひー 一-oB

l層 1I1Hl>J色 (7.5YR3/3)樹色土(lOYR4/6)、炭少量混入。

土はやわらかく中，5tH3~ 。

2層 泉街色 (10YR2/3)f，¥.J色土 (10YR4/6)微i註混入、土{土

やわらかく粘性弱。

3 I<;.I 主J (立 (7.5YR'l/(j)ニとはやわらかく粕性弱Q

21n 

第227悶 SK23第9号.S K24第10号 .SK
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1>二付近室長主

級協勿揚
1 ~@ 褐 色 (10YR4/4)掲色土 (10Y弐4/6)小ブロック微量

混入。土はやわらかく粘性弱。

正証 SK29 

Aひー 一一oB

物磁場
1 !夜 祭褐色 (10YR2/3)褐色土 (10YR4/4)微量混入。土は

比較的やわらかく粘性なし。

21，務 時褐色 (7.5YR3/3)炭化物微量、焼土少量浪人。土はや

わらかく粘性弱。

31，国 初 色 (10YR4/6混入物なし。土はやややわらかく粘性

~~o 
4R月間色(10YR4/4)筒色土 (10YR4/6)少最混入。土は

やややわらかく粕!笠弱。

5 !科 目苦悩色 (10YR3/4)炭化物微設混入。 j二はやわらかく粕

性弱。

SK28 

Ao-

A 700m 

flJ 
Ao-ー

SK30 

一一oB
SB172 
P5 

勿あムヂ~

Z務42

一一oB

一一oB

l層 階褐色 (10YR3/4)焼土粒子少;母、炭化粒子少長混入。

土はやわらかく粘性弱。

2 !習 [1計局色 (10YR3/3)黄褐色土 (10YR5/6) 多量混入。土

はやわらかく粘性弱。

3 )緑樹色 (7.5YR4/4)黄褐色土(10YR5/6)炭化物少量混

入。土はやわらかくサラサラしている。中市性弱。

第228関 S K27第13号.S K28第14号.S K29第15号.S K30第16号土坑

310 



~~ 2市調査V)記録

。
SK32 

AoJi=コ25.700m
。一一一

一ーoB

場ZZ
1 ff'i; Il音体j色 (7.5YR3/4J日月褐色二1:(7.5YR5/8)少没、炭化 1層 Jlt1-払j色 (lOYR3/3)焼土・淡化物微蛙混入。.:1こはかたく

!防{殺虫混入。土はかたく粘性なし。 粘性なし 0

M 弘j 色(lOYR4/6)土はかたく粘性なし。

SK35 

一一oB 時

一一oBAひー

一一oB

A疹抑揚B
u国 11音褐色 (7.5YR3/4)焼土、炭化物少量混入。ニ!こはかたく l府 n奇褐色 (7.5YR3/3)炭化粒子微長混入、ことはやわらかく

約|生なし。 粘性弱。

2N奇 術色 (7.5YR'1/4)焼土、炭化物微;量混入。土はややや 2 !持制色 (7.5YR4/4)炭化粒子微量、明褐色土 (7.5YR

わらかく粘性なし。 5/6) 少量iH入。土はやわらかく粘性弱。
3層 尚 色(lOYR4/6)炭化物{校長E混入。=l:はかたくも!!性弱む

4 J詩 H音 r~色 (7.5YR3/3) 焼土、炭化物微量混入、土はややや

わらかく粘↑笠なし

5 l醤 nll'尚色(lOYR3/4)焼土少1止、炭化物微混入。.:1:はや
わらかく粘性なし

第22包囲 S K31第17号.S K32第四号.S K33第19号噂 SK35第20号土坑
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九初 出色 (lOYR4/G)混入物なし、 1::よかたくし
ll.~; 何i市ri，)色 (7.WH2/2i片ill旬、炭化粒 J>lJ:花、ローム校

るυf，c，fiド
f少量混入。土はやわらかく粕怜弱。

:2 !~; U奇払j色 (7.5YIB/3)混入物なし土はかたく宇，111'1:弱。
3号車 1I1Y，-尚色 (7.5YR3/4) ロームつロノケ(3 cm大)、 1ゴーム

f¥[チ少112混入り土はかたくも111'1:弱っ

十三林j立跡

SK36-37 

。
日

。
Ao-

A 

l 府 県側色 (jOYRZj.3)rJ'f.-I:粒子、炭化粒 Jこ微堂、ローム校

子少、ロ ムブロソア (1cm大) f;~~iîl混入。土

はややかたく中，Iitl:弱。
Ii，，; Ilir件j色 (lOYR3/4)燐土粒子、炭化粒行政没、ローム位

子、ロームフロック-3 cm大)多量出入。 j二

はややかたく帖性中。

3 )，両 日官補色(lOYR3/3)焼土微泣、口一ム牧子、ロームブ口

yク(1 cmJC) 少 ilk?E~入。二i二はやわらかく粘性弱。

4 T討 褐色(lOYR2/2)炭化粒子少泣、ロームフロ yア (1

cm大)少混入、土はやわらかく粘性弱。

J¥!i 11青制色 (7.5YR3/4) 炭化中立寸二{~改土、 ロームf立ヲ二、 ローム

ブロ yク (2cm大)多1ft混入。 土はやわらかくもli
性弱。

6伝? r品 色 (7.5YR4/6)混入物なし、土はかたくしまってい

る。粘'11強。

一一oB

SK38 

一一oB

一一oB

110日 fJjill告掲色 (7.5YH2/3)焼-1:牧子微!誌、炭化粒千少-112、ロ

ーム粒子1後世混入。ゴ二はやややわらかく:村山1:弱。

2 J.:.:i lIifttJ色 (7.5YH3/4)炭化物、炭化悦 f少益出入。土はや

オコ lろかくも111'1:弱。

3肘 H告fIi.}色 (10YR3/3J炭化物少tit混入。二1:はやわらかくサ

ラサラしている。 粘aなし。
4 JN r&J 色 (7.5YH4/4) 焼土、炭化物微it、ローム少l1k(l~人

j二はかたく粘ド1:弱。

j.;;i' .fJl!附r&]色 (7.5Y民2/2)ローム粒寸二少泣泌人。土はやわら

かく粘性~J~o

ちNy，; IIIH!;，)色 (7.5YH3/3)混入物なし三土は比較的やわらかく

ホケIH~o
7 J.:iI lIiHbJ色(lOYR3/4)混入物なし。土はやわらかく粘性弱。

物揚多多
1 N干 JliY，-r.1;J色 (7.5YH3/4) ilc~入物なし。土はかたくしまってい

る、干，1;'1'1:なし

21¥1，; m 色 (7.5YH4/4)炭化物微Id:混入二二上はややかたくもli

七1:なし。

ソて()

。 2m 
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SK55 

令ぜ

A o--.!i =24 .100m 
。一一ー

第 2章 ~I，\lltの記

SK53 

一一oB

l府 泉ia}色(lOYR2/3)焼土フ口 yク微量混入。土はかたく

しまっている。

2 I，r'.~ 11/1樹色(lOYR3/4)焼土、炭化物少泣混入。ニ!こはかたく

しまつどいる。利下i生めり。
3!i'，，; 111ftお色 (7.5YR3/3)焼土、炭化物少ほ混入。土はややや

わらかく手，'i性なし

4初出色 (7.5Y H.4/4) 筒色 (10Y H.4/6) 微量、焼土少1ぶJ-~
人。 jこはかたくしまっている。

5回 H音m色 (7.5YH.3/3)焼土小ブロ yク混入。土はやややわ
らかく粘性あり。

6 Fむ 色 (lOYR4/4) 炭化物、焼土混入。土はやややわら

かく粘性なしの

7厨 11計局色(lOYR3/4)土はやわらかくやや中，'j'I<I:あり 0

8府 出 色 (7.5YH.4/4)二!こはやややわらかく粘性なし。

9平 la} 色 (lOYR4/6)炭化物、焼二i二微量混入O 土はかたく
しまっている。

101，討 黄1M色(lOYH.5/8)土はかたくやや粘性あり。

11肘 褐 色 (10Y H.4/6) 炭化物少量混入の l~はやややわらか

くM'I'I:ありの

一一oB

A o--!!=24可OOOm
。一一

I 用 品j 色(lOYR4/6)焼土、炭化物微量混入。ことはかたく

キ，~性なし。

2 /，;，;: i~} 色 (7.5YH4/6)焼二!こ多itf混入O 土はやややわらかく

キ占性なし 0

3 I1汗 nJ 色 (7.5YIHjU*í~ l:i牧ほ混入。二とばかたく粘性弱υ

第231図 SK
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Ao-

2 J習

第232毘 SK56第31

A← 

SK59 

Aひ H=23.900m 一一oB

物弱務家
l};再 出色(lOYH<i/6) しまりやや弱。

SK62 

^ H=24.900m 
一心B.t¥ひー

6 Wi rお

7問
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第 2言: 調査の記録

働移蕩

S附?

l
b
ロ
A

1
1
0
同一ヘゴ

一
¥
(
口

。」

S K63 
1 WI 1I1H品色 (7.5YR3/3)焼ゴ二枚HI政iit混入、土はやわらかく

手配l生弱。
府 県IU色 (7.5YR3/2)焼イ:粒二子、炭化粒子微量混入、 IJJHM

色 (7.5YR5/6)少設混入、土はやわらかく粘性弱。

3層褐色 (7.5YR4/4)時制色 (10YR3/3) 全体に少量混入、

焼土粒子・炭化粒子微量混入。土はやわらかく粘

け:弱。

41<;，，: 黒r，¥j色 (7.5YR3/3)明裕je(7.5YR:=i/6)粒子が多足、焼
土少量混入、二i二はやわらかく粘性弱。

::d同 黒間色 (7.:=iYR3/3)n月例色 (7.5YR5/6)粒子が多近、焼
土(赤尚色2.5YR4/8) 多量、炭化物少量混入。二仁

はボロポロしている。料j'l生当言。

6府 |明1m色 (10YR3/4)焼こと粒子、炭化粒子微量、同色 (10

YR4/6)少量浪人。土はやややわらかく粘性弱。

7照 時制色(10YR3/3)黒溺色 (10YR3/2) 少量、焼土粒子

炭化粒子ー微量混入O 土はやわらかく粘性なし。
1_ ，k_l~ -7 色7'..(1_..~lt-l._Ll!}:!r I<J，:r.t 1- --t・!十

81討 faj 色 (i.5 'YR4/6)fJ~ 仁おい/グミ IL 'l'..!!. J I帆品l.l::uノ、。ー」…

やややわらかく粘性弱。

91否 黒尚色 (7.5YR3/3)赤褐色(2 YR4/6)焼土多呈混入。

土はやわらかく粘性弱。

10);説 明尚色 (7.5YR5/6)炭化粒子微泣混入。土は比較的やわ

らカか、 く半粕l占台削5仕引'1性l

l日11<比肘l必~ 11陥i清音伶悩j色 (付lOYR3訂/3め)i.混昆入物〈なよし O 上{はま幻石硬妥く粘i性全羽O
12府尚色(10YR4/6) 黒褐色 (10YR4/6)少量混入。焼土

粒子微量混入。土はやわらかく粘性強。

131，;，;: 11;'0品色 (7.5YR3/4)炭化粒チ、焼こl二粒子微ift混入。土は

硬く粘性弱。

SK64 

I
g
-
-
O
一エ一

E
O
C
h
-

詰
i
z
l
B↓
 

S K64 
1 I¥'，; 11計治色(lClYR3/3)焼 1::fIiJ亡、炭化tiLr少泣混入弓 Lは

ややかたくしまっている。杉山1:弱。

!呼 出制色(10YR2/3) ローム川、)少量、炭化粒子少混

入。 土はやわらかく粘'1'1:弱υ

3桝 l呉市色 (10YRZ/2l:lii土粒 f、炭化校う二段;iIIi混入υ i二(土

やわらかく粘性

41百 黒褐色 (10YR3/2)焼土、炭化粧子微議混入。ニヒはやわ

らかく枯併なし円

I百 11奇術色 (7.5YH3/3)焼ニ!:、炭化十Jl.hi授混入。はやわ
らかくあh性~~o

G}百件j 色 (10YR4/6)地1110

第233毘 S K63第35号.S K64第36号土坑
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ト二件遺跡

SK65 SK74 

Acトー

/ 

~ 
SK72 

Aひ一一

/ / 

S K65. S K74 

lli'I f1i¥-nl色 (JOYR::l;:l)焼上、炭化物‘ローム(1 -_ cm)~ 

フロソケj少itff記入。ゴ二はややかたく MI'I:弱ハ

JI奇件i(立!lりYIB/4)炭化物少泣混入η 1:1土かたくしま-)

ている。粘性強。

出 色 (7.S YR'1j.j) );í~化粒子fit:thlilE人c 二!:l土やわらかいけ
Il r~'T~J色 (7.SYR ，'1í3) 焼土、炭化物微ィ 1- 1土ややか

たく中iift~)~L

;:.l:~t品色(lOYR2/3) *Vt 1'.*lL [-1:む止i話人。i:(土ややかた〈
私性会

JliJi¥¥j色 .GYR::l!l)焼二i二、炭化校fシiif混入。上はかと

く粘性なし。

71';;': fl，.l 色 (7.5YR4/3) ifE人物なし。ニ!こはやわらかくも'i'I<j，なし 0

81.;，，:悩色 (7.5YR4/6) Jl iH，\J 色(lOYR3/3) 炭化物l校Jlk?J.~ 入

上はややかたく松山!，~~lo

S K72 

u附凶 iド内!tf勺了件悩b品j色 (HりJYl代{::l/4引)力焼t二u微校…じはゐjιi品gノ¥.，、j土二ゴlは土カか、た く宇粘r'占占削'jケ'11ピ11性!
2 肘 f初お 色 (はlOYR4/4)ち焼E土:紅fι位;立t子、 炭f化ヒ凶4午f偽知少i坑{比fj注混Lμ4入η j土二[トはr土よ治かa 

たく枯住弱。

.3 J<;'~: l'必 色 (7.5YR4/4)IJ月r/.j色土 (7.5YR5/6)・焼二|二枚子
炭化物j少泣混入。土はかたく粘性弱u

，11百 11{fi'む色 (7.5YR3j4l11月初色土 (7.5YR5/6) 多混入、

焼土少泣ifi¥入、炭化物多民混入、土はやわらかく、
粘性弱。

S K80 

1府 日計Kj色 (7.5YR.3/4)焼土手立子、炭化粒子少昼、ローム校

子ー{J政入=七はやわらかく粘性SSo
2 Wi i'，lij 色 (10YR4/6)焼土粒子fl投ltl混入。土はやわらかく

粘'l:t~JSo

SK80 

A o-!:!-=25. 600m 

ゑ

Bl71 
P6 

一一OB
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第 2 調査の記拡

Ao-

SD207 

一一------一一一一--一一
A HZニ25.70001
0--

l回 県出色 (lOYR2/3)nj色土 (7.5YH4/4)小7 口 yク状少

Ht、焼土粒子、炭化粒子少長浪人。土はよヒ較的や

わらかく中l~tH~o

21.:;;; IliN&J色 (lOYR3/3)Fi，l色土 (7.5YR4/4)微i辻、焼土、炭
化粒子微泣混入。土はやわらかく粘性弱。

31，凶 l許制色(lOYR3/3)制色土 (7.5 YR4/4)小ブロ yケ状に

多量混入。焼上微量混入、炭化粒子少111:混入。

は比較的やわらかく粘'/:'1:弱。

SK75 

SK103 

H=25.900m 
Aひ一一 2 3 

1忽

一一oB

]府 !J~初色(l OYR2/3) 炭化牧子倣呈混入。土はやわらかく

粕|生弱。

21'i?i II{Hめ色(lOYR3/4)焼土粒子微、ローム(1 cm{jJ:)微

豆、炭化物微量混入。土はやややわらかく粘性弱。

3 I~号制色 (lOYR4/4) 焼土 (1 cm位)微抵、炭化粒[-微iit

混入。土はかたくしまっている。中I~性弱0

4 )，凶 暗記色(lOYR3/3)炭化物多量混人。 j二はかたくしまっ

ている。粘性弱。

5閥均色 (lOYR4/6)混入物なし。土はかたくしまってい

る。粘性強。

SK75 
1 Iì;~ 11奇術色 (7.5YR3/3)焼土粒微量、炭化粒子少蛍浪人。土

はやわらかく粘性弱。

rKl 1色 (7.5YR4/4)1引悩色土 (7.5YR5/6)小フロック;1犬

に多;段、炭化粒子微i出1'B入。土は比較的かたく粘

性弱。

!!~r出色 (7.5YR3/4)!境土粒子、 i~Hヒ粒こ{7在呈混入心土は

やわらかく粘性強。

11音出色 (7.5YR3/4) I明補色土 (7.5YR5/6)小フロック少

昼、炭化粒子微量混入O 土はやわらかく粘性強。

SK103 
t~l 色 (7.5YR4/4)地ilJ粒子少は、炭化物微量混入。し

まけやゃあり 0

21凶 r;¥J 色 (7.5YR4/3)焼士・炭化物少量、地山粒子、小ブ

ロ yク少量混入O しまりは 1層よりやや弱。

3回 ;;!;\i'bJ色 (lOYR2/3) 焼 1: ・ );j~{ ヒ!↑勿少 JJ1: iËÈ 入口ブロソケ j犬

に入り込んだもの、しまりは 2府より弱。 1、2

Jl:~~; に比べるとやや ~Iτ 、 J ~ド、/している。

一一oB

2m 

• S K82第45号.S K84第46号.S K 103第54号土坑
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A 

ト二件遺跡

SK91 

A。一
一一oB

一一oB

.700m ' 一一oB

11>阿 倍J1i:Y裕色 (7.5YR2/.3)裁褐色:1: (10YR5/日)粒子少量

混入。二tはやわらかく粘性弱。
2府 黒褐色 (lOYR2/2)焼上粒子微量、術色土(lOYR

'
l/6)

少量混入。土はやわらかく粘性弱。

3層 去黒褐色 (lOYR2/2)時術色こ!こ (lOYR.3/.3)燐土粒子微量

混入。土はやわらかく粘性弱。

4層 J1irrM色 (10YR.3/4)茂樹色土(10YR5/6) 多jJI混入。土
は比較的かたく粘性強。

5層黒色 (10YR1.7/1)焼土粒子少量、貸r/(J色土(10YR
5/6)粒寸二{紋量混入O 土はやややわらかく粘性弱。

6層 JI計局色 (10YR.3/.3)褐色土 (10YR4/6) 多量、焼土粒子

少量混入。土はやわらかく粘性弱。

7fi夜 H奇偶色 (10YR.3/.3)黄渇色土(lOYR5/6多盈混入。土は

やわらかく粘性弱。

8"長 崎褐色 (10YR.3/.3)黄褐色土 (10YR5/6) 多量、焼j二粒

子少量、炭化粒子微量混入。二!二はやわらかく粘性弱。

9層 階溺色 (lOYR.3/.3)偶色土(lOYR) 多量混入。土はやわ

らかく粘性弱。

10J音 u音褐色 (lOYR.3/4)黒色土(1OYRl. 7/1)少量、:境土粒
子微量、黄褐色(lOYR5/6)少量混入。土はやや

やわらかく粘性弱η

w訴 時褐色 (10YR.3/4)黄褐色土 (10YR5/6)少量混入。
土はやわらかく粘性弱。

SK98 

A 0一一町

1隠 JI音術色 (10YR.3/:3)焼土枝子、炭化粒寸二微量、尚色jニ(

7.5YR4/4)少量混入。土はやわらかく粘性弱。

2府 11音問色 (7.5YR:3/4)焼土粒子少量、出色土(7.5YR4/4)

Il投1立混入。ニヒはやわらかく粘性強。

A~=23.900m 。一一 一-u

1/>;手褐色 (10YR4/6)地UJ粒子少量、炭化物微益混入。し

まりあり n

2 "帝 時処j色 (10YR.3/4) しまり弱。

3層褐 色(lOYR4/6)地山粒子、炭化物微量混入。しまり

は1層よりやや弱。

1 N手術 色 (7.5YR4/6)地山粒子少量、焼土ごく{校長含むが

混入物はあまり目立たな"0焼土はH月赤iM色(5 
YR5/8) 

J¥?i Ilf]I'主j色 (7.5YR5/6) しまり、半占!全あり、 (1 っく li~ える。

燐二f:粒子をしもふり状に少昆;含仁、=

3民， A月褐色 (7.5YR5/6)しまり.Hi'11:は2層より大、焼土を
ごく il投宗含む。

.11忍 赤渇色(S YR4/8) 焼土を小ブロノケ状に合む。

2m 

第236図 5 K91第49号。 5K96第51号.5 K97第52号。 5K98第53号土坑
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SKI04 

一一oB

A 一心B

1 N1 ~IMàJ色(l OYR2/3) lt!lJJ山，1.+微 hitrと物{枚以浪人。 し
まりやや弱G

N1 i&_J 色(lOYH4/'11地山校(.小ツロッア少量、炭化物
1:泣Jitat人)しまり、粘性l土1I{i)よりややあり υ1
1凶との!討界はっきりしている。

3 NW iJi5-尚色(lOYH3/心地111粒子、ノj、フロソケ少位、炭化物

微;lift白人。しまりは 2).J，，:よりやや弱。

SKI06 

一一oB

ザ~ 2草 調査の記録

/ヘ¥ SKI05 

Ao-ー 一-<>B

A 
，三()()m

一-oB

務協~A

A o.-!:!-=24， 400m 
。一一ー

SKI09 

一-oB

一一oB

1肘 rM 色 (lOYR4/4)地山粒子少量混入。

←揚揚ZZH
lfS ii計め色 (7.5YR3/4)炭化物;政治混入。上はかたく粘性なし。

2 }O:，;: rM 色 (lOYR4/4炭化物少11E、初色土 (lOYR4/6)混入。
二l:はやペコペコわらかい。

3 J.;，，: rl，) 色 (7，5YH4/4)土はやわらかL、o M'I<!:なし。

第237図 S K 104第55号.S K 105第56号.S K 106第57号.S K 109第58号土坑

319 



H=26.100m 
Au--

SKlll 

H=26‘OOOm 

Ao-- 3 3 --oB 

1 I百 出色 (7.5YRt1!t1HYt二!こ粒…f-.炭f!::tfL了少笠混入。 1-1土

ややかたく、もIllt~J\Jo

2 J，;~， 赤r&l色(5 YR5j6)焼土、炭化粒多iltitU、、。二!ーはやわ 1 Ji':; 烈出色(lOYR2j3) 焼二L: í:投111 、炭化物l少1-，1=、 r~l 色 L: (lO 

らかと f~il"!:;J:し YR'lj6)フロ yケ混入o J:i土やわらかく半111I~こ ~J~J 0 

3 ";~ rlrj 色 (7.5YR4j6) 混入:1勿なし。二!こはかた(しまりt!i性強。 j~ll M:~r，め色(lOYR3j2) 炭化物微足、焼土少jえ混人。ゴ二(土 ~Iô
?片にやわらかく M'/'!:弱。

/~'- 只Kll? 3/0;，:; rbJ 色 i7.5YR4j4)ilt人物なし、 jこはかたく粘性強。

日計五j色 (7.5YR3j3J焼土・炭化物少量、口 ム、ロ ム

粒-Jこ少111fiE入 仁はかた :Nピ1'1:弱ニ
年} 初~ll~~.fI0 色 (7.5YR2/3)焼二|二{殺虫、炭化物j少泣、ローム、

ローム粒子 r少量浪人。土はかたく粘性弱、

3 J長 liijf~，j色 (7.5YR3j4)訪日tf:uφ少一社、 υーム位 j'少量ut人〔
i上つlは主ぺやJやカかEた く半村粘t占1イJιi悦i

.1).;伴).;，;: 虫f悩品色 lけlOYR2j3山))炭'J共;どH化七4紋:立計二i徴書紋zl豆i量ふ:ふ、 υ 一iム、卜も位J立lトh一寸チj正二少去1琵ノJん、'"、"川} 
1-{主ややや;/つらかくあli十下部一

J~: f.M 色(lOYR4jG)混入手持者ーし。 上はかたく枯IJ:jiliu

K
 

C
}
 

• S K 111第60号包 SKll

SKl13 

一一oBAひ一

一一oB
H=26.000m 
Aひ一 4 一一oB

級協物~
げら'"♂一二/門「、円、川 1<'J. J. (1ハ1ア T.4 Iρ¥ 吋 'cサ 少?、U!t.、f1

1 1'1-;-1' μIlrsJピニ リ.よJl[¥.)!.)JfP廿ピニ L ¥1U 1 n'去/り/ ノ U ノノ'1八、)はじ

入。 j二はかたく中台It~)言。

2 J，~:: fJlr初色 (lOYR3j3)混入物なし。 I二は少しやわらかく枯

性なし。

体j 色 (7.5YR4j6)混入物なし。二i二はかたく粘性弱。

tM 色(lOYR4j6)浪人物jなし。土はやわらかくも111'1:弱。

320 



京z手

SK1l4 
SK1l6 ノ SDZ01

C4 Ao--

A ----D B 

ゑみ多多
1巾:ケν '.(n (10VH3 炭化物f微倣i蛙i止上むイ混昆人C こ土仁tlは;土上J比ヒ4中較i攻支{が的fド内、;Jカか、た 〈

1い川!肝将円ピ「一叩YR3
2婿 f件尚b品j 色(げ7.5YH則4/4)1府と同じ O 申 c， 1J' < *~i'IH戸寸

主泣凶制脱tむ吋叫d浪IE;}仏J人::1土幻二ゴlは土?ナ、たく午粘占段なし。:沼:i:詰l!f出;2::乞;:出;日;:Z;j泊::;:;31抗:品ら仏ムi品;;2::;人:J了つ1L注fr日r:す 3岬肘 倒 色へi山!…4/附山/パ川4幻)ら力か、く粘性弱。

一一oB SK117 

Ao-ー

一」日
.]0111以 一一oB

l岬!~層:詩子 凶山判吋士初w日v干仏丙 (口lω川即川2乙Uυ日/パバ刈/ぺ勺引，)幻う分) 川 附山:j1叫;江:
2川併 11耐l凶W奇針制附f初品凶〕色{:芯:Gi;いふιおよlu;;品品!;z↑;;t;工i:!?1コエL;LLLLiぷμjL;斗.::¥:1一山lはω立封jド 2用 出 色(川4/'1)浪人物なし o j二はかたく粘問。
J 常にやわらかく粘性弱c
3版本炭層 部IIIかい木炭o 主制5にやわら刀::ぃJカ4 I封 殺aj 色 (10YR4iG)Iir1tめf立が多少人りニも υよし Y 、川たくしまっている。

4 子山内ペ?わらかく
5所 iI自体j色 (10YH3/心外J色少 lP-.浪人ご

Wi'l't会し

第239図 SKll .SKll .SKll 
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I~' -行')立跡

SK118 

一一oB

1層 暗褐色 (7.5YR3/4)炭化物微致、焼土微量混入。土は非

常にやわらかく粘性弱。

2層 黒褐色 (7.5YR3/1)炭が粉砕してこ仁になっている。土はや

わらかくしめりがある。

3層 暗褐色 (lOYR3/4)褐色土 (lOYR4/6)ブロック状に少

量混入。土はやややわらかく粘性弱。

4層褐色 (7.5YR4/4)褐色土 (lOYR4/6)少量混入。土は

やややわらかく粘性強。

SK119 

区一25.900m
Ao-- 一一oB

1層 階褐色 (7.fiYR3/4)掲色土 (7.5YR4/日)が大フロック;1犬

に混入。炭化物微量混入n 土はややかたくしまっ

ている。粘性なし。

2層 階褐色 (7.5YR3/3)炭化物微jfi:混入。土はややかたくし

まっている。粘性なし。

3層 u帥局色 (7.5YR3/4)補色土 (lOYR4/6)粒チが均一回に
少量混入。焼こと粒子、炭化物微量混入。土はやわ

らかくしまりなし。名lj性なし。

4層 黒褐色 (7.5YR3/2)褐色土小ブロック微量混入。土は非

常にやわらかくしまりなし、粘性弱。

5層 褐色 (7.5YR4/4)jこはやわらかくボロボロしている 0

6層 階褐色 (7.5YR3/4)褐色土小ブロック多量混入。土はや

やかたくしまっている。粘{生弱。

7層 階褐色 (7.5YR3/3)褐色土小ブ口、ソクfl波長、炭化物微量

混入。土はやわらかく粘性弱。

8層 黒褐色 (7.5YR3/2)褐色土粒子{佼壁、炭化物微量混入。

土はやわらかく粘性弱。

2m 

第240臨 S K 118第67号.S K 119第68号土坑
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SK121 

一一oB

1裕福 色 (75YR:1jtl)混入物なし。土はかたく粘性なし。

2層 階褐色 (10YR3/3)炭化物iJ校長混入。土はかたく粘性なし。

3!ftj 11音掲色 (10YR3/4)掲色土 (10YR4/6)少量混入。土は

やややわらかく粘性弱。

41，容 黒褐色 (10YR2/3)褐色土 (10YR4/6)少量j昆入0 ・土は

やややわらかく粘性弱。

A←--oB 

一-oB

褐 色 (7.5YR4/4)B計局色土が均一的に混入、炭化物微

混入。上は非常にかたくしまっている。

21i9 冬溺色 (7.;:;YR3/2) J境土粒子・炭化物少量混入。土はや

わらかくしまりなし。

3 T足 時間色 (7.5YR3/3)栂色士が均一的に少混入。焼土粒

ヨ1~主調査の記録

一--uB

ll~ 暗褐色(lOYR3/4)炭化物数量混入。土はやややわらか
く粘性なし。

2層 階褐色 (7.5YR3/4)炭化物微量混入。土はやややわらか

く粘性弱。

SK125 

移場蕩2
11否 褐 色(lOYR/l/c1)炭化物微量浪人。土はやややわらか

く粘性なし。

2層 階掲色 (lOYR3/4)炭化物微量混入。士。は非常・にかたく

粘性なし。

子・炭化物少量:?r~入o .::lこはやわらかくしまりなし c .J弱 体j 色(I.5YR4/3)混入物ljなし、二iてばかたく粘性なし 0
c11i:i; 11計局色 (7.CiY弐3/4)褐色ニlニ少量、炭化物数泣混入c jニは

やわらかくしまりなし。

;--J/i封筒色 (7.YR4/4) 掲色土 (7.5YIi.4/引がとj-.的に

立浪人、 iJdt物{l&J泣混人っ

SKIZ7 

A←Oい B
A 900m 

一一0]:)

ゑ

lJtll 出 色 (7.5YR4/1)焼土微量混入。土は非常にかたく枯

i会なし。

2 i¥d 溺 色 (7.5YR4j.'3)焼ニヒ微量、炭化物少fii混入。土はか
たく半ii性なし。

笥 SK 121 . S Kl • S K 1 S Kl • S 1 
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十二件近跡

A 

11(，;: r主j

一一oB

SK132 

AOー

A 0-- --uB 

磁揚
1M 色 (lOYR4/6)地LLJ粒子少Kt、炭イヒ物微量混入。土1 I<;~: 

SK84 

一一oB

ゑ磁妥Z
i!i:C-尚色(lOYR3/4)池山粒子少量混入。しまり弱色

体J色(10YR4/4)地山粘土の二ー次堆殺であるが多少ホ

ボソしているのしまり枯住あり。

S K 129第75号・ SK 132昂/り写@
S K 133第77号.S K 134第78号 a

S K 135第79号.S K 1 

一一oBA 

援物勿多多/
しョしまり、宇，1，1'主Jうり

1 N;;: N;_J 

つ!詳川
市
口
同
一
日
間

W

T
i

つ
]
つ
d

(I 
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SK137 

Aひー ーベoB

1 !I;~; nl'fnJ色 nOYH3/3)
~ I，:~: ;)i;r~J 色 (2.5YH4/6)

3M: II(I-m色(lOYH3/3)

'llN iliHi<l色 110YH3/3J

SK143 

Au--

SK28 

A 一一oB

務物物多
11，;.'，: 11j'j-i!.l色 (i.5YR3/4)ローム(1 cm)()少民泌人。L:はや

:hらかく半粘"出ι削lh片引i計北j↑f悦/'イ
21，肘t必;: r尚沿 色 (げi.5YHど4ν/4引)焼二土l仁二、 j炭災{化ヒ粒 j引こ可1:故投;泣i止t，、 口 ム粒子子司少

[j(混入。二|二はややかたくあち性弱。

SK147 

A 

， S K 1 S K 1 

rLHiLF 

2

ロ
古
川
4

4
叶可

乍
吋
を
い叫め

SK142 

激務~
1 j，:;;: 11:';-例色 (7.~YH3/4i 焼土純子、炭化悦 f守徴主混入。土[主

かたく紡'/'1:~\Jo

21，:，;: 11;)-赤初白(5 YH3/2)焼二f:.t _tl1~fr~人o Ni性なし、二!こは

ロて口している。

A 。一一ω

11，;，;: 11tHめ色(lOYH3/4)地ILJ小ブロ yケ微量、炭fヒザ句 'IYU二
粒子微Jiilt人っ土はややかたくしまっているの半，'i

伎なし。

2府 liiHM色(lOYH3/3)地Ili小ブ口/71紋量、透物混入。土

はややかたくしまっている。宇，'iけ:弱。

3 N，，: r~J 色 (i.5 YH1/4) 地 LLJ小フロソケ少没、炭化物~1!校長泌

人。 l~ はやややわらかく粘性弱。

SKi4i 

1 1¥，]: 11針め色 (lOYH3/4)炭化物微.ill、地11J粒子少蛍混入O 二1:

はかたくしまっている。粘七tなし。
21~:， 11音制色(10YR3/4) 地lLJ小ブ lゴ y ク多量、炭化物少量it~

入。二仁はやややわらかく粘性弱。

1附 11，午抜¥f凸 (10YH:1/4) 1・21孫よりやや黙っぽいη1[11.山粒子ョ

千i混i見l入o j土二(は土やややわらカか、〈宇粘l占5台引./性i
4任尽I 1時1;府i音H持初bおj色 (は10YH3ν/3幻)1地也|けLIド川Fづ小j、ブロ y ケ{微;紋攻E呈I滋人O 二土l:二はやわ

らかく粕性~8o

5 片!l;'fT~J 色(10YR3/3) 11 ¥'Iよりコ{手いυ ことは非常にやわ
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却
問
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2 N~: 

3/，同

A~=23.200m 
。一一ー

努揚」 l一一て
ij0労務労労労労必的巧必弘

後
1/同 11計品色(10YR3/4)焼土校二r・炭化粒子{政監混入。 11奇i&J

色(lOYR5/6)少昼、オリーブ裁(5 Y6/4)少益

出入。土はやわらかくも5'/<1:弱。

2 rq，，: 1I苦悩色(lOYR3/4)焼土粒子・炭化粒子微民混入。茂樹

色 (lOYR5/引少計混入、七はやわらかく粘1'1=弱 1

:) I討 H討もj色(lOYR3/4)炭化物少量 a 渋!日色(10YR5/日)少

拭;泌}詫4人し イ七て(は土ムぬコわら泊かBく宇Ilj片川!下川1怜|

4 )，層詳 11時!じほi奇対品色 (けlοYI只ミ口;)/4心)災奇?初主封j色 (けlOY只5/6ω) 多泣誌ι、!炭えfヒf粒立 j了P 

少量、焼上位行数量、す 1)ーゾ炎(:1'1'6/ζt) 少

-iit混入っ J:はやわらかく粘1"1:弱。
J.;.;: 11Mよj色(lOYR3/3)炭化!尚少jif、焼j二微な、貸出色(l0

YR5/(i) r:泣塁出入。上はやわらかく粘'1'1:弱。
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SK157 

A 一一oBu 

l府 Ili干尚色 (lOYR3j3)炭化粒子少←ht、ローム少iftiid人。 J:

(まべJわらかく宇，li性~~o

2肘 ト良樹色(lOYR2j2) 炭化物、炭化粒子多 !_Lt?J;~入。 j二はや

わらカ〈ボロボロしている π

3 fr~ft 削色(lOYR4j6)炭化粒子iI出itill入。土はやわらか 1

Mt'l:¥J¥Jo 
4同 nJ 色 (lOYR4j6)炭化粒子微-lit、ローム粒大ノj、が

{こ iiL っているもl，/{/:~J\J。やわらかい。

SK164 

務勿放物~
llN 尚色(lOYR'I/(ì)地山 *![~j二. I主化 :t'~lJlW!zi1t ;J~ 人 v

ヰ'¥ ~)i;J 在;~!~:f;~k

)，;品

:3 )，;号

Aひー

A 

SK163 

は 1・2l~\ì よ

一一oB

l)¥;i 出 色 (7.5YR4j4)炭化物・地山粒子微泣混入。ご!こはか

たく村山1:弱η

2 ，f:'~l -bi rM色(10YR5j6lことはかたくもliaあり。

3 )\附;r託~: r尚幻 色 (け10YR4j6引)J地世山11山Lir位f位立-]"少1泣!止E幻ujd泌i民v人 二土/:1は土カか、た 〈半名粘」市1，刊出叩'/'仰!巨凶{j

1)，肘I付，;，，: )，九肘\"凶》千j に F伊同う~Jlじ....-0 {混2E2入ヰ物均なし O しまり lは土 2;討l討対より5弱号ι
O 

5府 2 g，~: に /pJ じ o r&J色粒-J二少l!Ul~入O しまりは2-4)N の中問。

6 N'~: 制 (lOYR4j4) 1 INよりやや賞味強いο 炭化物.j也

LIJ粒子・二11技iif混入の

I千 11i}rMf立(10YR3/，1)炭化物宅混人… Lまりは 6J~~ より

ペコペコrJrt1!.、
g )1;.:: にぷい示前色 YIHl4i焼

第245図 SK 157第91号事 SK158第92号.S K 1 

つり可。ムi
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5 1 S K15 

6 1 S K16 156 >< 20 

7 1 S 1く18 r， I 48・49116013143 L .J 48・49IlbU 1:::¥1 

r T 110. r;n 

K23 

10 194 x 118 X39 N-24
0

-W 土!て饗不

1115 K25llM UAB445t0 864・4CJ川~ 1190 133x18 N -520-W 

2 1 S K26 IlVIF50 1120 100 9 N -720 -¥rV 

17 

18 

19 1 S K 33 I 1¥I E 48 1160ス 105〆31

20 I S 1¥::35 I Mγ48 1136;〆 75>15 i N -67
0 

j三
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:x.; ヰ JJ司の;己主よ

士前iinl{，
ワフ

24 S K41 MA49・50 向日 73 21 

25 S K42 I L .J 48・49I 140 108 23 

26 S K47 L 142 42 36 >く38
炭化米4

土J'lr[i'(，;tU
27 S K49 lYI C42 82 80 12 N -36

0

- E 

28 S K50 
L G34 N -62' -'vV 

土土I自JiIlili器器土翠手
L H34 

29| S K53 L H33・34
土 r~rli{>.:Jj:f 

S K55 L 133 
456 x (不可1)>134 N -58' E 

30 1 S K54 
L H35 

162 x 86 x37 N-3T-W 
;土tr防Ii1I1器器I饗不

L 135 

31 1 S K56 1 L T 33 I 96 x 93 18 I N -22' -E I 土士自11iiilii器器邦饗
1 酬部布 n 叩酎暁…カlCα叫吋面'E['. f木組に腕附 肘央り
、り。 土!併勺下庇に炭有。

土j'¥r[i器邦

332311 5K59i L I37 
103 91 151 N…3T-E I 

S K61 L H43 

37 1 S K65 L G44 1150〆138x:30 

38 S K70 L C47 93 86 16 

39 

40 
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1- l'本泣跡

44 1 S K 80 1 M E 47 86 84 x28 

45 I S K 82 I ~ ~47 
1'.1B47 

150 X (140) x30 

46 1 S K 84 1 1'.1 C 46・47 143 x123 x22 

47 1 S K 87 
L J 45 

198 x 166 x 28 
1'.1A45 

48 S K 90 1'.1A46 152 139 x 26 

49 S K 91 1'.1 C42 ・~~ 1232 x 175 x 18 
1'.1D42・43

50 I S K 93 I ~ ~48 
IVI B48 

1130 x] 24 x 34 

51 S K 96 MC43・44 207 Xl7Z x24 

土師器翠(342)
52 S K 97 L 137 80 x 75 x 25 N -30

0 

- E 

土前i器斐(343)
53 S K 98 L 137 84 x 77 x23 N-90-W 

土師器禁
57 1 S 1<J06 1 LH39 94 1 N-61ロベY

58 1 江川
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λτ  i ~I，日づ ぐ汗勺しとよt 

(ヰ)

番号|

61 I 

62 1 S K113 1 MF51・521122 92x101 N-850-¥̂! 

63 I S K114 I ~~E~~ l 土師器鍋(制
128><114><281 N-32

0

-W 
MF  炭化米42粒

64 1 S K115 1 M灯叩…F円F52臼引山2日叩5臼叩3
j 土問器よ手

65 S K1l6 MF53 88 x 82 x25 N-3
0 E 
|土師器卸(日)

66 S K117 MF53 118 x115 X12 

67 S K118 
MG54 

193x138x28 N-20-W 
ME54 

炭化米68粒
68 1 S K119 1 M E53・54 243 x 156 x40 N-140-E 

69 1 SK120 1 ME54.55 1160X1お X491 N-47"-W I~ 土干炭l師師化浦来出罷器珂皿禁35粉回出ir6舟41)) ) 

70 1 S K121 1 MD59・601122xI08x35I N-260-W 土土師師器器時翠

71 I S K122 
MC60 

159xIOox13 N-480-W 
MD60 

72 I S K123 ME60 I 70X 31 X581 N-690-W 

73|S K 125| M 1358 
土師器饗

MC58 
100 x 95 x 15 N-30

0-W 

ピット。焼土粒

74 1 S K127 1 MF56 I 62X 52X291 N-770-W 

75 1 S K129 1 MD54 72 x61 x10 N-22
0 

E 土炭化師米器翠7粒

。土師器:f:不
76 I SK132 I LJ38 96 x 80 X12 

107 74 32 

78 I S玄134
L 138・39

(140) ~':128 >:30 
L J 38香39

R，lウ
79 I S K135 
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けつ
は心74 会1D48 S K142 xl 

土師13裂
131 N -3 0 - W 81 84 M D48'49 S K143 82 

l二上主L叶NP ] fF~ u tt:_ ，ノ勺!犬げ
内

五131 N ょlq勺
jME5() S K146 リ

リ
口円一

~-日翠

休〈ζ10I N -71 0 -'vV 7fi M F51 S K147 84 

土白rli~if:町、 (368)
土自rjj'~i1:鍋 (369)N -58

0 E 166 118 16 
MC42 
M D42 

S K150 85 

i二 f~mt~警
N -55

0

巳98 x26 158 
MB41 
MC41 

S K151 86 

111削 IJjjヨの小型二L:J:/Co:境二1~あt を ílj'~か
I -~ /.九十
も~ 1-'" u-o N…40-W 28 58 60 MC41 S K153 87 

間九 1 1 111ヲの /J 、 lf;~! …I ~土/c の WL仁1111こ火L11
1長とがtてI:::h'lを才子子 11 t?1~ じえるつ「特
許可を S K 15らによって切られるN -58

0 

E 26 67 73 MD41 S K154 88 

し叶NfJ]1I'至。I半jiWJを S K156 
、jヒi!!l]て下 SK154をと刀る。
に火山阪が保かに溜る。
若干民担人するよ

IIJ(¥-円形。;lti!I.IiWJで S K155を切る。
覆土中に者 l二の焼土粒が混じる。

N-6
0

-E (166iス141x 18 MD41 S K155 89 

土師器坪
土師器饗
上向IJ器高fif.J'N;

土師器:t不

N -24
0 E 95 >< 33 106 MD41 S K156 90 

北東南西に;長L汁:-N円形。
にはj夫fヒヰ勿のT也、 混入ヰ勿なN-500-E (136) x 107戸18MD41 

MD42 
S K157 91 

時j;1と[こ長い INF] 形。 r:~ さ1;、あり、
柱穴の可能↑'1:あり。

土自rli器:t不
士郎i器禁N…9

0 

E 44 65 x43 
MD41・42
ME41・42

S K158 92 

土師~;J j:不
(366・367)

土1311i器饗
N-61

0

-E (78) 75x19 
MB47 
MC47 

S K162 93 

つつつ、3、3ι」

さ)(長さ



一-08

Aι1-5J  Li J B 

揚揚揚揚努
11>;';: 1I!l出色.S YR5/おしまりややあり、 1ft1:と出色!:17.5Y 

R4/引のiiL合-1:(焼 1:判%・件j色 !:60%)
2 )'/，: JJII赤外j色(5 YR5/8) しまりややあり、 H1J'i:U'/，: (フ[]

ソヴ;11;1:人

;) )':';: 出 色 (7.5YH.il/6) しまりややあり、 ~yLL:ィj; 1¥1. 

!七 ~II! か

<1 )，;~:必~; !!i正計a

こく i:紋投i以iA止
S Jt;~i ぷ?よj色( YHA /8) 1:}'t二1:1説、赤i味{土 1・)':;;:よりむ

(i )，/，: tM 色 (lOY孔1/6) JJ'L!:・ j災{じ防を微 q~+ 命む。

;~~; 2章 調査の，I己対

/¥0-- 一一ζ)B

AO-- :3 _ --OB 

~務務努努努
初予ラク労ラク必クラ必%のラララ奴

lli';: l/，j 色 (lOYR4/6) しまりあり υ 焼士:bL{をし Lふり状
L~ 少 iif 企むσ j，jdヒす句微 lit ff む。二U~ 多しコ

2 )':';: JJ)j赤初色(5 YR5/8)純焼 1:)，;，，:、 !)NとのJJZははっきり
してL、る。

3)，:，;: nJ 色 (7.5YH4/6) 焼 i二位 r îJl:Z JI{:~?~ むつ

2m 

第246図 S K58第 1号焼土遺構.S N 107第2号焼土遺構

第9表焼土遺構観察表

ャ官号 j芝府番号 十全 IL~I 区 j士号そ(-Ep-t¥'i:crnJ 長軸方[I't: j~ 守物 1詰 1%.' 

土Wlîti~護
S N 58 L J 37 127 58 15 N-49

0-E 

2 S N107 L 136 回 X 46 161 N-26
0-E 1 
土土師師器器序
翠

土坑よ1:'1 土遺物(第247閃~第251図、図版113~図版

S K01第 1 (寄~247-図302)

土師出土不・饗が出土している。 302 る。外面をヘラケズリ、内面を横{立のへ

ラナデ、しているものである。 底部はいわゆる砂底である。

S K07第3号土坑(第、図版113)

304は刀子の柄!こーであろう tコ長さ40cm、内出IJでの最犬rlJ高8mmで" 13Yf市形が棋形を呈してい

→ 
〈己)n 

S Kl出5刀土J/c(高247rxl-305，I司版113)

二L:白m

:!uか:司令

して L】る 305Ij: ~I: ロケロ

'-)') '-1 

，)，).) 

にはb町三H寺の括原によるオサエ
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303; S 1く05
304; S K 07 
305 ; S K 15 

306~308 ; S K 29 
309・310;Si〈51
311--315; S K 62 
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第2章調査の記録

S K29第15号土坑(第247図-306~308、図版113)

している。 306~308は坪で底部に める。 307.308は二次

を受けている G

S瓦62第34号土坑(第247図-311~315、図版113 萄品版

土師器・;郎・警が出土している。 311・312の土不は 2点とも薄手な作りで底部には回転糸切り

痕を留める。 313は外面にハケメの認められる警で二次火熱とi摩滅により内面の調整痕は不明

--r:..-lレ ? 円..， .f L..l.ん1 二工ご~ ~ ..-l主-rrλ円 +........l..ド立コ=包守 ?ー ザ ! ~ !守T_!.1. サ古金三~ --Lー~・，_

どの-;;Jo ，)j_生同アト凶jI~ 肌形口~V}t吉明 I~ ふ Q 羽一一寸アム刀マヨ~9 賛じ、 i吋[白い同ヘフアアか1ft!也され令。

315は焼成良好な警で、外語に縦{立のヘラケズリがなされている。

S K65第37号土坑(248図-324、図版114)

土師器坪(内面に黒色処理したものも含むト翠 e須恵器査 s土錘が出土している。 324は須

恵器査で口径が10.3cmを測る。 370は棒状を示す土錘である。

S K72第40号土坑(第248図-325~330、図版114)

土師器邦・警が出土している。 325~327は探で底部に回転糸切り痕跡を留める。 3 点とも二

次火熱を受けている。 328~330は非ロクロの護である。 328 は外面にタタキ目をもつものであ

り、 329はやや厚手な作りである。

S K82第45号土坑(第248図-331~333、図版114)

土師器坪(内面黒色処理しているものも含む)・饗・蛋・鉄製品が出土している。部331は、

胎土に綿砂粒を多く含んでいるもので¥底部には回転糸切り痕を留める。 332は小形の査で、

焼成良好で、赤褐色を呈しているものである。口径6.5cm、底径4.7cm、器高5.7cmを測る。 333は

環状の鉄製品である。内径は約22mm、残存する長さは43mmで、ある。

S K75第43号土坑:(第249図-334・335、図版114)

土師器邦・饗・鍋(? )が出土している。 334は高台付郊で内面にはミガキの後、黒急処理を

施しているものである。底部の切り離しは付高台に伴うナデ調整で観察できない。 335は底部

に簾状の圧痕をもっ警で、ある。外語にはケズリ、内面にはヘラナデが認められる。

S K103第54号土坑(第249図ー337)

土師器坪(内面黒色処理したものも含む)・警が出土している。 337は小形の審で破片の一部

は、南西側のSX17より出土している。外国は頚部に弱い段をもつもので¥段以下にはケズリ

が施される。底部縁はやや外に張り出す。内面はナデで¥口縁部にのみ煤状炭化物が付着して

いる。底部には簾状庄痕 り、その上をナデているようであるc- を受けている。

S 

したものも含むい護 a 須恵器・町、が出土している。 336は須恵器杯

に回転糸切り痕を留める。胎土には砂粒を多く含み、器商がナドラザラしている口

つつに
JJJ  
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Y U333324;sm  
325<130 ; S K 72 

V 司刊百罰

336 



;f~2 章調査の記銭

SK (第

土師器f不・饗がiリIIJ;としてし=るの 338は/J、型の繋で外国には成形時の指頭によるオ

り出回している。内面はナデのようである

S K93第50号二t坑(第249図-339・340)

-警が出土している。 339は底部に回転糸切り痕を留めるもので、胎土に細砂粒を

多く混入しているが、焼成は良好である。 340は外面には縦位、内面には横{立・斜{立のハケメ

られる嚢でJうる。外面 している。

S K96第51号土坑(第249図-341)

土師器土不・須)恵器警が出土している。 341は丸底を呈する須恵器饗(底部)である。外面には

不定方向になされた平行タタキ目、内面にはアテ兵痕が残る。

S K97第52号土坑(第249図-342)

土師器饗が出土している。 342はロクロ使用の警で外面には煤状炭化物が付者している。

S K98第53号土坑(第249図-343、図版114)

土師器警が出土している。 343はロクロ使用の警で薄手な作りをしている。胎土には赤褐

色を呈する砂粒・小石が多く含まれている。外面はロクロ成形の後、ケズリを施している。一

次火熱を受けている。

S K104第55号土坑(第249図-344~345 ・第250図-346~348、図版114)

土師器杯・高台付町、.護、鉄製品が出土している。 344は底部に回転糸切り痕を留める郊で

ある口胎土には細砂粒を多く混入させている。口縁部内外面の一部にタール状の付着物があり

として用いられたものと考える。 345は内面を横位・放射状のミガキの後、黒色処理し

た高台付;印である。底部には回転糸切り痕を残す。 346~348は鉄製品であるが種別を明らかに

で、きない。

S K111第60号土坑(第250図 -349~351、図版114)

土師器郎・警が出土している。 349・350は土不で底部に回転糸切り痕を留める。 350は細砂粒

を多く含み器面がザラザラしている。 351は警の破片である。外面は rlJ高11~ 14mmの粘土の積み

とげ痕跡が残る。

S K112第61号土坑(第250図-352、図版115)

土師器坪・繋が出土している。 352は底部に!亙i転糸切り痕を留める土手で、細砂粒を多く

で、いる。

SK (第250[可-353、図版115)

土師器ml見が出土している。 353は非ロクロの鍋で、外面にはハケメを施している。細砂粒を

多く混入させているもので、内外国に煤;[jc炭化物が付者している。

337 



十三林遺跡

343 

第249国 土坑及び土器焼成遺構出土遺物(3)

338 

334・335;S K 75 
336; S K 87 
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第250図 土坑及び土器娩成遺構出土遺物(4)

S K1l6第65号土坑(第250図-354、図版115)

土師器序が出土している。 354は回転糸切り:肢を留める口図示し得なかったなかに内面黒色

処理された坪も含まれる。

S K1l7第66王子土坑(第250図-355・356、図版115) 

している。 355は底部に回転糸切り、辰を留める郎、 365は須
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第251密 土坑及び土器焼成遺構出土遺物(5)
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にタタキ目を方話している。

SK 

している。 357はいわゆる砂底の嚢である。 にはケズリ痕跡

S 図版115)

土師器土不・血- 軽石が出土している。 358・359の邦は底部に回転糸切り痕を留め、胎土

には組砂粒を多く含んでいる。いずれも

i同形態と弦②ものでわウフ。乙

を受けている。 360は柱状高台の皿で、 361も

に待1~ 2mmの赤褐色の物質(砂粒でlまない

ょうである)が少量混じっていることであり、胎土そのものも前 2者の郊と比較しでも精選さ

れているようであり、この 2点のみ異質の感じがする。

362は非ロクロの棄である。胎土には 1~ 3mm台の砂粒を多量に含んで、いる。外国は縦位の

ケズリ、内面は横位・斜位のヘラナデを施している。 363・364は外面にハケメ、内面をヘラナ

デしている繋である。 364は意図的かどうかは不明であるが、ハケメを交差させている。

S K142第81号土坑(第251関-365)

土師器護、砥石が出土している。 365は図示面下端を欠く砥おである。砂岩系の石材を用い

ており、 l側面を除く 3面を砥面としている。上面には鋭利な研磨痕が認められる。

S K150第85号土坑(第251-368・369、図版115)

土師器:l不・鍋が出土している。 368は底部に回転糸切り(前引き糸切り)を留める。胎土には

細砂粒を多く含んでいる。 369は非ロクロの鍋で¥外面にはケズリが残る。

S K162第93号土坑(第251-366. 369、図版115)

土師器杯・警が出土している。 366・367ともに底部に回転糸切り痕を留める。 367は内面を

黒色処理しているものであるが、前段階のミガキは丁寧になされていない。

( 6 )製鉄炉

調査区の中央やや南寄りから、鉄淳、壁{本片、フイゴ羽口が土坑内に詰った状態の遺構2基

を検出した。検出された区域は S167の西側にあたり、他の土坑や溝もあって著しく壊されて

いる。出土した遺物から、一応、製鉄炉と判断した。

S N17第1号製鉄炉(第252図・第253図、図版97・図版115)

L ! 47グリッドに位置する。時褐色土中に鉄淳、壁体破片が密集するプランとして確認され

た。鉄淳、壁体の集中する範囲は東西に長いダルマ形のプランを呈する。すなわち、西側では

し、その東側に径35X25cmの小さくまとまる集中範囲が接続

してしミる この東側の小範囲内からは 379のフイゴ)f]口を憶えた が出土している。

によって示されるプランの下には、 さ1m、それと亙交する最

大IIJffi70cm、 さ30cm、長軸の示す方向N-15
0 -wの土坑があるり 壁f本破片の集
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1号製鉄炉S Nl 第252図

さ102 . 3 J替の土坑覆土との間っており、土坑の平面形に対し南側に中する範囲は、

この褐色土中にも鉄淳、炉壁破片が含まれている口なわ、土坑~20cmの褐色土を挟んで、いる。

また北側の底面台よび 3 層中からは374~376の土覆土である南側 2層中からは 377の砥石が、

師器土不が出土している。

に/してに示されるである白な擦を用p377 

には刃物の

に近く

2面が世間されているが、

それと
ノ

ヘ、る7条程の痕跡はごく
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確認状態

1層 黒褐色 (lOYR2/2)やや粘質。孔隙が多く、鉄淳、炉援

が多く含まれる。焼土粒も傑かながら含まれている。

2層 lこぶい赤褐色 (5YR4./4)、時赤掲色 (5YR3/4)焼土。

やや*1占質で孔隙は少ない。炉壁斤(10YR5月)が

含まれている。鉄;宰lま含まれていない。

3層黒色 (10YRl.7/1)木炭層ο 粘性は弱く孔隙は$l'，コ

キメ細かい。

41，国 H部品色 (lOYR3/4)粘性は強い。基本!尋位第lV層。

53i11号2第 2

。

344 

(
M
O
i
l
 

m 



第 2章調査の記録

380 、、、よ注ョ- 百司、-- 381 

第255図 S Nl02第2号製鉄炉出土遺物

部で細い作りになっている。フイゴ羽口先端部から炉壁表面上部にかけて青紫色に溶けている

が、炉壁表面下部では発泡したような径 1~ 2mm程のプツプツが無数にできている。}享さ 2~

3 cmの炉壁の裏面には炉壁の琴曲方向と平行して水平に入れられたスサの痕跡が残っている口

スサは長さ 4~ 7 cm程度に刻んで構築材である粘土に混ぜられているようである。また、炉壁

にはスサ入粘土の他にフイゴ羽口片も混ぜて使用されたらしく、フイゴ装着位置の下にフイゴ

の内径面の痕跡を残す明褐色の粘土片が2片認められる D

S X102第2号製鉄炉(第254図・第255図、図版98・図版115)

L J 46グリッドに位置する。鉄淳、炉壁が暗褐色土中に混在して確認された。全長 2m強で

あるが、南側の鉄淳、炉壁破片が密集する径85cm程の円形プランを呈する部分と、そこから北

東に1.2m程延びるやや遺物の疎らな部分とからなる。中軸線はN-45
0

-Eを指す。円形プラ

ン部分の南端にはフイゴ羽口(381 )が基部側を上にした状態で出土している。北東側に延びた

部分は比較的大きな炉壁破片が木炭層の中に埋もれた状態である。これら鉄淳、炉壁破片の確

認された面の下部は、南側の膨んだ溝状に掘り込まれている。掘り込みは上面の鉄淳、炉壁破

片の集中によって示されるプランよりも僅かに小さく、遺物を取り除いた面からは13cm程度の

深さである。また、底面中央部は周辺よりも10cm程深く掘り下げられ、その北側Y 上部プラン

でいうと円形部分と細長く延びる部分との接点下部あたりが焼土化している。遺構内覆土は l

~3 層に分けて観察されたが、中央上部に溜まる 1 には主失j宰が多く含まれ、そのド

部 2層の焼土層中には炉壁破片は含まれるものの、鉄津は殆ど含まれていない。また北東側に

延びる細長い部分で露出する木炭層は、 2層下まで潜り込む口なお、遺構周辺の土を洗浄・

別した結果、ごく少量ではあるが鍛造薄片を得た。
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380・381はいずれも南側円形プラン内から出土したフイゴ羽口である。 380は図の上端の羽

口先端から 4cm程の範囲がガラス質に溶融している。 溶けた部分は左側の割面にまで、広がって

わり、亀裂を生じた状態でもある程度使用されたことがうかがえる G また、基部側の表面には

平らに作られた部分があり、全体の形状としてカマボコ形に複元される可能性がある。 381は円

形プラン部分の南端から出土したものだが、側面に炉壁破片が融着している。出土時にはこの

炉壁融着部{立が円形プランの内側に位置していた。外経7.8cm、 .2cmを測り、断面形は円

形を呈する。残存する 9cm程のうち先端4cm程が、ガラス貿に誌けている。 380・381とも

で7mmの砂利を含む砂粒が多く混入された粘土で製作されている。

炉壁破片は摩さ 2.5~4cm程のスサ入り粘土によって作られているが、スサは炉壁の琴曲す

る方向と平行に入れられている。表面は青紫色の膜状に溶けている(図版115-379)。鉄j宰には
す

表面に光沢をもっアメ状の流出浮と、炉内で冷却・閤結し、大小の繋の多く入った炉内津とが

あるが、後者の量が圧倒的に多い。

( 7 )溝跡(第143図)

17条の溝跡の大半は台地上語調査区内の南側緩斜面に位置している。確認面は遺跡基本層住

の第E層上面から第H層中であり、平安時代の遺構を切る例も含まれる。 SD204、SD206の

覆土内から棒状の土錘が1点ずつみつかっている他に、目立った出土遺物はない。

S D201第1号溝跡

MB52・53グリッドから MA53・54・55グリッドにかけてN-40
0

-Eの方向で延びる SD

200と、 ME52グリッド、 MC51・52グリッドをかけてN-50
0-Wの方向で延びる SD201とか

らなる。第立層中ではこの両者がMB51グリッド内で直角に折れて検出された。第V層まで下

げた結果では、前者は幅20~40cm、深さ 3 ~ 6 cm で、12.8m 延び、後者は幅15~30cm、深 3~5

cmで、7.8m延びている。

S D202第2号溝跡

ME45・46グリッドから MD46グリッド、 MC46グリッドまで確認された。西側ではN-61
0

-E、東側ではN-620 -wの方向に延び、 MD.MEグリッドの境あたりで屈曲する。延長
は13.2mで、深さはVJ脅から 2~ 3 cm、幅6~ 18cmで、ある。

S D203第3号溝跡

調査区南側の緩斜面を大きく弧を描いて横断する溝である。第V層まで掘り下げた結果、西

側は比較的長く残ったが、東側はごく短い溝しか残らなかった。西側部分はMF44グリッド、

ME44グリッド、 MD46グリッド、 MC46グリッドにある。 N-85
0

-Eの方向で;'14m程延び、

幅は20~48cm、 V 層上回からの深さは 7 ~23cmで、ある。東側は L G41・42グリッドにあり、 N

-100 -Eの方向で5m延びている c 幅は20~50cm、 V 層上面からの深さは 7 ~ 16cmで、ある。
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S D204第4号潜跡

調査区外東側から緩斜面を降り、西際の急斜面ヘ落ちる溝である。 LF43グリッドから MD

39グリッドまで途中大きく屈曲しながら延びている。屈曲の西側ではN-51
0

-Eの方向で10

.3m延び、 i幅は34~ 104 cm、深さは27~37cmである。東側では N-57
0

-Eの方向で23.1m延び、

相は50~107cm、深さは 8~38cmで、ある c 第256 1:c;<]-372は細身の棒状土錘である。長さ 5.2cm、

外径1.8cm、内径 6mm を~~Ijり、

S D205第5号溝跡

.229である口

S D204とli るj蒔でMC39グ1)';ノドでSD204(こf妾続する。 LG44グリッドから MC

39グリッドにかけて、 N-57"-E の方向で;39m延びている。幅は20~59cm、深さは 2 --15cmで、

中づ

め'-;;J0 

S D206第 6号法跡

S D 207と平行し、調査区南側緩斜面を迂回して降りる溝である。 LG46グリッドから MC

41グリッドまで延びるが、途中LJ 47グリッドと、 MD41グリッドで屈曲する。 LG46グリッ

ドまではN-53
0

-Wの方向に!幅15~44cm、深さ 3 ~20cmで、14.6m延び、 L J 47グリッドからM

D41グリッドまではN-60
0

-Eの方向に 11I日21~42cm、深さ 2 ~ 14cmで、25雀8m延び、さらにMD

41 グリッドから MC41 グリッドへは N-47" -Wの方向に幅25~62cm、深さ 2~3mで、4.5m延び、

ている口第256[~;{]-373の土錘は、長さ 6.5cm、外径2.5cm、内径7mmをはかり、重量は33.20g で

ある c 断面の円い棒に粘土を巻きつけて成形している c

S D207第 7号j布陣

S D 206と平行し、 LF45グリッドから MC41グリッドまで延びている。 LF45グリッドか

らLJ 47グリッドまでは N-52
0

-Wの方向に幅21~50cm、深さ 3 ~21cmで、18 .4m延び、 L J 47 

グリッドから MD41グリッドまではN-60
0

-Eの方向に幅20~43cm、深さ 3 ~15cmで、25.8m 延

び、 MD41 グリッドから MC41 グリッドまでは幅25~36cm、深さ 2 ~ 3 cmで、4.5m延びている。

S D208第 8号溝跡

S D 209と平行し、調査区外東側まで続いている。 LJ 38グリッドから LG38グリットまで

N -60
0 

-¥Vの方向に、幅21~40cm、深さ 3 ~21cmで、15.2m 延びている。

S D209第 9号溝跡

S D208と し、調査i三外東側まで続いている口 LJ38グリッドから LG38グリッドまでN

-60
0 -Wの方向に幅20~40cm、深さ 3 ~21cmで、 15 .4m 延びている。

S D210第10号海跡

調査区南関IJ緩斜面を琴曲して横断する溝である。 LH41グリッドから MB44・45グリッドま

で延びる。 途中LG42グリッドで屈曲するが、初めLH41グリッドから LG42グリッドまでは
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N -59
0

-E の方向に I!J高29~35cm、深さ 10~20cm で、2.6m 延び、 L G42グリッドから L144グリッ

ドまではN-29
0 

-'vVの方向にI!Jffi31~75cm、深さ 6 ~26cm で、10.9m延び、さらに L 144グリッド

から MB44・45グリッドまではN-45
0-Wの方向にIpffi31~41cm、深さ 7 ~26cmで10.4m延びて

いる。

S D212第11号満跡

L H33にあるごく生豆い

びている。

S D214第12号溝跡

ある o N -49
0 

E の方向に幅12~20cm、深さ 9 ~ 15cmで、2.2m延

L H37・38グリッド、 L137グリッドにあるごく主豆し吋存である o N-53
0

- Eの方向にi幅30

~50cm、深さ 5 ~38cm で、 5 ， 7 m延びで、 S160のカマドを

S D215第13号溝跡

している。

L H37グリッド、 L137グリッドにあるごく短い溝である。 N-33
0 

-wの方向に幅18~23

cm、深さ 4~20cmで、 3.1 m延びている。

S D216第14号溝跡

MB42グリッドから MD39 グリッドまで南側斜面ヘ落ちる溝である。幅34~66cm、深さ 3~

33cmで、N-52
0 -Eの方向に14.7m延びる。

S D217第15号j奇跡

MC41 ・ 42 グリッド、 MD42 グリッドにある短p溝。 I隔12~25cm、深さ 2 ~10cmで、 N-38
0

-wの方向に 4.4m延びる G
S D218第16号潜跡

MA39から MC41まで延びる溝である。 SD216を介して SD206・SD207と接続している。

幅51~94cm、深さ 8 ~34cmで、 N-41
0

-Wの方向に11.6m延びる。

S D219第17号溝跡

L G41 ・ 42 グリッドにあるごく短い溝である。 r幅25~38cm、深さ 7 ~10cmで、 N-4 0

-Eの

方向に 3.4m延びている。

以との溝跡の中にはその位置関係から本来連続する溝であった可能性のある組がある円 SD

206とSD209、SD207とSD208は、間に SD218を置いていず、れも2本平行に延びるもので、

同ーの溝であった可能性がきわめて強l'o また互いに平行する 2本の溝も別々に作られたので

はなく、当字刀から七ットになっていたもので、あろう。ほかに SD 214はその方ー向からみてさら

に北ヘ延びて SD 203に接続していた可能性が強し」そうした場合、この溝は緩斜面したの低

い部分の周りを一周するかたちとなっている。

また、これらの溝が平安時代の遺構を切ることは先にも述べたが、 j誇どおしの重複関係のうち
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( 8 ) 

第256酪 土坑 a 溝跡覆土内出土土鍾

り合いについて

台地上面調査区で確認された平安時代の遺構l土、その出土遺物をみるかぎりさほど大きな

間的な広がりの中にあるとは考えられないが、限られた時間内に営まれた遺跡で、も、

跡の{刊にみられるようにいくつかの重複関係がある。竪穴住居跡についてみれば、重援の新!日

関係は以下のようにまとめられる。

S 1 22B 

S 1 83 
S 1136 

iii S 1 100 

iv S 1 77 

v S 1 52B 

これらの関係は、

台地上面

S 1 22A 

令

-+ S 1 86 

S 1 94B-トSB144 

S 1 95 

S 1108 

目→砂 1

→ t S 194A 
-令 J

S 1 52A 

』叩令 S 1101 

よって知ることのできた直接的な切り合い関係である。

は、以上の遺構群の重複関係に見られるように、いくつかの

の連続で成り立っていると考えることができる。今回 あり、

複数の遺構からなる遺跡全体がどのように変化したかをみることは不可能で、あるが、仮に集中
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十二林遺跡

範囲の中で構築物が推移したとすれば、その変化をたどることは、ある程度可能で、ある。一例

として、調査区南側の緩斜面上の遺構密集箆所ivについて検討する。

まず¥このivにかかわる5軒の竪穴住居跡のうち、 S1108とS195については、ロクロ軸受

ぜットと白色粘土のひろがりによって、土器製作の工房的性格をもっ住居跡と見なすことがで

きょう。これらの{主居留、がそうした

149などの土器焼成遺構は、こ

れば、周辺に積出された SN78、SN 148、SN

と対応、して存在し、それら工房での製品を焼き

げていたと見ることができる。すなわち、工房社と土器焼成の遺構とはその相互関係から向時

していたはず、である。またこのS195とS1 108の覆土中には、一次堆積に近い状態

と観察された火山灰の堆積が確かめられている。 遺構集中範囲のうち他の 3軒の住居跡には見

られない特徴で為る。したがって S195とS1 108については、この火山灰の降下時期よりも

18く、地の 3軒は降下時期よりも新しく構築された可能性が強し」ところで土器焼成遺構の中

には竪穴住居跡または建物跡と重諒するものがある。 SN139はS1108の覆土を切って作られ

ており、かっその覆土にも火山灰の堆積が認められるから S1 108 の廃絶後、火山灰の降 F .L-~，、

日r] されたと考えられる口このSN139のもつ時間幅の中に~文まり、かっ S N139と

立すに機能していたと考えられる怠居跡、は S195しかない。すなわち、 SN 139を力、在させると、

火山灰捧下以前のi主居跡である S1108とS195!土、後者が前者よりも新しし」また SB144は

その内部のSN46、SN78、SN79を切って作られている。したがって、 SB 144と支ずに考え

られる S194Bは、 SB144より!日い土器焼成遺構と対応して存在した S1缶、 S1108よりも

しいことになるむさらにまた、 SB144によって切られる S177も火山民を含まないことか

ら、 S 108、S195よりも新しい。以上のことを図式的にまとめてみると、第257図のように

なる。

国
間
関
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第 2章調査の記録

2.南側斜面拡張区

路線内南側斜面LEラインから LJラインまでと、 20ラインから26ラインに閉まれた区域を

約300m2拡張した結果、炭窯 l基と須恵器窯 1基、鍛冶に関連すると思われる遺構 1基が検出

された。拡張された怪域は蟹子沢遺跡側に面した斜面で¥傾斜方向はほぼS-600-Wにあり、

その勾配は42%(斜度、約230)である。斜面拡張区での基本層序は以下のように観察されたむ

I層;表土層、立層;黒掲色土!語、盟層;黄褐色粘土層、 N層;砂替、 V層;青砂層、 V1層;砂層、

百層;砂礁層、瑠}膏;砂層。一応こうした層}I慣が辿れるのであるが、このうち台地上でのV層に

相当するE層以下が所謂地山層である。こうした基本層序は斜面という地形的要因で台地上面

とはかなり異なって£らわれることになる。すなわち、蟹子沢遺跡制の沢地の開析は、

して行なわれるために、会ヰ面の上部

では士山11層に があらわれても、斜面下部では砂漕あるいは砂磯層が露出する o

E層黄褐芭粘土層は、台地と面に立地する遺構群の基底であり、それらがま

された際の排ごとか、あるいは第藍層白身の流出による再堆積層が斜面全体を覆っている。

実際の調査では、 3慕の遺構どもVII層あるいは1積層の砂機層、砂層をその基底面として掘り込

まれていることが明らかになっている。また、再堆積層である掲色粘質土の底下J土、暗褐色土

層が斜面をかなり広く覆ってわり、例えばSN221の上では褐色土層が最大30cm程の厚さで堆

積し、その下に10~20cmの目前島色土層があって遺構を覆っている。

表土を掘り下げて第E層以下の地山面を精査してゆく過程で¥斜面がある程度階段状に月Ijら

れていることがとらえられた。細部については明らかにし得なかったが、 S N223第 1号須恵、

器窯の東側では、 rl届 1m前後の平坦面が50~80cmの段差をもって、最低 3 段連なっている。台

地上面の生活域と斜面上に立地する窯場との在来や、炭窯、須恵器窯操業時の作業面として利
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第 2章調査の記録

用されたものと推測される。

3基の遺構とも標高14m前後にその焚口ないしは前庭部をもち、 3~3.5m程の間関をむいて

~立列している。以下に須恵、器窯、炭窯、鍛冶関連遺構の)l慣に記述する。

S N223第1号須恵器窯(第260図~第262図、図版101・図版102)

S N220炭窯と SN221鍛冶関連遺構の中間に位置するの斜面中肢で地山商の精査を1Tつ

によって検出された。焚口先端から煙出しまでの全長8m、口部でのl隔

1.3m、窯体内前部でのi福1.2m、窯尻で、の幅90crnを測る。斜市をくり抜い 言れた無l惜無段

の害窯である。窯体中央部のセクションでは、カマボコ形の横断面を景し、その中央では高さ

は70crn程と推定される口窯{卒中ili由娘はN-730-Eの方向にあり、斜面の傾斜方向からはド南

ヘずれている。窯底部は焚口先端から 3m程の間は平坦であるが、窯体前部では160前後の傾斜

をもち、さらに進んだ窯{卒中央部からは勾配をややきつくして斜度220で上昇している。焚口と

煙出しがそれぞれ斜面ト上で関口し、窯体全体が斜面地下で、わずかに琴曲するような構造にな

るため、地表面に近い焚!二iから窯体前部にかけてと、窯体先端から煙出しにかけては天井部が

崩落しその土部の砂質土ないしは粘質士が窯体内に押演された状態で堆積している。また天

井部より上位粘土層中にも天井崩落による亀裂がはいり、横断面で見た場合には窯体断面と同

形のアーチ状の暗褐色土として観察された口地表面から最も深い位置にある窯体中央の遺存状

況が最も良好で、、横断面でアーチ形を呈する側震から天井部がそっくりそのまま残っている

また、焚口のさらに前部、斜面下部に存在したであろう灰原は斜面下部の水路構築時の削平を

受けて失われている

焚口部はその底面に細かく砕けた炭化した木片、焼土粒が混じり合い、その上を褐色~黄褐

色の粘土、砂層が覆っていた。炭化した薪材(木炭ではない)が底面上に l本検出された他は須

恵器警の胴部片と閤結・還元した青灰色の窯壁片が粘土・砂層中から出土したのみである。底

面もさ程国く焼け締まっているという状態ではなかった。窯壁は焚口先端から1.2m進んだ先に

確かめられた。焚口に近い部分では吸炭して黒色に変化しているが、先にゆくに従い間結・

元した砂による壁面へと次第に変わってゆく。地山層をくり抜いた砂層表面がそのまま窯壁と

して用いられ、他の壁材が用いられた形跡はないc 窯壁表面は高温のため、いくぶん溶けてわ

り細かな亀裂が走っている。窯体内の遺物は焚口先端から 3~5mの範囲に集中している。害1]

れた須恵器大警の胴部片や口頚部片が重なり、それに混じって郎や査の高台部分が出土してい

るの土不の大部分は底部を!てにした倒立状態で出土している。須恵器片の下からは焼台に用いら

れた軽石が出土している。表面は高溢によってアメ状に溶け、須恵器片と融着してしまったも

のや、誌けた軽石中に須恵器片が潜り込んだようなものもある。焚口先端から 5m以上先は遺物

の!中i二!二も疎ちになるが、焼台とともに坪、登底部が出土しているつまた、覆土中からは煙i:!:'jし
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1 Wi 出 色(lOYR4/6)お11かい粒子ーの砂質土、やや硬くしまっている

炭化物微設混入。

2 );百 件j 色 (10YR4/6)非常にやわらかい黄禍色土 (2.5YR5/4) と

黄FT.)色土(lOYR5/6)少量混入。炭化物微量混入・。

3層制色 (10YR4/6) 2種類の黄出色土がブロ yク状に多112混入O

炭化物微量混入。

ご 41';!i: f);.) 色 (10YR4/6)喰ぎわに黄雨色 (2.5YR5/4) が多呈iil入。

5層 泣i'~}色 (10YR5/6) 砂質土非??;に lírJ!いブロソケが混入。

61封 筒 色 (7.5YR4/6) )I~常に硬くしまっている砂買土、焼二i二混入。

7層 黄掲色(lOYR5/6)砂質土やや硬くしまっている。

8 J.;t，: 掲 急(10YR4/4)砂白土やや硬くしまっている炭化物微量出入ヮ

9府 県掲色(lOYR2/2)粒-f-の五lflかいfi少質土やややわらかい炭化物少

:量混入O

10層 茂樹色(JOYR5/6) I徐立土非常に i夜くしまっている炭化物{J~dll:i昆

スー

111凶 作j 白 UOYRν4)砂EZ土やわらかい。炭化物多量混入、氏由ーと

忠われる。

121吾 ，，1，] 色 (10YRrl/6)!iY質土非常にやわらかい炭化物微量混入。

131\t~ r日 色 (7.5YR4/6)非常にやわらかい焼士粒-Jこ炭化物多量混入。
lMon: 黄初色 (10YR5/fì~5/8) 枯質、孔隙があってやわらかい。 ~I計局色

二1:、焼土、民などがブロソケ:Ikに含まれている。

15府 ;~:\ 色(10YR2/1)炭化物層、非常に細かな木炭砕片。

16層掲色(lOYR4/6)粘質、非常にやわらかく孔隙も多い。

17層 黒色 (10YR1.7/1J木炭層、砕けた細かな木炭)干の1'1:1に部分的

ながら木炭の大きなものも入っている。

18);ぎ 茂褐色 (10YR5/6)粘i生はあまり会く比較的かたくしまっている G

潟西層 1-.奇1;にのる砂質~シ 1しト買の土と忠:われる。土の粒

と同じ{立の細かな化石化しと貝殻mt細粒が白くなって含ま
れている。また部分的に粒が中111かくなって粘土化しやや青

灰色を呈する箇所もある。

色 (10YR4/4) ~lIif褐色 (10YR3/4) 粘性なくサラサラした

感触をうける。 18府中に生じた“ひび"のtfl;先にはいった

土である。

20層 黄禍色(10YR5/8) ~禍告 (10YR4/6) 粘質、ブロック :1犬に団結

しているこ!こ。その間には比較的大きな孔隙がある。煙出し

孔から流れ込んだ土であり、土師器土不など遺物を包含する。

上部(J型1'1'1しに近い部分)では白色の粘土がブロソク状に

混っている。

禍 色 (10YR4/6)粘質、粒子はやや細かく均質に堆積している。

褐 色 (10YR4/4)粘質、孔隙がある。吸灰して黒告を呈する土

焼土化した砂質土、炉壁などが混じる。

23府間 色 (10YR4/6) ~黄褐色 (10YR3/4) 粘性なくサラサラした

感触をうける。 19層と同様、地山土の空I)~t にはいった充填

土、土師器片を含む

241ぎ 黄出色 (10YR5/8)砂質土、地山土中にある砂質土部分が崩濯し

てブロ yク状に堆積した土。

25層 出 色(lOYR4/6Jサラサラした砂質土、 23時と同様の流入土、

土 I~iji器を含む。

261~: 11斉亦出色(5 YR3/4) ~3/6) 砂質土、焼土化した砂質土・粒は粗

Lミ〔

27層 武間自(10YR5/8) ~間色 (10YR4/町内色の粘質土がプLl ':/ヶ

となって入っている。 他はサラサーラした感触の土である

28/;日赤間色 (5YRν6) 

第260図 S N223第1号須恵器窯(確認状態)
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十二林遺跡

からの流入士ととも

側壁は依然青灰ちに

じり込んだ土師器町、も出土している。

あるが、し

進んで、いない赤褐色の商で、ある。煙出しは、北西-南東の差し

渡しが2m程、深さ 1m程に描られた土坑(SK222)に閉口する。

から30cm程垂直に立ちとがり、僅か を設けて、 120

flef.の緩い傾斜でこの土坑底面を上っている c 土坑底面は第NJ吾

t面に{乍られているが、 i重出しの部分は赤褐色に -焼土化

した粘土が貼られ、 l土日及炭して

の覆土中からは完形のものを古む土師器印・棄が、白色に石灰

化した只殻とともに出土している。おそらくは、

絶後、台地上面の生活域から食物残浮とともに廃棄されたもの

と推測される口その一部が、:需要tP，しを伝わって窯体内覆土にま

司}マコ~ ~ -r唱し弓主~ ~7 寸
す〈ヲトゴ二つ f_ζ::-{0 ん ~o

なむ、精査の最終段階で窯体を断ち割ったが、窯壁を補修し

たような形跡 られなかっ fこO

S N223より出土した遺物は、焼台を除くと、コンテナ数にし

て9和ある。器種でみると、坪・繋・鍋・査のみで、

は認められない。これらのうち窪、特に犬養になると思われ

る破片が大半を出めている。

前述のように、 SN223出土遺物のなかには、窯廃棄後に流入

した遺物が確実に存在する。従って遺物の出土位置(層位)によ

り、窯で焼成されたと考えられるものと、二次的に流入したも

のに大別できる。しかしながら、両者を厳密に線引することは、

困実在であろう。たとえ 中において黒色処理した土

る点も一つの証左になる。部器と焼 のある

から流入あるい された遺物は、 されてま

もない頃に行われ、かっ窯休中央部にまで入り込んでいるので

ある c 明らかに のものを除くと、出土したj宝物

製品か否かを明示できない状況に貴かれていると言えるであろ

っ

これから るj室午旬、特にL和二関しでは、 から;欠

のように類別した上 を進めてしベヮ
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第 2章調査の記録

( 1 )窯底部出土

( 2 )埋土下層出土(これは窯底部出土破片と埋土中出土破片が接合したもの)

( 3 )埋土出土

( 4 )崩落した煙道部に流入・投棄されたもの

( 1 )については確実に窯で焼成されたもので， (4)は逆に明らかに窯で焼成されたものでは

いことが分かる。 (2)は、 ( 1 )同様窯製品とみられるが、流入の可能性がないわけではない。

( 3 )は煙出しの土坑(SK222)からの流入である可能性が高い口

( 1 )窯底部出土

より出土し 、1不ー饗・鍋・ ある。

①i不(第263図-382~416、図版116)

図示し得た坪は35点である。底部には総て回転糸切り痕を留める。切り離し後の二次調整の

有無で2分類できる 0

1 類(第263図-382~388、図版116) 体下半部に手持ちヘラケズリを施すもの( 7点)

調整部位は体下半部のみで、底部に及ぶものはな Po また382を除いて体下半を一周するよ

うにケズリ調整が認められる。本類に共通して言えることは、いず、れも焼け歪みが著しく、 38

3・384. 386・387は器商が海綿状を呈していたり、割口も還元しでわり、複数回焼成を受けた

ように感じられるものである。色調は灰向~灰~日音灰色を呈している。出土位置は区画C.E

で検出されたものが多い。

口径11.4 ~ 12 . 5cm (平均11.94cm)、底径4.5~5 .4cm (平均5cm)、器高4.5~5. 2cm(平均

4.75cm)である。

E 類(第263函-389~400 ・第264図-401 ~416、図版116) 二次調整が施されていないもの (28点)

本類の特徴を色調の面から観察すると次のようになる。

a.内外国とも明褐色を呈するもの(392・394・403・404)。

焼成は良好であるものの、単独で、出土した場合、土師器と見違う可能性が高い。

b.内面が明褐色、外面全体にあるいは一部が灰白色を呈するもの(389. 395 . 397 . 40ト 390)。

c .内外面が灰白~灰~暗灰色を呈するもの(上記以外)。

cはI類同様焼け歪みのものが多く、 409は口縁部が大きく焼け歪んで外反している o 416は

器肌が海綿状を呈し、 395. 408 . 414などは、窯内で複数回焼成されているようである。また c

にのみ認められる特徴には391・396・400・405・407の5点に、黒斑が存在するということで

ある。一般的には、須恵器に黒斑は認められないとする。しかしながら明らかに灰白色等を呈

する焼成良好な郊の一部分に黒理をもつものが存在するのである。黒斑、言い換えれば焼きむ
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410 

¥ 

lOcm 
S N223第1号須藤器窯出土漬物;須藤器杯(2)

番号 出土位置 口径 底 11¥ i器高 色 司，¥1 f結 番号 m土位置 口径 底筏 (rr1 rl;i を2 市号 1備 考

389 区画D 10.9 5.0 5.1 明溺~灰色 403 仮面II日 12.1 5.4 4.7 ilm~)色

390 IKlilJiF 11‘4 5.4 5.0 自月 ls.'，~灰白色 404 区l出R P " ti.O 4.5 l別件1色

391 IKiilJiA 11.5 5.6 4.9 灰白色 黒時uうη 405 区画F 12.2 5.4 S.l 灰白色 よ号斑あり

392 区iilJiC 11.7 日月栂色 406 区副! 12.5 6.0 0.0 ikl'J色
J 393 区lilJiA 1l.i 5.2 4.5 I l1d3~以 407 区iilJiA.E 12.5 6.1 灰白色 思斑あり

394 区勤B;Fi'C 11. 7 :1..1 l.6 日月褐色 408 K両A'fl'F! 12.9 4.4 (長色

395 区i弱C 11.7 。/ J q H)j樹~以内色 409 I rX:iTIilC 115.1) f 5.8 4.5 収円色

396 ri対iBCf) I l.~ 5.:l H月 t.\l~ I任[1色 η <110 R前iF'H 11.7へ11.9 Hifが;色

月97 区画G 11.8 5.4 ，1.6 Iljil.詰~灰rl色 m 区IlffiC.D 11.7 U!'i'灰色

区向E.G 11.8 '1.8 S~ f.句石臼色 412 Fそ函Il.H区@j ム3 /1，臼色

399 ~m:部 11.9 I っ日 灰白 ~lig.灰色 413 反露日l下) 灰白色

400 嗣A.C 12.0 4.9 4.7 J/i白色 1.¥¥I;(Eあり 山
叩

!1ir灰色

401 1X:lilijN.C 12.0 5.9 5.0 1111 r，¥J-. 1/，(1色 415 i主的A !火 H~ 灰色

402 UI麗C 12.1 6.1 灰!~!色 416 lメ雨B.Drfr I頁内~灰色
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十二林遺跡

らが生じたがゆえ、窯内に遺されたと理解できるかもしれない。

法量は計測可能なもので、口佳10. 9 ~ 12. 9cm (平均11.91cm) 、底径4.8~6.1cm(平均5.48cm)、

.4~5.5 (平均4.79cm)を示す。

②饗(第265図・第266図、図版116・図版116)

窯底部から多量に出土したものの、復元実測できるようなものは少なく、全体の形状を想定

できるものはごくf草かである。 から 3分類できる。

a .口答が20cm未満のもの(417. 418・419)

al主頚部が直線的に外傾して立ち上がり、口縁部で外反するものである。 417は口径15cm、

径25.1cmを胴中央部にもつもので、底部を欠く。外面はロクロ成事整形の後、網中央部以下に

i14下方向のケズ 1)を施している口内面は腕下半部に縦{立方向のナデの後、横伎のロクロナデ

を行っている。 418. 419は共に焼け歪みの著しいもので、外部には縦伎のタタキ呂痕が残る合

口径は418で15.7cm、419で16.2cmを?JiUる。

b. 口;径が20~30cmのもの (423 . 425) 

bは頚部から口縁部にかけて外反しながら立ち上がるものである。 423は口径25.4cm、最大胴

窪46.2cm、推定器高51.5cmの丸底を呈する。外商頚部以下には縦位の平行タタキ毘が認められ、

内面網下半分にのみアテ具痕を残す。このアテ具痕を消すように不定方向のナデを施している 0

425は口径24.6cmを測るものである。外国頚部以下には縦位の平行タタキ自を留め、口縁~頚

部はロクロによるナデでタタキ日を消している。内面には外面と異なる工具による平行タタキ

毘と、うろこ;1犬(同心円状)のアテ具痕カf認められる。

c .口径が40cm以上のもの(422・424)

cはbと同じく、頚部から口縁部にかけて外反しながら立ち上がり、口唇部が下方につまみ出

されている。 422は口径45cmの大型のものである。最大径を胴中央部からやや上にもつものと

考えられ、少なくともその径は76cmを測る。外面は頚部以下を縦位の平行タタキ呂の後、口縁

~頚部をロクロナデ、内面にも工具の異なる平行タタキ白を留める。器厚が12~16mmで、大き

さの割には器厚が薄い。 424も422と同様の成・整形、調整痕をもっO 口径は40.4cmを測る。

420と421は平底を る底部資料である。 420は底径10.9cmで、外国には縦位のケズリ、内

面にも縦{立のナデを施している。 421は器面が海綿状に変化してわり、かっ歪み著しく、窯内

で複数回焼成されたものと忠われる。底径は9.5cmで、ある。

426は腕部資料で外面に縦位の平行タタキ目、内面にも平行・放射状のタタキ日(アテ具痕)

と、 425 と同様のうろこ状のアテ具痕が認められる。 427は丸底を呈するもので\器厚が18~22

m とだいぶ肥厚している。内外面に平行タタキ日を残す。

第267図429は嚢の破片である。外面には縦{立の平行タタキ自を施してわり、窯内l:B土の饗は
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第266国 S N223第1号護憲器禁出土遺物;須憲器聾(2)
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429 

第26i図 S N223第 1号須恵器窯出土遺物;5真恵器護(3)

次に述べる特殊なタタキ日以外は総てこ タタキ目をもつものである。 部(こ 9 

cm、短径7cmのリング状に器色の変化域が認められる(スクリーントーン部分)。 これは焼成

の際、護(破片)の上にj尽か査の底部が置かれていた跡ではないかと思われる。

第269図430~434は衰の破片である口これらの警は外面に井桁と三角形を組み合わせたような

特殊なタタキ白が認められるものである。小破片を含めても 6点しか見いだすことができ去かつ

った。 430と433、431・432・434は同一間体の可能性がある。

430は胴下半部の資料である。器面整形の順序は、外面て哨創立の平行タタキ目→特殊なタタ

キ日→横位のケズリ・ナデとなる。内面は不定方向の放射状タタキ目(アテ呉痕)→ナデである 0

431 ~434は外面を特殊なタタキ日→ナデ、内面を不定方向のナデとなっている。

この特殊なタタキ目は、タタキの後のケズリ・ナデにより消されているものや、タタキどわ

しの重複で工具原体を容易に想定できない。そこで重複するタタキ目を分解・再編成し、模式

的に図化したのが第268図である。黒く塗りつぶした部分が工具に刻線・刻日を付していること

を表す。これによると、 5本を 1組とする平行刻 一

線とこれにほぼ直交する 5本 1組の刻線を組み合

わせる。 1本の刻線は幅 1~ 2mm、長さ 60~65mm

になるものと思われる。これに大きく 2種類の刻

線が付される口 1つは、先の平行刻線におよそ45
0

の角度で中心に向かうように刻線・刻臼が施され、

いま 1つは、 2組の平行刻線を連絡して三角状を

形作るものである。後者は、刻線が2本の対角に

は3本刻まれている。この工具原体が6本総ての
第268図特殊タ女キ鼠O

破片に付されているかどうか、また変種の工具原 工異原体護式回
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>; 430 
f 特殊タタキ日

第269闇
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体が存在するのかについては、現段階では言及できない。

③鍋(第270図428、図版117)口縁部破片が4点出土しているが、いずれも同一個体と思われる。

428は焼け歪み著しく、口?壬を計測できない。胎士には窪 lmm前後の砂粒を多量に含んでわり、

器聞がザラザラした感じを呈している。外面はロクロによる成・整形の後、縦{立・斜位方向に

ケズリを施している。内面はロクロナデである。色調は内外とも灰~暗灰色を示す。区画Cと

¥ 
¥ 

。

。
第270図 SN223第 1号須恵器窯出土濯物;須恵器饗(5).鍋
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Gから出土したものが接合した。

(第271図435~448、図版

とみられる被片はコンテナで]箱足らず、である。しかも全体像を1I月らかにできるものはな

いが多くは長頚査になるものであろう。 435~437は頭部以下の資料で外面にログロ成 e

にケズ IJを施している。最大窪は435. 436で胴中央部にもち、 437では中

339 

441 

444 445 

lOcm 

笛

366 



第 2主調査の記録、

央部よりやや上になる。 3点ともその径16cm前後と近似している。成形方法でみると435は、

胴部・肩部・頚部を別々に製作して接合しているようである。 436は鋼部~肩部までを一気に

作り、頚部を接合しているようで、この際の指頭、によるオサエ痕跡が内面に顕著に残っている G

438は頭部~口縁部の資料で上記3f間体とは別個のものである。 439は肩部の破片であるが、内

面が剥落しており、頭部との接合方法は観察できなし ~o

440~447の 8 点{土、 の資料である。高台の接合方法で2分類できる。 1つは、高台貼

り付け前に底面を菊花;j犬に削り出しているものである。接合後に高台の局辺部を中心にナ

により粗く整形している。このため接合前の痕跡が残る。 447を除く総てで、 436も含まれる。

いま lつは高台貼り付け後丁寧にナデを施しており、接合以前の痕跡を観察できないもので447

する。後者は前者と異なり高台そのものも整形しており、製作工程上両者では大きな稿

たりが感じられる o 448は、底部に回転糸切り痕を留めるもので、査あるいは警となるもので

あろうか。

( 2 )埋土下層出土(第272図449~458、図版118)

窯底部出土のものと埋土中出土のものが接合できた資料をここに一括する。 月10点が該当す

る。器面の状態、色調から 2分類できる。

①内外面が明褐~灰白色を呈しているもの(452・453・457)、窯E支部出土E類bに類似する。

②内外国とも明褐色を呈し、部分的に黒斑が認められるもの(449・450・451・454・455・456・

458)、色調の面では窯底部杯分類の立類cに類する。

窯底部出土の杯と比較してみると次のような差異がある。窯底部出土のものは灰白~白色を

呈するものに黒斑が認められ、明褐色を呈するがには認められなしユ。埋土下層出土では全く反

対のことが言える、という点である。いずれにしても両者とも窯内で焼成されたことは黒斑の

存在からも確かのようであり、土師器のような色調を呈していても須恵器として扱うべき資料

であろう。

( 3 )埋土出土(第272図459~467、図版118)

いわゆる須恵器と土師器が混在す三る。煙道部から二次的に流入した遺物も含まれている可能

性が高い。

459~462はと記②と同ビく、内外面明褐 し、部分的に黒斑が認められるものである。焼

成は良好である。以上埋土下層の須恵器杯と合わせた法量は、口語11. 3 ~ 13 . 7 cm (平均12.3cm)、

底径4.9~ 6 cm(平均5.54cm) 、器高4.4~5.2cm (平均4.9cm) となる。 463~467は土師器坪である。

前4点と比較し:極成がややあまし黒斑は認められない。色調は明褐~浅黄i笠色を呈する。底

部には回転糸切り痕を留め、 467の内外面口縁部には煤状炭化物がび、っしり

( 4 )崩落した煙道部に流入・投棄されたもの
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番号 出土f立霞

449 窯底部区画C

450 窯 j底部

451 議l底部区画C.H

452 主主!志音15

153 ，*!î~部・区魁E.H.G

454- 窯底部区画F

1::i5 三』底部区画H.M

456 ~底部区周E.H

457 窯底部区商品i

458 底部区t留日

第272図 SN223第 1号須恵器窯出土遺物;須恵器杯@土師器部

第12表出土遺物観察表(3)
ロfi 底 f手 器高 巴 長崎 f鵡 考 番号 出二i二位置 日 iI itE i王 器高
11.3 5.6 5.0 ，159 3主体埋土中 12.0 5.1 4.4 
11.O-1l.o 5.8 5.4 460 宇塚仁中 12.3 5.4 5.0 
11.8 6.5 4.5 461 議{本月t!土r:!] 1 Z. 7 5什3 5.内4 

11.5-12.0 5.0 <1ムqー~5ι 4.62 言語体内土中 13.0 

12.2 4.9 5.3 、 463 ~j下lfR土 q ， 10.9 .U) 4.G 
12.2 に5，4， 5.0 464 三主体選上中 11.7 3.8 
12.3 5.9 5.0 165 言語体埋J二 12.3 J.J 4.6 
12.5 6.1 466 ~f本埋J: 仁þ 12.6 J. b 5.3 
12.8 4.8 ，167 j完{宇埋土中 13.8 5.5 4.6 
13. I o.u 5、11

」……
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番号 出土位置 口径 i怠径

468 R P40 11.5 5.2 

469 R P 29.31 11.6 5.2 

470 R P43 11.9 5.2 

471 R P60 12.0 5.5 

4{乙 R P62 1o.2 4.8 

473 R P58 12.2 4.4 

474 12.2 5.5 

475 R P6i 12.2 '1.8 

471) R P 32.57 12.3 5.0 

.177 12.3 5.2 

478 R P42 12.4 5.0 

479 R P27 12.4 5.0 

480 RP7 12.4 5.4 

481 R P 1 .6:， 12.4 
482 R P20 1:::..1 5.'[ 

483 RP2 12.5 

第274図 SN223東端煙出口内出土遺物;土師器饗

第13表出土遺物観察表(4)
r~ でjロ.J 色 調 備 之予払ラ 番号 出土位置 口径 1底設 器高

4.8 赤褐色~明褐色 484 RP48 12.6 4.7 4.7 

4.1 赤褐色 485 R P16 12.6 5.3 4.6 

4.9 赤褐色~明f母色 486 13.0 5.8 4.9 

4.9 明褐色 487 13.5 6.5 5.0 

4.5 J主裁t霊色 二次火熱 488 R P12 5.8 

4.4 赤掲色 二次火熱 489 R P64 4.8 

4.1 赤褐色-1珂褐色 490 R P36 13.0 

4.8 赤尚色 491 R P53 

3.0 赤褐色 二次火 492 R P47 11.8 4.7 1.9-3.5 

5.0 ;主黄後色 493 RP8・9・15.2ト34 14.8 9.0 16.5 

4.8 ;主黄澄色 二次火熱 494 R P23 白。山。 F口

4.6 赤褐色 495 RP26 

4.6 浅黄fき色 496 R P[ヲ 15.7 

4.9 j金貨鐙色 497 IlP17.38・45・55 10.9 

.¥ .8 ;主主Im.色 498 R P4.1 8.4 

4.4 明褐色 499 8.0 

370 

色 説書 備 考

赤褐色~明掲色 二次火熱

i主焚燈色 二次火熱

赤褐色

明褐色

浅草2燈色

j芙黄掻色黒色

赤f品色

;主資f宣色

右手f.¥l色 耳皿、二次火熱

赤褐色--i主貨危色

赤褐色-1全黄待色

赤褐色~浅黄信色

赤控j色空貨|音色

赤褐色

赤褐色-i主災復色

|赤褐色-sij褐色
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S N223煙道部崩落後に流入暴投棄された遺物である。いずれも土師器で器種には坪・

付;印(内面黒色処理の施されたものも含む)・耳血・饗(非口ク口成形)がある。

①坪(第273図468~489、図版119)

t不は22点図示している。底部には回転糸切り痕を留める。 472・473・476・478・484・485は

二次火熱を受けているが、窯内で高温を受けたような痕跡を示しているものはない。 また473

・482・485・488には胎土に細砂粒を多く含んで台り、 かつ全体的に焼成がややあまいものが

多い。窯内出土の土師器、のような須恵、器とは、やはり胎土・焼成の部で、も異なるようである円

口後11.5 ~ 13 . 5crn (平均12.33crn) 、底径4 .4~6.5crn (平均5.16crn) 、器高3.9~ 5 crn (平

均4.63crn) である。

②高台付:1:不(第273園490・491、図版119)

内面に黒色処理を施すもの(490)、これの認められないもの(491)の2点で共に高台部を欠く。

490は杯というより椀状を呈するもので、内面は横位・斜{立を中心とするミガヰ後、黒色処理

している。 491は底部に回転糸切り痕を留める。内外面とも赤褐色を示すもので焼成良好で、あ

る。

③耳血(第273図492)

492は、 日後10.7crnの血の二瓦を折り曲げて耳凪としたものである。底部には回転糸切り痕

を留める。胎土には細砂粒を多く含んで、いるが、焼成は良好で、ある。二次火熱を受けている。

④饗(第274図493~499、図版119)

図示した 7点、は、いずれも非ロクロ製品で、外面にはケズ l人内面にはナデを施している 0

493は、頚部に指頭によるオサエが残る。 493・496は内面ロ縁部にのみ煤状炭化物が付着して

いる。 497~499は底部をナデにより整形している。 497は二次火熱を受けており、 498は内面に

煤状炭化物が付着している。

( 5 )焼台(第275図~第280図、図版121~図版123)

窯体内底部から須恵器に混じって、窯底に量かれた須恵器を水平に保つための軽石製焼台が

出土している。高温で破砕した破片も含まれるが、復元作業を終えた結果、計53個が得られた。

これらの焼台は原石に軽石を使用しているが、採取された原磯をそのまま用いたり、扇平磯

の周縁を打ち欠いて円形に整形したり、また、破砕した破片を再度利用したりしている。原磯

をそのまま利用する場合は濡平な円~角磯を多く選んで、いるが。大形の護など、焼台によって

支える部{立が底部より相当の高さにある場合や、急角度で支える必要のある場合には501、541、

551のようなかなり分厚い磯も用いられている。また、須恵器底部と窯底部の間にできた隙に

掃し挟むような場合には、 534のようなきわめて小さい擦も用いられている。周縁の加工は不

定形の扇平礁にも認められるが、 515. 544・548・552では一旦原礁の周縁を打ち欠いて平面形

371 
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出土区幽

A 

番号

148 X 88 x43 
424.8g 

A 

下
い

区!の上側面に整形痕あり。側面がやや溶融c
は96x83mmで中央がやや凹んだ曲面。タタキ
を残す。底面との角度22"。

全体の形状を打割って作った
使用。国の左側縁一部が僅か
56mm，誌面倒カf破砕するため

原磯は扇平な円礁。
面は原磯表面を残す。
しは査の底部が融著している。

原礁は扇平な円磯。須恵、器に当っていなかった側
の表面は緑灰色に溶融・膨脹。下面は原喋表面を
残す。台面は81X55r問、底面との角度270 。

原礁は円礁。表面から側面にかけて淡緑灰色に溶
融。台国は66X57mm、底面との角度260 。

丸501 

立三
138 X 112 x34 
317.6g 

A 
502 

丸

平

1つA Qワy ，~点

230.3g 

114 x106 x46 
173.7g 

Fミ

B 

503 

504 

平

127 x1l5 x43 
530.5g 

123x 99x40 
320.9g 

B 

C 

505 

506 

平

留の右側主還を打欠いて若干の整形を行った痕跡あ
り。表裏、側面とも灰褐色の原礁表面を残す。台
国は 106X77mm、底面との角度280 。

原礁は角のとれた亜角礁。表面、側面が部分的に
淡黄灰色に溶融。台頭は78X4白1m、底面との角度
650。

やや嬬平な円礁の破砕片。表面から側面にかけて
淡黄灰色に溶融。残存する台面は54X24mmで、平
底の底部屈曲の痕跡が残る。

{~tl縁を若干整形。側面に淡総灰色に溶融した部分
あり。底部は赤褐色。台面側は破砕して失われて
いる。

原磯は角のとれた亜角様。表面は淡縁灰亀の原磯
部。台面は73X39mm、底間との角度目。で、表面:
は般密である。

2個の1擦が融着している。上の石は暗緑色に溶融
膨脹して原形をほとんど失っている。台面は104x
101 mm、底面との角度250 。

原礁は扇平な円磯。表面僅かに溶融。全体に灰褐
色の原磯表面が残る。台面は82x79切mで、平底屈
曲部の痕跡が残る。底面との角度210 。

扇平礁の周縁を打ち欠いて円形に整形してい
全体に明f火褐色を呈する。台出は55x47mm、
とのなす角度17"。

- とれた亜角礁。全体に灰褐色を呈する。
られず。
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番号

520 

521 

133 74 67 
208.1当

E 
ア/今

1
 

1
B
 522 

98 (83) 

248.ョ
E
 

rn円
、Jムリ

を利用。決緑!氏自を呈し
2ド1がめり3込んでいる。
の角度10

0

前後である。

角のとれた亜角礁を利用している。表面は被密で全
体に11音緑灰色を呈する。台面は86X49mnh底面と
の角度250 である。

3つの般砕片が接合。扇平な情IIJii柴が用いられ、
2つの平成庄痕がある。回!の左{ftIJ(土径約9伽1m、成
田との角度28

0

。右側は径90mm、底面との角度26
0

0 

角のとれた鹿角棟、ほとんど原礁のままである。台
面も認められない。赤褐色を呈する。

工IZ.丸

F 

126 X 99 61 
390.9g 

E 
524 

)L 
144 75x36 
245.9g 

fア円「で
リ山リ

'F"平

99 78 x49 
203.2g 

281 190 60 
1，809.9g 

F 

F 

526 

527 

F 

し、鍛密であ
るか、台面

角のとれた盟角l味。表面11音緑灰色
る。一部須恵器の細片がめり込ん
は認められない。

嬬平な惰円li集の)習縁を整形。一部欠損している。
表面淡緑f灰色に溶融する筒所がある。台市は100
74mmで、底面との角度は20

0
である。

角のとれた亜角傑を利用。側面が淡緑灰f互に溶けて
いる。台面は暗赤掲色を呈し、 79X70mm、底面と
の角度38

0

で、先端にタタキ日痕跡を残す。

一部破砕し、表面も鍛密であるが、原石の扇平離
のままであり、台面も認められない。

93 x 78 x72 
114.8g 

528 

平

丸

93 x85 x61 
255.4g 

127 85 33 
247.9g 

127 99 x66 
514.0g 

F 

日

G 

529 

530 

531 

いている。全体に亀裂が多くfJ1'f*;J~灰色
。台回は163~< 118と広く、タタキ日痕を
な緩い曲面である。底面との角度20

0

0

小さな届平礁を利用。 IIYl-*示灰色を呈する。台屈は
般密である。 34x43mm、底面との角度12

0
。

G 

533 丸

(100) x95 x36 
67.3g 

237x154x75 
1，697.2g 

日

532 

扇平!擦の周縁に整形を施したもの。 側面は半透明
淡緑灰色に溶け、大きな曲面の台面は級宮で、 73
×71mrn、底部との角度は270である。

楕円擦を用い
下側1](二僅かな
I ，)良が残り、46x 
「ー一一一一一一一

平な
いる

80x 54x21 
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十三林j立跡

を円形にする

たもので、ある口

が行なわれている。 548 昏 552~ どはそうして作られたものの破片を再利用し

は沼恵器の焼成溢度以下 するため J~目撃の !十ア! こド L'1 ，、、、d〆 cr、守、

して微密である。

ものまである。また、同じ個体でもその部位によって表面の状態、

;土日正

を呈する

なる。

していた部分以 iぺ台記と の なぜ!]になって

uスJ1f
士y -

よれ左I_，誌が るごと{土をイ、地の部ラト 会空すろ

も、赤褐色~褐色であることもある。側面は最も を受け易いため、ほほ例外なく、

第16表 s r~ 223第 1号須恵器禁内出土焼台観察表(3 ) 

番号 震 行出l 原(i柴Æ~;IR .台 i面 Jí~;1犬角度;J:ど

×最大I!J高xJ亨さ
扇だ痕平が跡、な亀円を礁残裂を いる。台と全面体は6に4淡×椋36m灰m色て、を呈底屈し徴曲密部54u x1U4X43 司王

342.5)1 の すも。 の角度は17"で平ある。

J 128 97 75 角台はの8面5とれ6除8たmいm亜でて¥角は礁底原を礁而.用のといる。 全そ体に黄掲ゃ残あ色するを呈し541 I を 表面角をのまま
× の !支は48

0

で 。

542 I 
J 124 x 99 

にjダミ褐色を呈し、は

295.6g 

K 124 83 x46 級扇平生:な楕あ円礁ふfιを用亀いる
543 I 平 で るカ、 裂角も入ってい0'0

2U9.7g mm、底面とは25
0

の 度をなす。

K 98 x 67 x 34 l 利属平用礁の周面む淡*~整形し溶て融円形にしたものの破片を
544 I 

145.4g 
平 。側 灰色に 。台面は78X58mmで、220

の角度をもっ O

545 I 
L (95) X78 x54 | 惰台角度面円蝶はを高な仲台す付。底底た部半部中欠の央庄品ι釦削削の痕0

11
1庄H川叩11を痕もはち39、×底3面1mmととは小27さ0いの。

137.2g 

L 12ux 79x55 問の褐とれたf角d拘す束で、 の まである。灰褐色

546 I 
191.1g 

~明色を る。 られない。

L 97 x 64 x 55 角融磯両密あるいは破砕官台した破片を使用 明褐色曲で全体
547 I }L に である。角面をは93x 52mmの大きな固で、

239.2g lだシつがの なすハ

L 137 x 84 x49 
し

548 I 
354.3g 

平

549 I 
L 121 x 93 51 

まし
スス抗日口

55u I 
M (165) 125x54 

平
672 .4g 

551 I 
N 

→メ一‘L 

平

378 



こ

547 

己

ぐ一一一¥

亡コ

548 

しJ C 
第279国

379 

第 2章調査の記鈷

538 

542 

545 

須車、器片



ト二件遺跡

ζ二二二二コ

須恵器片 己コ
必i平底屈曲部圧痕

第280図 SN223第 1号須恵器窯内出土焼台(6)

色~淡縁灰色に還元している。また、溶融した部分が透明ないし半透明にガラス化する場合も

あり、さらに、高温と須恵器の在力によりアメ状に影張するものもある。底面は一個体の部位

としては最も温度の低い部分であり、多くの場合、原礁の気泡痕がそのまま残り、還元してい

ない褐色~赤褐色を呈している。その他、高温のために須恵器破片が焼台内にめり込んだり

(55・539)、須恵器底部が焼台表面に融着しているもの(505)もある。

53の焼台中、 42個までが台面をもっている。台面は平坦面(表中「平」と記入)のものと、曲面

(表中「丸」と記入)のものとがある。前者のみの台面を残すもの25個、後者のみのもの17個、両

者を併せ持つもの 1個である。平坦な台面をもっ例では、 502・504・514・520・527・531・53

3・538・548・550・552・553が平底の輪郭(屈曲部)庄痕を明瞭に残している。出土した須恵器

の中には認められなかったが、庄痕から判断すると底径 9cmのものが多しAo 527は焼台中に 2

つの平底庄痕の認められる例である。 また、 545は高台部と底面中央の圧痕が残されている。

が曲面になる例では、 503. 531 . 533 . 549・551が、 タタキ呂を自央しとって

いる。焼台は斜めに上る窯底面と、水平にわかれる須恵器との間に掃し挟まれるため、

器の圧痕である台前は焼台位置での窯!忠商の傾斜、あるいは支える境恵器の部伎にr;芯ピた角度

を焼台白身の底面とのi自にもつO 台面が曲面である場合にはその角度は一様ではなく、また焼

台底面が平坦面であるとは限らないため、その計測値は厳密であるとは言い難いが、計測可能

380 



打者赤褐色 ( 5 YR 3/11) 10層
との境界ははっきりしている。
スミの小片を多く古む}先端

部ほど{沙を多く含むの
15/府 11青赤褐色(5 YR 3/ 4 ) 15Na 

よりスミはやム~_)少ない。

i貨i立t褐色(仕lOYR5/8) ;宇f引'11ιI
孔隙が多く柔し込'O薄等〈シミ J状I;J伏7犬; 
に力焼2一土1:::f化ヒしている 3
色 (10YH1.7/1) 炭1，;'，土
木炭層 c 詑50mr日程度の太さの
ものから砕Jtとなったものま
で含まれてし￥る。
明貸出色 (10YH 6/6 -_ 6/ 
8) M問。孔隙は少なく、か
たくしまる部分ときわめて柔
L叶1)分とが混じりあっている。
焼土。炭化!簡を合も

黒褐色(lOY沢2/3
18F:ヲよりも孔I\}~ は少なくし
っている。焼土、炭化物とも
fTまれる割合は小さ l
IIJ:J赤褐色(lOYR7 / 6) 21層
より砂官分少なく粘性あり
日月赤褐色(5 YR 7/6 ) 
なく基盤府。 潟西層(砂)の
r. (7)粘土質土にji:t，を混ぜたも
のを意図的に教いたもの。

ぷ色(lOYR4/8)硬度あり n
赤化した砂。スミを含まない門
砂とともに数いたものか。

赤耐色(5 YH 4 /6) 15層と
IIIJじ性質のもの。スミを多量
に含む。 15層はやや赤l床強し
赤褐色(lOYR5/6) 30層
りややH音いかc 25層の 1--に敷
いたもの。
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赤褐色 (5YR 4 /8)半11j質。
シルト質の焼土。

褐色(lOYR4/6) 
炭を含むυ 孔隙は少
っている U
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じえる
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(lOYR 5/8) 砂質土。

21、22，19層と同様の性質を
もっO
明黄褐色(10YR6 / 8) vn 1曹
の崩落士。

明赤褐色(5 YR 5/8) vll 1習
が火を受け変化した部分。
i明赤褐色(lOYR7/6)赤化
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1 J'百 黄褐色(lOYR4/3) にぷい黄掲色。
シルト質。かたくしまっている。

黄掲色 (10YR5/6) シルトFT
たくしまっている

f品色 (lOYR 4/6 ) 
黄褐色(lOYR5/6) シルト買っや
や孔i棋がある。
褐色(lOYR 4/6) f沙質土。 6)日;

との境界ははっきりしないが、 6Ji[~ 
よりやや宇IJj'lif]:jらり l 砂十粘土 I~?，ì e 
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の基盤!国 (V層)の!万j泣褐色(lOY
R 6/6)砂…i二を小ブロ yク;1だにi3;
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な38，点のうち、
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220 )を補正し、

な角度をも

タ司会 '-1 -，-<乙 ニロヨュ寸丈二マ、会ごL
らi与 4二与主 品川て

は650で、 35
0未満のものが30点、 350以上のものが8点ある。

が}J~倒的に多いのは、ゃ;土りその目的が窯底面の角度(l6~

を*;y(こ{呆つためで、あったことによると忠、われる。また、 350以上のたき

となるものが 5点あり、これらは、大形護の丸底部分を支えた

ものとみて良いであろうむ

S N220第 3

C T'-'L! 
弘コ 1'1 

凶H長99.出版100)

で検出された。斜面中絞から

、赤褐色に焼土化した (焚口)

にあたる筒所の地山面を

した。焚口から までの

全長 7m、茨口部の rlJ話55cm、窯体内前部、中央部、窯尻での ijJ話が各々 、 1.lm、1.35m、1.35mを

測る υ 平面形は細長い羽子板7与を皇し、やや北側へ写出しながら掘り込まれ

である。窯体中央部の横断面にあらわれたセクションによれば側壁はやや内傾し、窯底部から

80cmほどの高さに天井部から崩落した赤褐色焼土層が堆積し、側壁はやはり窯底から1.lm程ま

でが火熱を受けた痕跡を留めている。わそらく、本来の高さは1.2m前後にあったものと判断さ

れる。窯底面は焚口前底部から奥壁まで7O~ 8 0の一様の傾斜で続いている。焚口中央と

中央を結んだ仁[::IIj!rJJ線はN-520-Eの方向にあり、斜面の傾斜方向からは 8。南にずれている。

焚口の前庭部は八の字形に開いた平坦な作業面であり、右側に径 1~l. lm、深さ 30cmの円形

の土坑が掘られている。また焚口左側の窯底から80cm程高い位置からは大型の製鉄炉炉壁破片

(557)が、またその位置の手前、 40cm程下位のレベルで同じ (556)が、小形の土師

を下にして、さらにその奥の20cm程下位のレベルで鉄浮(555)が出土している。これら

と鉄淳はその出土状況から、焚口の閉塞に用いられたものと判断される。

-側壁から崩落した焼砂層が、木炭片を混えて厚さ30cm程に堆積している。

断面の観察ではこの焼砂層に 2面が認められ、最低 3図の操業があったことがうかがえ、

田の使用面上から多量の木炭が出土している。焚口先端から5.4m程進んだ箇所の右側壁に、f!J話

30cm、高さZOcmの煙道口が開いている。煙道口も案、底面の上昇とともに次第に上ヘ作り替えら

れており、調査時に残っていたのは最終回操業時の煙道口である。ほIi'窯底面にあわせてスサ

入りの粘土を塗り固め、 2個の側石を据えそのうえに天井を支える石を置いて構築している。

側壁のうちスサ入りの粘土J土この煙道口部分にしか使われていな~操業に伴って拡がる間口

を補修し、 諭定の大きさに保つためにとら :11た措置である。天井を支える石の置かれたレベ

ルは術事目玉の翠阪府から50cm上i立にある己煙道{土宗{本右H!IJ壁の外出lU9ucm程の箇所に'聞出しとし

てi明日する 50cmで、 に掘り込まれている。 煙出し

までは3.2IT1の深さがあり、氏部はの 90 し

，~く)し より25cm程下位にある に掘り込まれているが、
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ト二林j宣跡

いる円やや円味をを土るにしたがい、

-JJ' 出その大きさ、(556・557)は、焚口左{RIJから出土した

した!享さ 4cmを測る。表面中国40cm、さ40.5cm、われる。 557鉄炉に由来すると

された凹面には、燃料にしい凹凸を呈し、特に上部はガラス質の光沢を[十

のスサ入り面はその申請は1.5~3. 3cm手呈で、ある。
、
1
j
 

l
ィ用いられた木炭の痕跡

555の鉄j宰は断面半丹:[夫J二人れられている c

および破断面には惹が入り、

。:つ方向に対しス面であるが、

庁、‘、主トーし止、"DI、下rI
νノ1['(コ_LγH71j'IJめく';}oを呈する

554 

5 cm 

384 
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ス一フカ もある。 力はほとんどない。残存する彼片の長い方

し渡し22cm、中央部 さ8cm、重さ1. を測る 5 また に押しj告された

で

の剥落が著し llO 口径12.8crn、底径6.5crn、 .7cmを測る。

S N221第 l号鍛冶関連遺構(第283図、図版103)

S N220須恵器窯の南東fHlJに位資する。

斜面中肢の地山部 乙ー を出土する 士 lぺ _L'今"ヴー、白 f♂ II
J) ソ、 1 JVノ守、ノV

トを残して掘り進んだ結果、 と炭化物を混えた からなるイチジク形の炉体プラン

を確認したり

関口部から奥壁までの長さ1.8m、 .2m、問打部中高60ぞmを測る。確認苗から

の深さは炉体中央で、70cmである。 炉体中央を結んだ中軸線は N-63~E の方向にあり、斜面傾

斜方向からは 30酉ヘずれているむ

覆土は大きく 3つに分けられる。 に堆積する層は炉体内北側を中心にして焚口まで覆う

A~=15.500m 
0---

炭化物
出l
o U 2m 

IIi'I ii音訴j色(luYR3/4)砂質土。非常いかたくしまっぐいる。 炭化物!被長混入。

2層 褐色 (10YR4/6)砂'l!{土。やややわらかい。焼土粒子、炭化物微量混入O

31習 11音褐色(lOYR3/4J粒子の細かい砂13土、ややかたくしまっている。焼土粒子、炭化物微量混入。

4層 黄褐色 (10YR5/6)砂質土cやややわらかい。 時褐色土混入。焼土粒子、炭化物微量混入。

5年j 炭化物層

日!弱 褐 色(10YR 4!日}枝子の子互い砂皆士一非常にやわらかいー焼土粒子、炭化物P:塁浪人ゥ
}習 黄褐色 (lOYH5/6J粒子の荒い妙、'lct土。 非常にやわらかllc褐色土混入、焼土佐子及び小7ロソ夕、

炭化物少笠混入【

81腎 5昔赤褐色 (2.5YR 焼土場c マロ， .;;j犬;ニ ill 入 c 品J~土台

9 ~評決化物層 非常にかたい}誌がゴロコロしてい

6 n 黒褐色 (lOYH 2 i と物の有!I片がベースとな:); j主土粒子が(!I(か{こ7iZっている。柔かく fL隙も多いっ

1) b 褐 色 (lOYH4/61 Gi説よりもさらに位の荒い砂質土，j完結したブロ/人焼土化したブロ， 7 

日c 11青赤褐色 (2.5YR3/6J 幸月号

第283国 SN22i第 1号鎧;台関連遺講
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士 を覆う 1: ィ、ナ~ n ~t (ji) r，;)η 勺
か 1:，コムJコ
ザノ

関口部 て筏さ る三さらにその下には の詰まった

黒色土が)字さ30cm程でて炉体内を

焼土イヒした粘土のブロソケ

しているけこのうち、 jノ のi出には

している。

中に{乍られているが、

されなかったっ

によっ に変化はしていても、焼土イヒ

した黒色を呈するが、間L:-!部に

はvTIJ晋

ないしは国結し

i乏し "'-t ::!:: ~、?九寸...wースれにご に~ d、 ノ í~ /~，、 !j _./';... ') が貼られている口関口部はその前庭部 ァ、

角に開いている。

きなかったが、

に斜面下部から切り崩していったため、その範囲を特定することはで

な が前!定A部にあったものと判断した。 し

!二ilZいガサカ、、仲した を与えるつ 〈一

については、当初炉体内に木炭片が詰まっていたことから炭窯とも忠われた。{以

たような平面形をもっ遺構は、隣接する寒ハi立遺跡でも 3基検出されており、他に岩手

杉ノ上I遺跡でも焼土ピットとされて 5基検出されている。しかし、このような類例と比較し

としては説明できない特徴が認められる。ひとつは窯壁に一部ではあるがスサ入

り粘土が用いられている点である。覆土中の鉄j宰層の上にある硬化した粘土ブロックはこのス

サ入り粘土とともに、本来ある程度の天井部があったことを想定させる。寒川!日遺跡の炭窯の

には天井部を想定させるような硬化した粘土塊は検出されておらず、伏焼に近い方法がと

られたと判断された。また、本遺構出土の木炭には原木状態のものもあるが、それでも数cm程

度に砕けたもの

おり、これも

を占める。 SN220の炭窯出土の木炭に比較するとかなり細かく砕かれて

この遺構で焼かれたものではなく、他の炭窯から を充填させたことを

考え易くする。さらに、

来するものとすると、

上にあった粘土ブロック に構築された上部構造に白

は遺構外から流入したものではなし本来この遺構に伴ってあっ

たものと考えざるを得なし」以上のような点を考慮し、本遺構については寒川!日遺跡、杉ノ上

I遺跡の例とは異なり、その機能を鍛冶に関連するものではないかと した。他の製鉄炉と

の関係、また製品(あるいは鉄塊加工品)など本遺構の性格を確定するためには、明確にしてお

かなければならない課題は残されるが、いづれ類例とともに検討されるであろう。なお、細部

で異なるが、土j元内に鉄j宰の混入することをもって、その土坑を鉄j宰に結び付く作業場と

してとらえたものには、北海道サクシュゴトニJII遺跡第 3号、第 6号土坑がある

第 4節近代 レ
し4

で検出され のj童f苦(こは、 の南西端で袷LUされた 2 があ
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九人 :::r口-"ゐ〆7 二 11，-1
ぅFf'-ふ 戸j，'J友仁ノ

寸

h ， ， 
、J

1-- r 
にーに/

，_二ム
ザプヌ /よ ) ~コ、 などtど切つ

よりも上{立にJうること会考えると、こふー、

日月にffまれる もある c しかし、それらは明らか マ〕すると判断できる伴ffl遺物を

のみをとり 1:欠いており、したがって、ここ も

A 

SN89 

A 

11百黒褐色 (10YR 2/3)表土。

!言 溺色(lOYR3/2)焼土が多廷に混入O 炭!と校子少泣浪人。
MI'l:無しc ゴ:はやわらかくサラサうしている。

3 i守 赤褐色 (2.5YR4/8)焼土。ブロソケ状の成が重っている状
態)

4月号 制 色1l0YR4/4) 混人物無し tlílt~\în 土はやわらかい=
5 黒潟邑(lOYR 佼が多量混入 1 j:Ye七少iわ詩人。 Ni-j生

無しこ土はやわらかくサ弓サラしてハる♂
G llirt品色 (7.日YR ，11 完土伐多浪人ザ弱く

81，持 候j 色(lOYH4/6)焼士、炭化物少泣滋人n 給1'1:はなぐ+
[土i笠くしまっているc

91翌 日音補色(lOYH 3/3) i11¥人物無しむ粘性なく土はやわらかい。
lOfi'i 褐色 (7.5YH'1/山地山。
11層 間 色 (lOYR :l/ 6) i成人物然し主主主し上;土やわらか

くソボソして

辱 i反対色(lOYR 3)ローム校事混入。やや紡土lまし
っアいろ
~ 

13尽 fa} 色 (i.GYR ) ;主人物蒸しに枯 J:はやわらかい。
14婿 (luY R 1) 焼こと散t号、炭 1仁枝多豆 iJ-，~ 入コ粘1宅弱

7層保j色 R I I:Jt土、炭化物少量混入， MI'l:はなく土 土はやわ
i十r，i之ノ!

m 

2 
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十二林遺跡

げる。

S N88第 1 (第284図、図版104)

ME40・41グリッドに位置する c 前庭部作業面、突1:_1、窯体、煙出しからなる零尻から

口までの全長4.6m、最大幅2.8m、窯体中央での深さ82cmをrWJlr)、渋口、煙出しの各々の中央:を

結ぶ中lPfjl線はN-150 Eの方向にある。前底部作業面は議体の構築されている面よりは40cm

4勺
4 し

、西f~IJ に隣接する S N89の作業面と

から{土 2 しかない。南側 uアぃス

との間に設けら

7町、 i工白
ぜノ

焚口を伝って掻き出された木炭が、 0.8mX1.6mの範囲に破片となって散らばっており、その iて

を斑らに焼土が覆っている。焚口は!幅 1mで、作業面に開いている。窯{本は卵形のプランをもつ

が、底思は上端よりもひとまわり小さく長さ285m、幅14mの、やや細長い形状に揖 η込まれ、

く吸炭した面であ、る。焚口に近い側が 1X 1.6mの範囲で焼土に覆われ、その範囲を中心に

レンガや土管片が出土している。側壁下部は全周が堅く焼きしまった赤褐色の焼土面となって

いる。煙出しは窯体奥壁から70cm掘り込まれた先端にあり、抜き取られた土管の痕跡が認めら

れる。

S N89第2号炭窯(第284図、図版104)

S N88の西側、 ME40・41、MF40・41グリッドに位置する。 SN88とほぼ同形で、規模は

窯尻から焚口まで4.3m、最大幅2.4m窯体中央での深さ81cmと平面形でSN88よりひと回り小

さしh 中軸線はN-200 Eの方向である。 SN88と連続する作業面には、焚口の左側に径1.5

X1.2m、深さ20cmの土坑が掘り込まれ、また SN88に近い側に径 0.8mX 2mの範囲で木炭の散

らは、っているのが確かめられた。焚口は SN88と同じ幅 1mで開き、この焚口から窯体内前部

にかけてレンカ¥土管片が散乱している。窯底面は長さ 3m、i福1.6mで、作られてわり、窯体内

部の大きさに関しては SN88と同規模である。底面はやはり吸炭して真黒くなっている。側壁

は焼きしまった焼土面であるが、レンガを埋め込んでいることが、右側壁の焚口近くと中央部

の2箇所に認められた。煙出しは窯体奥壁からさらに70cm奥まった笛所に土管を据えて作られ

ている。

S N88の焚口左側と SN88・SN89の中間には、径25cm程、深さ 10~17cmのピットが 1 箇所

づっ確かめられている。 SN88の焚口右側では検出することはできなかったが、おそらく、こ

の3箆所に柱が立てられ、 2基とも覆うことができる j二屋があったと される。そのよ--1豆の

下にレンガや粘土を積み上げて窯天井部が築かれていたものと忠われるが、このような炭窯は

炭焼遺構の中でも「平:1:11面や斜面に対して対六状に掘り

にかけて平間もしくは下り勾配存有するタイプ!として される にはいるものと忠われ

る。このような構造の窯のうち と呼ばれるものは、昭和初年代まで慣われ、 多
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調査の記銘

まで広く

第 2章

『ヂノ、かめ ζれでいることから、タウン地域内の遺跡例にもあること

普及していたものであろうむ

摩

から推のタイプカヘこのには、

されてされ、 i司時あるし斗土定される Aつの!~庵のドに、同ーの作業耐を備え

.fPl形の地表面二
}
て
/

いたと推測される。本遺跡の立地する台地上には、他にも 2

きている。

遺構外出土遺物5長官

のDIlみ

遺構外出土の遺物は整理用コンテナで換算してむよそ30箱分ある。土師器が圧倒的に多く、

フイゴ羽口、鉄製品、陶磁器、この{也、ても120点を数えるにすぎない。須恵器は小破片を

このうち遺構外出は全体で、245個出土しているが、なども検出されている。砥石、軽石、

土は117点である。

(第285国 -558~579、図版119 ・図版120)l 

を図示している。 558~571は坪で、摩滅により切り離しの不明な565 ・ 566 を除い血一杯

に含んでいる。て底部に回転糸切り痕を留めるの 559・562・567・569・570は胎土に砂粒を

したも561 . 568 . 571は二次火熱を受けているものである。 244はL139の小ピット内より

のであるが、遺構を構成するピットとしては認定できなかったため、本工頁で、扱っている。

MC50より出土して邦を転用し血にしたもののようである。8 cmの皿で、あるが、572は

575を除く 4点は「柱状高台jを呈している。 573・575は強い二次火いる。 573~577illlのうち、

4 ~4.5cm、器高L8~2 ， 5cm を測る。底部のは口径9.9~ 10. 3cm、火熱を受けている。

厚さは、1.3~ 1. 7cmである。

578の護は外国と底部にハケメが施されているものである。胎土には径 1~ 5mmの砂粒を多く

より出MC501 かっ二次火熱を受けている。 579はロク口使用合み、

土している。底部には回転糸切り痕をもっ O 器形、製作技法も SK82の小査(第248図332)と近

似する。

-580~584、凶版120)2 

との境に断面の丸にはゴマ塩;[犬の灰がかかっている。ある。580 

あ582 . 583もしている o 581は広MC58耳層が巡る。

である。底部は囚I伝ヘあるいしている o 584 以上の 4点ともろう

あるハ

M A40 II層出土である

が認められ、持、冷

できないものの、転用硯の可能性がある 4ナ， L J 40、

389 

を貼り付けている。内外面ラ切りの後、
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第 2~ 調査の記録

ある。 597 は 2 枚の 1:反:f夫鉄製品が重なっているものである。!字さは 2~3rnmて2・最大

は28rnrnを測る。 MC421層ドより出土している

4 陶磁器(第286同598~600、問版120)

598は珠洲系陶器片であろう。査か婆となるもので、外国には、 1 crnあたり 5本の平行タタ

キ目、内面には任 3crn前後の円形押圧呉痕が認められる。 599は青磁の皿である。粕はJ¥ケ

りでなされており、外市はほぼ均等に塗られているが見込みはやや濃淡がある。胎土は掲灰色

を呈Lでいるつ 600t土、染付の血で僅かに高台が残る。胎十一は時掲色で¥内外国の施粕

色を呈している。見込みには、コパルト青色を用いての曲線を主とする文様が描カか〉れているO

3点とも南側余斜ヰ面で

5 砥石(第287園601~60ω8、図版124)

601は臼の細かな凝灰岩製である。 おもな砥面として表裏面が使用されるが、両面とも周縁が

中央より僅かに低い凸面をなしている。図の下側を除いた 3つの側面には刃物の切先をあてた

ような研磨痕が10数条残されている。

602は日の粗い凝灰質砂岩を用いている。 1-:下側面を除く 4面が砥面とされるが、表面、

側面は中央から上下両端にむかつて大きく外反りに琴曲している。裏面は上下2つの面に分か

れ、下側の面には断面V字形になる研磨痕が4条認められる。

603も目の粗い凝灰質砂岩を用いている。上下側面を除く 4面が砥面とされている。

604はやや自の細かい凝灰質砂岩を用いている。上面倒を除く 5面が砥面として使われ、表

は601同様、周縁が中央より低くなっている。

605は凝灰岩質の自の細かな硬質の石を用いている。上部に原礁の表面が残されているが、

これにより推定すると原礁は厚さ 4cm程の扇平な楕円礁であったらしし~o 上側菌には砥商とさ

れる以前の平坦に整形された面が残る。整形は敵:tTして行ったもののようである。砥面として

を除いた 4面が用いられているが、いず、れの面も外皮りに琴曲する。国の右側面には

20筒所程、断面V字形の凹みが認められる。おそらく饗をあてた痕跡と思われるが、とすると、

この砥百の場合には原礁をそのまま用いるのではなく、一旦適当な大きさに打ち割ってから撃

による整形で大まかな面を作り出していることになる。裏面にはやはり断面V字形になる研磨

痕が深浅3条残されている。

606は602・603向様の日の粗い凝灰質砂岩を用いている。 上下側面を除く 4面がやや外皮の

低面として使われているが、表裏面はその中央がやや凹んでいる。

607は目の細かな凝灰岩製である。 原礁はj享さ3.2cmの扇平な円~楕円擦である。原機表

と直交する 2両が{igf同として使用されている。また原機表面には矧い研磨痕が細い傷となって

されている。
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608は硬質

し主!日fl喫痕
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¥.. Csj r乞王 とされている他、

れてい

3章まとめ

の十二林遺跡、の調査では縄文時代のプラス

住居跡、12軒、掘立柱建物跡5i索、柱列2列、

Z ピット 8

製鉄

つ むよぴ近代の 2 でき

なかったj奇跡17条を検出し、縄文時代、 近代の遺構についてはそれらに伴う遺物が

ことが催認された訳であるが、ここではその中心となる

に簡単にふれてみたい円

近代にかけての捜合遺跡である

の遺構の時期に関連する

出土した。したがって、 は縄文時代から

にわける平安時代 まれた日寺期は、 ( 1 ) されたSN

び出土資料、(2) S N 220炭窯、 ( 3 )台地 i二面で

る遺跡の時期には、例えばSN

ることも

され

-遺物によって示され

が示すように、 ある

なとマ幾つかの遺構・遺物によって決定可能である。これら

る。

( 1 ¥ c' 1U 

" 1 ) U 1可 について

S N223で出土し うち、 分からの資料は図上で復元可能なものを含めて

も計35点と少ないが、その特徴は以下のように要約できる。

①成部の切り離しは総て回転糸切りによる。

②切り離し後の{本下半部の再調整(手持ちヘラケズリ)の有無によって、 I 、立類(無)の

別があるが、前者より

③I類E類合わせてそ

が多く、その比は 1 4である。

-J， ヴ

r!ヂ'SJo

は、口往10. 9 ~ 12 . 9cm .9cm)、 .4~6.1cm .4cm) 

にこぷりである。

した遺跡としては最も北に位置するが、比較の

され 3 41 をとりあ

が示されているが、このうち が回転ヘラ切 V)、 り25点

口
μ同-ぃr

p
)

りによって切り離され

されているものは 2点と、 SN

nによる
A ・ . 、 . 一・ 』

て少ない。ま/こ、これ Jっ 口
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qj まこ

.2--14.0cm eg-0 0 -o.ocm .8cm 

f三分布奇示し、[]y王、民誌のでー均航にわいて 1cm弱SN の色の売 LIIIIって L，る

についでは 8世紀の五七百か 10世紀の前半まで行われ、

では規格性をもっ須恵器の法量がi時期Jをドるに従l¥*宿/Jイヒする傾向にあること、また、

切り離しの技法は 9世紀末から10世紀初頭には総て向転糸切りに移行すること、が指摘されて

いるご H本海沿岸北部の+J也域にあっても内j持部を含めたこうした全!果的 I却が当てii/:ま

るとすれば ιみ 只N !十

者に先行するものと考えられる。したがって、SN223の帰属する時期としては、 10世紀初頭以

降の時期が考えられるが、従来、海老沢 3号窯以降の時期、すなわち 9世紀末から10佐紀前半

三F
(，¥E 6 I 

三::;h ILiぷ
(，U: ) (，ij: 8) 

ゆ i守1vH在住 ! 

カヲ包された資料が認められないことを れば、 ~}7G，~10 世紀初頭の極めて短い l時期

とが可能と考えられる

ところで、秋田県内で、今までに確認されている須恵器窯にはSN223のような地下式構造

はなく、総て半地下式構造である。東北地方北部の平安時代の吉宗跡を見ても 9世紀初頭とさ

れる岩手県水沢市見開森2号窯跡、および9世紀第百四半期以降の時期が与えられている紫j皮

肉。星川窯跡の 2基を数えるだけである。一般に地ド式構造の寄窯は奈良時代の須思器窯に

多く、半地下式の窯構造よりは古式とされるが、須恵器生産の行われた時期の怒わり近く

される本遺跡の窯は、星川窯跡とともに改めて窯構造の変遷観に問題提起するものである。

(2)S N について

で守会出1，(されたSN 九円}

検出しており、製鉄業と関連した遺構であることは疑い得:ない。この積の炭窯が製鉄炉と七ッ

トで険出された県内の遺跡例には秋田市坂ノ r_E遺跡があり、煙り出しが操業回数に応じ
て3カ所に作り替えられていることを除けば、地下式の構造、窯体規模などほぼ同じとみて良

い。 取のとE遺跡の場合は、製鉄炉との関連からその年代を 9世紀から10世紀と大まかな

がなされてしユる。

古代製鉄と を行い、製鉄炉編年と対比させた穴沢義功氏によれば、我が

は、古墳時代中期~8 世紀前半代までの箱

(A頬)と、同じく箱型炉と

さらに東け

られる地下式 a 半地下式の炭窯(C

を用pi半wした との対比から

から平安時代の全期間を通じ

)の 3タイフに分けられるとしミう。また、富山県内の

を行い、その変遷の意義を論じた
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ト二村¥.]立跡

した穴沢氏の分頬のB類・ C類を、

関連から B1類から BV認まで

に製炭技術改良の観点、炭

し、 8世紀初頭から11

氏によれば、 B型として

世紀代までの間に 5段階 してそのそれぞれ させている円悦121

本遺跡;のSN220の場合には焚I:J部から[訓示糸切りの小型の斐を出土している。器形か

ら判断する限り、この資料は台地上面のS1 67、S1 101など竪穴住居跡内から出土したものと

なl これらの竪穴住居跡ではロクロ成形と非ロケロ成形の警が同時に出土してむり、両

二台三月「回目，-口ロァ4ォ.J-、口 h口口古主-:- 1:.._~，，'"必 マ ムニヰ品‘、 三、、J.. ‘、 -11-ー晴 - _一 S N 223廃棄後に台 νノi臼jド}判明往 IJ:ロマ!討j者三 7J'の Q 乙凶白い 7)'/こし， :;ff二uγu

投棄された資料中にもあり (493)、これらのことを考慮すればSN220焚口部出土の饗と、

それによって示される SN220炭窯の操業年代としては、今のところ10世紀前半を中心とし

期を想定できょう。

S N220は坂ノ上E遺跡同様、比較的大型の半地下式竪型炉を伴ったことは確実で、ある。した

がって、穴沢氏分類のC類》ゆ ることとなるが、その中でもかなり下降した時期の部類とな

る。しかし、地下式炭窯を 8世紀初頭においた関氏の編年との食い違いについては、東北北部

の古代製鉄用炭窯の資料蓄積が未だ充分で、ない現在、地域的な相違の中に解消できるものでも

なく、今後検討すべき課題として残るものと考える。

(3)S N17、S N 102製主失点戸について

両製鉄炉とも損壊が甚だしく本来の炉型の詳細は不明であるが、炉壁片の広がり台よびその

接合した形からみて直径60~80cm程の円形の炉体をもち、確認面からの掘り込みがきわめて浅

いことから地上部分の占める割合が大きい構造であったことが推定される。また、両者とも台

地上の平坦面に位置することも大きな特徴である。同様な炉体構造をもち平坦面に構築された

県内の製鉄炉例には能代市中台遺跡があり、県内の古代製鉄炉の編年では11世紀代に編年

されている。

以上、十二林遺跡の平安時代の遺構の年代については主として10世紀初頭から11世紀代まで

の年代が与えられる。

遺跡、の立地する台地は、現在の日本海汀線から約 3km離れた標高26m程の海岸段丘面である。

この海岸段丘(成合台地)上で、は、平安時代の中頃から後半期の遺跡として本遺跡の他、寒川立

遺跡、福田遺跡などの集落跡が調査によって確認されている口これらの遺跡では台地上の平JFl_

面に住居跡が也し、それらの住居群は揺出遺跡;や本遺跡にみられるように、柱列、有海柱列

などの に国まれ位常性の高L していたと考えられる。また、沢地に臨

1I立遺跡;や本遺跡のように J字 まれている。

また、本遺跡の場合には斜面 に加えて、台土忠 kにも「口ケロ刺I受けピソト」をもち士
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第 3主主 まとめ

としての性悼の強し j7よび が検出されている iコそうした生

るものではなく、原材料むよ 1次、第としての側面から、

2次の製品の流通をもっ が補完され、さらにはより広く他地域との連絡も

なされていたで、あろうことは、

た赤の主主はさらに増えること

きる。 及んでいない箆所を台めればこうし

されるが、いずれにせよ、この段丘面が平安時代後半期j

にはかなり を抱えた生活の場であり、 あったことが知られるので

あり、 そうした遺跡の在り方の J詰を具体的にし得たと考えられる。

註

註 1 秋同県教育委員会『一市立|主l道 7 八屯能代道路建設事業に係る埋j蔵文化財発掘削宣'(:Ii青書 L~

1987 (日目手三)

3主2 計手県教育委員会F東北新幹線関係士1ft蔵文化財報告書彊~ 1979 (昭和54年)

註3 北海道大学「サケシュゴトニJII遺跡 1986(昭和61年)

註4 自fHòlî大学出版会『東京・太陽の丘遺跡~ 1987 (1昭和62年)

註5 私田
設6 宕見誠夫.ffi{~本義)]芽「秋田県の須恵器わよ

平日60年)
註 7 羽後町教育委員会『七三事遺跡発掘調査報告書 1988(昭和63年)

註8 杉淵馨「物見窯跡に--)しミてJ 秋田地方史論集e~ 1981 (昭和

註9 紫波町教育委員会Ir bUl1 窯~:bi~ 1987 (昭和62年)

第32号 1985(昭

註10 秋山市教育委員会『秋f+1臨空港新都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報告吉ー~ 1984 (fld和59年)

註11 穴沢義功「製鉄遺跡からみた鉄生産の展開J 11季刊考古学J 第8号推111間出版1984(H日手[159年)

註12 悶清「製鉄用炭窯とその意義J [i大鏡」第9号 1985(昭和60年)

註13 秋田県教育委員会吋i台遺跡発掘調査報告書:JJ 1978 (昭和53年)

註14 熊存太郎「秋!日県の古代製鉄炉J 刈究紀型~dl第3…片秋[rJflMヰ!蔵文化ftJ-t:ンター1988(昭和163;!ミ)

註15 熊ち氏は県内の製鉄炉を次のよう

:取互助;

! 日遺跡

編年に組み入れられた各遺J祢のうち、坂ノ iてE遺跡、をのぞいては総て県北部の米代JII流域に

位置する遺跡であるのこれらの遺跡の製鉄炉(製錬炉)のうち、 Cl長恨館I遺跡;の例は報文を
読むかぎり、釘宰のUJ，J:が極端に少なく他の遺跡と同じような製錬炉として考えてよいものか

どうか垣間は桟るが、 J :jJ[が北関京・北陸に分布の中心をもっ半地下式竪型炉、 1-B類

が東北地方北半に分布する小形、長惰円形の炉床をもっ炉、 E類が静liliJ県日詰遺跡例などにあ

る円形の地上型の炉としで分類されている。一応の流れとして炉型からみた分類とそれぞ、れの

先待関係はこの表にポされる関係で明解されると思う。しかし、この場合に秋田県内における

I-A 類の位置付けが問題どなろう己 I-A類とともに1安出される炭窯はート:林遺跡でも確認
されてむ η(SN 220)、その年代は本文中にも犯したように10世紀前半を中心としたi時間にお

かれる可能性がある。今のところ、熊谷氏の編年との間の去を説明できる用意はないが、 一応

このI-A類のそ1':地下式授型炉が10世紀前半代まで存続する可能性を指摘しでわきたい。
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分析試料
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時
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明 第 5 分析の対象とした試料は、福田遺跡・蟹子沢遺跡ー十二林遺跡の 3遺跡か

ら採取された土j裳試料26点、 および粘土試料10点、材試料7点の計43点である。

各試料の質・ -分析項目・ 1にまとめた。なわ、 とト二林遺跡

および粘土試料には、遺跡毎にNo.1からはじめる試料番号を、便宜上付した。

また、第 2 第 5 文中では、特に記さない限り をNo.と略して示した。
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思IJ編 白烈科字的分J

第 1章 14  C年代測定

1988年3月15[J 

秋田県埋蔵文化財センター殿

1987:i'1:'12月25日 しました資料についての午代測定の結束を

下記の通り御報告致します。

なt:i年代値の算aには14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用していますG また

付記した誤差はβ線の計数値の標準偏差σにもとずいて算出した年数で、標準偏差 (ONE

SIGMA)に相当する年代です。また試料のβ と自 σ以下のときは、 3

σ する年代を下限の年代値(B.P. )として しであります。また試料のβ線計数率と

現在の標準炭素(MODERNSTANDARD CARBON)についての

きには、 Modern と表示し、ぴl'lC%を付記しであります。

介
)

2βt:J、下のと

言己

年代(1950年よりの年数)Code No. 

Gak-13667 Charred wood from 福田遺跡

3FD. SI01. RC1. 

Gal←13668 Shells from 福田遺跡、
3FD. LK53II 下.

Gak-13662 Charred wood from 十一十字遺跡

3JNH. SK115. 

Gak-13663 Charred wood from 十二林遺跡

3JNH. SI108. 

Gak-13664 Charred wood from ト二林遺跡

3JNH. SN221. 

Gal←13665 Charred wood from 十二十本遺跡
3JNH. SN223. 

Gak-13666 Charred wood fr'om 十三林遺跡

3JNH. SN220. 

1270 士 100

A. D. 680 

990 土 80
A. D. 960 

侃() +氏。
A. D. 1290 

830 土 110

A. D. 1120 

300 士 100

A. D. 1650 

BO 土 ~O

A. D. 1220 

1360 士 100
A. D. 590 

l)J: 
本越邦彦
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京2京 童・軽鉱物分析わよび屈折率制定

第2章 重@軽鉱物分折および屈折率測定

1 分析目的

本分析は、福出遺跡の代表的な土層断面をポすA地点(図 1)の重鉱物紹)JX:を明かにすること

により、すでに噴出年代が明かになっている示手票テフラの層{立をf巴f崖し、土}留中にH寺間malを設

ることを目的として実施した。さらに、遺物等から とされる土坑覆土中にみられ

たガラス質テフラについて、鉱物分析を行うことにより示標テフラと対比・検討を行い、遺構

の年代的1ft;僚を得ることを試みた。またト二林遺跡にわいては、平安時代作目祉の床面什好か

ら採取されたテフラについて、鉱物組成上の特徴から示標テブラとの同定を行い、年代的示標

を得ることを試みた。

2 分析試料

分析試料と分析境問土、以下の通りである(表 1)。

福田遺跡の基本土層とされている A地点断面では、 I~N層にかけて 5 cm を単位とし

て5cmの間隔をおいて雫直的に採取された15点のうち、依頼者によって選択されたNo.b ~ k . 

m~o の13点について、重・軽鉱物分析を行った口いずれの試料も軽鉱物がごくわずかであり、

火山ガラスもほとんど含まれていなかったため、屈折率測定は行わなかった。また、遺物等か

ら平安時代後半期とみられている土坑2基 (SK10・SK44)の覆土中に、レンズ状に堆積して

いたテフラ各 1点計 2点についても重・軽鉱作分析を実施した。そのうち火山ガラスをより多

く含んでいた SK10の試料について、屈折率測定を行った。

十二林遺跡では、平安時代後半期の住居社S1 108のカマド付近の床面近くで採取された試

料 1点について、重・軽鉱物分析および屈折率測定を行った。

3 分析方法

分析は次の子)f国で行った。

1 )試料約30g を秤量する口

2 )お音波洗j争と分析筒(1/16mm)による綿別を繰り返し、泥分を

3 )約80
0

Cで定i昆乾燥する c

4 )実{本顕微鏡下で観察する。

5 )分:折縞により、 1/4-1/8mmの粒子を縞別する。
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別編 白然科学的分析

6 )テトラブロモヱタン(比重2.96) により北重分離する。

7 )重鉱物・軽鉱物それぞれについて 250粒険鏡し、重鉱物組成・軽鉱物組成を求める。

8 )火山ガラスが多く含まれる試料についで火山:ゲラス し、新井二(1972) の方法によ

( n) を測定するつ

4 分析結果

分析結果を、遺跡月1].採取地点日iJに

1 )福出j室跡A地点

a.重鉱物組成

各試料の重鉱物組成をダイヤグラムにして図 1に、その内訳を表 2に示した。各試料と

も斜方競石の占める割合が大きく、全体の50数%~60数%に達する。単斜輝石は、大まか

にみるとド位の層準ほど大きく、最下位のNo.oでは23.2%である。普通角関石も、大部分

の試料に少量ずつ合まれている。磁鉄鉱の量は、わおよそ単斜輝石と負の相関関係にあり、

No. eにおいて27.6%と最大になり、

うに比較的わずかな重鉱物組成

同様な傾向が認められたが、とく

b. 車主鋭;才却手ill.成

に向かつて減少する傾向が認められる。以上のよ

いは認められるものの、全体としてはいずれの試料も

な示標テフラの存在を指摘するには至らなかった。

いずれの試料にも透明の火山ガラスが含まれているが、その量はごくわずか(2%以下)

で、示標テフラの層準を決定するに主らなかった。また、黒色で光沢のあるスゴリアも含

まれているが、火山ガラス同様にごくわずかしか認めることができなかった。

2 )福田遺跡SK-10およびSK-44 

a. SK-10 

S K-10採取試料は、褐色の砂質シルトである。比較的粗粒な白色スポンジ状の軽石粒を

多く含む。軽鉱物組成(図 1、表 3)では、透明の繊維束状の軽石型火山ガラスが軽鉱物全

{本の18.8%を占め、ほ

火山ガラスには、

(16.8%) のパフっし型火l!lガラスが含まれている。バブル

いものが多い。 ような厚い中間型ガラスも、

(8 %)含まれている。この中間型ガラスの1+には、褐色を呈するものも含まれている口火
山ガラスの屈折率(n )は1.495-1.516で、非常に幅広Po このことは、本試料が単独のテ

フラに由来すると言うよりは、権数の子ブラが混在している可能性の方が強い。

重鉱物組成(医11、表 3)は、 〉磁鉄鉱 閃石である。

から、本試料ーはテフラ起源の物質は確かに多いものの、テフラ と考えられな
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~~ 2章重.i怪鉱物去十Irむよび!日1折率三[1)定

重 鉱 物 j主 }戎

料試番行

カ

斜方輝石 単斜輝石

角

磁鋭it、
三千

物鉱粒1疋数w] 

、J 

石間 の
フ 他
/ 

石

b 2 136 23 1:3 ω ソ .15 29 250 

C 147 18 14 立‘2 つム 18 250 

131 12 9 63 34 250 

e 141 11 JO 69 19 250 

148 15 9 48 :30 250 

g 164 23 12 36 15 250 

ワムJ 157 13 b 60 12 250 

ムワJ 142 37 2 45 22 250 

161 33 6 31 19 250 

k 3 157 26 35 つ9 250 

ロ1 l 16ì~ 28 14 45 250 

n 3 J47 51 1 34 14 250 

。 139 58 リつ 27 つムリつ 250 

表3 福田遺跡土坑埋土の重 e軽鉱物組成

重鉱物組成 車王 鉱 物 組 成

事方輝石| 語石単 閃石角 磁鉄鉱
'ヲLヲ、' 

鉱物粒数同疋

ノ1

間型火中 軽型石火
英石
長 J仁手、

物鉱干向足数す三試番号料

の フ 石 の
他 1レ 他

型火
山 山

山 カ、、 カ、、
カ、、
フ フ

フ ス ス
ス

イ

SKlO 118 29 18 70 15 250 42 20 54 34 11 89 250 

S K44 116 29 34 41 30 250 3 3 6 55 25 158 250 

表4 十ニ林遺跡の重@軽鉱物組成

重鉱物組成 軽 鉱 物 組 成

斜石方崎i 1石角止i
勺、夕

物同鉱粒ょ数t 

J¥ 

I問山y，k fh J 軽石m火l 
央石
長 2え与、

鉱物E粒数定'1J 試喜
び〕 ブ 石 の
fむ }し 他

型火
山

IlJ カ、、 カ、、
カ、、

'7 ー7

'7 ス ス
ス

SIl08 118 32 58 25ο 6ι 19 12 12~， 250 
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7]1Jk:濡 自P'!;科学・的合析

い。火山ガラスの形態や屈折率(川、考古学的所見にもどずく土坑の年代等から考えると、

本試料に多く含まれているテフラはA_ D _ 915年に十和田火山からi噴出したト和田 a火山

灰(To-a，町田ほか，1981)あるいは毛馬内火砕流によって発生した洪水堆積物に由来する風

成堆積物と、 11~12世紀に朝鮮半島の北部内頭火山(長 (111 けから i噴出した市小牧火 LlJ灰

(B-Tm，町田ほか， 1981，町田ほか， 1984)からなる二次堆積物の可能性が考えられる。

ト和田 a火山灰 (To-a)と毛馬内火砕流は、 A.D. 915年に I-ifll出火山でと倍坐した

火山活動に{半って!噴出したテフラで、そのうち十和DJa火山灰とされるものは降下堆積し

たテフラである。 To-aはほぼ東北地方全域を覆っているとされて台り、歴史時代の重要な

示標テフラのひとつとなっている。

毛馬内火砕流は、高温のガスと火山砕屑物が一緒になって高速流走する、いわゆ

る火砕流によって堆積したものである。火砕流は低所に集中して流走するため、米代川の

在に流れこみ、洪水となってさらにド流ヘ移動し堆積したらしい(町田ほか， 1981)。こ

のときの洪水堆積物の直下からは、当時の家屋が多く発見されている。おそらくこの時の

洪水堆積物は、米代JlIのかi況を一変させたに違いなし」谷を埋め尽くした洪水堆積物から

は、多量の火山灰が風塵となって風下側に堆積したことが予想される。

粗粒の軽石を含むこと、屈折率が1.508以下のものが比較的多いことなどから、本試料

はおもにA.D. 915年の十和田火山起源のテフラに由来すると考えられるが、それにB-Tm

起源のガラスが混じっていると考えられる。したがって、本試料の堆積時期は、少なくと

もTo-a堆積以降と考えることができる口

b. S K -44 

S K-44採取試料は、日音褐色の砂質シルトで¥植物遺体を多く 本試料にも火山ガラ

スが含まれているが、その量は SK-10に比較するとはるかに少ない(図 1，表 3)。検出し

たガラスの形態は、比較的厚いバブル型火山ガラス、繊維束状の軽石型火山ガラス、

石の破片(中間型火山ガラス)など、 SK-10採取試料に共通した特徴をもっている。重鉱物

組成も SK-10試料と近似しており、斜方輝石>磁鉄鉱>角閃石今単斜輝石である(図 1，表

3じしたがって SK-44試料は、 SK-10試料と同様にTo-aとB-Tmとが混在しているもの

と考えられる。試料の色調がSK-10試料と比較して13音く腐植の割合が多いと考えられる

こと、検出した火山ガラスの量がすPないことなどから、 SK10試料に比較するとより二次

的な性格が強い堆積物と考えられる。

3 )十二林遺跡 S1 -108 

本試料は、平安時代後半期住居土ll:床面付近より採取された火山灰様の褐色砂質シルトである。
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重鉱物品f11N
050  100% 

ISK叩| 防初伝初初玖~玖級社総泳、=謂醐醐臨醐醐田輔副繍
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十二林遺跡
重鉱物組成
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軽鉱物組成

匝週
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角関石
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図1 指田遺跡iA地点の重銃物組成及び掻罰遺跡土坑埋土、

十ニ梓遺跡の霊@軽鑑物組成

533 



号IJ編 白押;科学的分析

試料r-p(こは、炭化物や植物遺体が多く古まれている。分析の結果、火山ガラスが多量に被出さ

れた。火山ガラスは、透明~淡色の薄し1ものを主とするバブル型火山ガラスが最も多く含まれ

てむり.4%)、ほかに械J荘東，:[犬の軽石型火山ガラス (7.2%)、スポンジ状の軽石型火山ガラ

スや出向の型脱イ I，fi.序片状中間型火山ガラスなどがこく少呈戸7まれている(区11，表 4)。火[1Jガ

ラスの屈折率(n)はl.495-l. 516で、福田遺跡の SK-10試料と同械な値を示すむ重鉱物組成は、

〉磁鉄鉱〉角関石与単辛片手石で、稲田遺跡のSK 料むよぴSK -44試料と同様の

特徴をもっ自

本試料は層相から本試料が土壌混じりの二次的な堆積物とわかることや、火山ガラスの形態

などの特徴から、本試料も福田遺跡の SK -10;tJ~f4同様、 To-a と B-Tmが混在した堆積

物と考えられる。ただし、本試料にはB-Tmi恒j原と考えられる淡色の薄い火山ガラスが多く含

まれており、福田遺跡;S K -10試料より B-Tmの割合が大きいことから、より一次堆積物に近い

えられる G

5 まとめ

福田遺跡A地I，~， においては、明瞭な示標テフラの降灰層 f撃を認めることはできなかった。

方 SK-10試料およびSK-44試料は、 A.D. 915年にト和田火山で発生した噴火活動に伴うテ

フラと11~ 12i:!t紀に朝鮮半島の白頭火山から噴出したB-Tmが混在した二次的な堆積物である

ことが明かになった。また、十二林遺跡S1 108も、福田遺跡SK-10・SK-44試料同様の堆

積物であることが明かとなった。

一般に火山灰編年学(テフロクロノロジー)を利用する場合、一次堆積したテフラの純層を発

見し、編年作業を行うことが必要で、ある。秋田県北部の十和田火山に近い地域や県南部の鳥海

火山に近い地域、また男鹿半島の臼潟火山群や寒風山の東部などには、噴r':H年代の比較的新

しいテフラが分布している。また、砂丘堆積物や段丘磯層などにも、約7万年前に阿蘇カルデ

ラから噴出した阿蘇4火山灰(Aso-4，町田ほか， 1985)や約10万年前に洞爺カルデラから噴I出

した洞爺火山灰(Toya，町田ほか， 1986)などの広域テフラが狭まれている事例が報告されてい

る。このような地域で、は、かなり高い精度で編年学的調査を実施することができる。

保存状態さえよければ、テフラの純層は 1mm程度の厚さでも確認することができることから、

野外における調査看観察が最も重要な作業である。しかし秋田県内の大部分の地域のように、

ボケ土や褐色風化テフラなどの二次的なテフラ ところではテフラの保存状態 / 
¥、

ス-

方法

テフラの純層を見つけることは非常にむずかし Po そこで堆積物の分析を行い、火山ガラ

-スコリアまたは本質の現品鉱物などの濃集具合から

されることになる。ただしこの方法で求められた
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第 2章 重・軽鉱物分析主rよび屈折率測定

とi言j様に評{出できないことは されなければならな Po このような方j去によっ

てのみ求めることができるテフラは、)享さ数cm灯、下の場合が多し )0 たとえば約2.1--2.2万年前

に南九州の姶良カルデ、ラから!噴出したとされ、日本各地の先土器時代遺跡における代表的な示

f聖子フラといわれている姶良Tn火山灰PlTf干iほか， 1976) などは、最も北で見つかってい

る青森県出来烏滋出(対層)で景子(2cm程度であるし、宮城県北部から岩手県にかけても純層で

3 cm程度である(未公表資料)。したがって、分析に用いられる試料は、連続(5 cmごと)あ

るいは示間隔(5 cm間隔程度)に採取さるることが望まれる。

な台、最近早日!ほか(1988)は、従来持手県北部に分布することが知られていた約 5，500年前

の示標テフラ安家火山灰(菊池ほか， 1981) が、福島県や山形県にまで分布していることを明

かにした。これまで安家火山灰は十和田火山起源の十和田一中隊軽石(すかCu，町田ほか， 1984) 

と考えられている(たとえば田村ほか， 1986)ごとから、 Tかa と同様に秋田県内にも分布して

いる可能性がある。今後は、このようなテフラにも注目していく必要があるものと思われる口
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-槍垣大助・吉永秀一郎(1981)北上山地東部に分布する縄文前期火山灰について.

東北地理， 33ラ 57-58.

町田 洋・新井房夫・森脇 広(1981) 日本海を渡ってきたテフラ.科学， 51， 562-569. 

rnJ田 洋・新井}芳夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫 (1984) テフラと日

究と関係するテフラのカタログー.渡辺直経編「古文化財'に関する保存科学と人文・自然科

865-928. 

町田 貢同蘇4火山灰一分布の広域性と

ての烹義一.火山，第 2集.30， 49-70. 

[HJH=J ~羊・新井房夫・宮内長:十5 ・奥村晃史 (1986) 北日本を!よくおおう洞爺火山灰.

26， 147-153. 

与J.IH 勉。八木浩司・ f1li1J主 潔，新井房夫毎日間古~ (1988)縄文i時代の示襟テフラー

山 J)~， 東北地理(講演要旨) ，印刷中.

とし

田村俊和・宮城豊彦.t舎i豆大助・西城 潔 (1986)早池峰自然環境保全地域及び周辺地域の地
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Jlii'と表屑物質 r'1'-i自立ま自然環境保全地主主調査報告書J . f.紛章作自然保終局，21-55. 

十二材、遺跡SJ ]08 福出)Q~事S KlO

円、じ パプ'~!l'l火山ガラス

Pm 総有主，.火山ガラス

図版1 梅田遺跡・ +ニ林遺跡銭料の火山ガラス
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花粉分析
n 

υH .j 

花粉分析3 

分析目的1 

には、蟹寸こ沢遺跡は、 i毎成段1壬である 15文合台地を東丙に問析している沢吉liに立地する。

そのうち中位の堆積物からは縄しでわり、を含んだ6'!;.粘_[~(植物遺{本)

していた堆積物が1町長した~時の遺跡碍辺のrUI _レ

高子宮は、文が出土している口

その方法として花粉分析を仁!::T心にその前後の時期の植生変還を推定することを目的とし、

を実施した。

分析試料つ
らJ

試料は、遺跡内LG50グリソト、北壁地点、の深堀り断面から採取された、 No.C・D.F.G.

の層和は、 !二位より lJil.耕作土とされる(同 2) H ・1・K.L.l¥!I.Qの10点で‘ある

一+砂層 (W→粘土・シルト層 (V. ¥1 一+砂層(田・町層)砂質未分解泥炭層 (1. Il 

試
料
番
号 土質

黒色砂質未分解泥炭

オリーブ黒色シルト質微~細粒砂(未分解な植物遺体を含む)

灰オリーブ色中~組粒砂(下部に未分解な植物遺体を含む)

灰色ql粒砂 (1直物j主体を含む)

T.P.(m) 

11.00 -

10.50 -

10.00 -

。9.50 

1
1
J
玄
2

一

r
一中豆

一

1r
一ふ川
V

F
一副

凡i列

しG50グリッド北霊地点の譲式柱状毘
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別編 自然科学的分析

層) (珊.lXJ音)

;こは

(X層)ー+砂!深層 (XI層) している。田層以深の士住積

層のうち、 まれていた心 m.rv層は縄文二i二誌の也吉!百枚とされ
ている。

なむ、各堆積層の 、添付資料の記載にしたがった。

3 分析方法および結果の表示法

花粉・胞子化石の抽出は、以下に示した方法で行った口

試料を10g秤量し、ブソ化水素 (HF) 処理により、試料中の珪酸質の溶解と試料の泥化を

行なう。その後、粗粒物を除去するために、 250μ の誌で筒月Ijするむ次に、重液 (ZnBr

2.2) を用いて鉱物質と有機物を分離させ、有機物を;農集する c その有機物残渋について、ア

セト IJシス処f里を行い、植物遺体中の七ルロースを加本分解する。最後に、五 OH処理により

腐植円安の溶解を行う。処理後の残j査をよく撹持し、マイク口ピ Jミソトで適量をとり、グリ七リ

ンで封入してプレパ、ラートを作成する。検鏡にわいてはプレパラート

出現した全ての種類 (Taxa)について同定・計数したむ

し、その間に

を行うために、計数の結果にもとづいて花粉化石群集の変遷問を作成したc 出

、樹木花粉は樹木花粉総数を、草木花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉数

を除いた数をそれぞ'il基数として、百分率で算出した口なお、複数の種類をハイフォンで結ん

だものは、種類問の区別が困難なものであるの

全試料で花粉・胞子化石が多く検出された(表 5)。ただし、化石の保存状態は、 N.YJ否

の試料 (No.G. H) で特に悪く、化石の外膜の壊れているものが多数みとめられた。

X層から E層までの花粉化石群集の変還は、口、下の通りであったu

X層から田層までは大きな変化は示さないが、立層で、大きく変化する(図 3) 0 X層から由

!吾までは、ゴナラ亜属など落葉広葉樹の花;粉扮化石が高率に Ji出IうJ

後の出現率を示した己落葉広葉樹花粉化石は、虫媒花のトチノキ属，クリ属N高率に出現し、

ニレ胤ーケヤキ属が田恒;で増加傾向を示した:つまた、ケマシデ属一アサゲ!百&，土、孔f・'Alfi存

現率が著しく変動した。 II層になると落葉広葉樹花粉化石は減少し、スギ属がJ急増した。立層

試料にむけるスギ属は、 5叩0%近くの/出{十→

、全試料において出現率が低く、検i中iされた種類数も少なかったの /J¥竺植物であ

るガマ層は、市.N. VTI層の砂層試料でのみ検出された。また、 III層上部の試料からは、

や人里にみとめられるタケニグサ属が検出された。シ夕、、類胞子は安定した産状を示さず、 y.
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あ3章花粉分{1r

Il層で一時的な増加をみせたにすぎない。

r 
J 

完新世後半にむけるスギ属花粉の増加は、 U7fヌの多くの地域て、確認されている。秋田県内に

おいては、沿岸部の女潟周辺の低地地域での研究(辻・日比野， 1975 辻，・ 1981)や、北東方

向の山地部の玉川温泉地域での研究 (j土 1977) などで確認されている。辻(1981) によれば、

スギ屈の増加は14C年代測定結果から約2ヲ700-2，000年前であるとされてわり、その分布拡大

は低地地域を中心として起こったこととされてむり、LlJ地部では当時より現在に至るまでブナ

林が成立していたと推定されている。本遺跡が海成段丘の沢部に位置しでわり、低地地域にご

く近いことを考慮すると、本地点の百層でみとめられたスギ属花粉の増加は約2，700-2，000年

前以降に生起し である可能性がある。また、田層以深の積物はそれ以前に してい

ると考えることができ、 m.w層から縄文土器が出土していることとも大きく矛盾しな p た

だし、今回は本遺跡におけるテフラ分析や年代測定等の結果など層序の年代に関する情報が充

分に提供されてはいないので、今後再検討する必要はあるむ

!司辺台地上の植生は X~田層堆積時まではそれほど大きく変化せず、ナラ類・クリ・ブナな

ど落葉広葉樹からなる森林が成立していたものと考えられる。また、台地斜面の沢沿いには、

トチノキなどが生育していた可能性が強し凡これらの落葉広葉樹のうち、クルミ'クリ・トチ

ノキ・ナラ類などは縄文時代の食用植物(渡辺， 1982) とされており、該時代遺跡より炭化種

子などとして出!ことする種類であって、いずれも当時の人類にとって重要な食料源であった可能

性がある。一方、これらの試料ではスギ属の花粉が15%前後出現していること、スギギ、属の花粉

はスギギ、林の2泊1以内で

試料の分析結果カか、ら推定されている (引JIけi村村-、 1979) ことなとど令カか、ら、スギも沢音13の付近に分

布していた可能性がある。

H層になると、ス

かは不明であるが、

る。この増加が実際どの程度の分布拡大を反映している

け村 (1979)の表層花粉の研究結果から判断すると、沢部の近くで

スギが増加した、もしくはスギ林が成立した可能性が強い。

スギの増加原因としては、辻が玉)11温泉地域の研究で指摘しているように、降雨量

の増加にともなう気候の湿潤化に起凶している (Tsukada，こととともに、

変化にともなう土壌条件の変化に起因している可能性も考慮しなければいけないであろう。そ

れは、 におけるスギの増加は出層までの砂な した後であること、またそ

れらの砕)百物が沢吉1';周辺から供給されたものである可能性があり、周辺むよび沢部内

('1二が不安定であったと考えられること、さらにスギがl年本量の多い地域以外でも流水にそう

寸

t
ム
A
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に
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別手話 自然科学的分析

地上などの比較的土壌条件の良くない場所に生育することができるとされている(j霊山， 1976) 

ことなどから、沢吉Ij周辺にわける土壌条件の悪化が落葉樹林の荒廃とスギの増加をもたらした

とも考えられるからであるり

さらに、出層ま にむけるクマシ アサダ属やシ夕、強!抱一{-の急激な出現ギの変

動も、

シ i-r'-'./ ， 

いに起因するものと考えられるが、詳細については不明であり、今後の問

される。現;1犬では、沢部に堆積している砂層が、!見!走堆積したものか水生堆積した

ものかなどの点について不明である。

検討を行ったうえで、

を併用し

ることが必要であろう。
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図版2 鐙子沢遺跡領事ヰの花粉化石
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別編 自然科学的分析

第4章 土器胎土重鉱物分析

1 分析目的

今回の分析は、平安時代とされる福田遺跡と十二林遺跡より出土した土師器と同じ遺跡より

採取された粘土との重鉱物組成上の特徴を把擢し、秋田県内の土!'If]i器についての基礎的な

を得るとともに、それらを相互に比較することで両者の簡に製品と材料といった関係が成り立

つのか再かについて検討することを目的とする。

2 分析試料

分析試料は、福田遺跡の住居跡S129から した粘土塊 1}~Î，情。 1 ) と土台市~d:の郎 2

No.2 . 3)、 [---林遺跡の 2車干の住居跡 (S194・S195) から採取された粘土 2点 (No.l

3 )と同住居枇より出土した土師器の汗~4点 (No.2・4. 5‘6 )、台よびこの種の杯予明い

たと忠われる遺構(SK 124 )より出土した土師器の邦1点(No.7)の合計10点である。各試料の

肉眼観察結果などは表 6・7に示す。なお、試料番号は当社にわいて便宜的に付し

た。 t'J，下、本報文中ではこれを用いる口

3 分析方法

本分析では、土師器胎土と粘土を比較する手段として、両者に含まれる砂分中の重鉱物組成

を把揮する方法を用いた。分析手順を以下に示す。

土師器試料は、鉄乳鉢を用いて粉砕した後、超音波洗浄装置により分散した。粘土試料につ

いても同様に分散を行う。分散の後、分析簡を用いて水洗し、径1/16mm以下の粒チを除去する。

乾燥の後、簡別を行い、径1/4~1/8mmの砂分をテトラブロモエタン(比重約2.96) により

分離する口分離した重鉱物を封入し、偏光顕微鏡下で同定したの同定の際、不透明な粒に関し

ては、斜め[-_方から を呈するものを「不透明鉱物」とし、それ以外

のものは「そのイ也」とした口

4 

各試料の分Hr結果は表8 ・9、|支14にポすη 以下l二、存試料の重鉱物来日b史上の特徴を述べる η
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土器Jif;J二重説、物分析市/[

福田選跡始土分析試料観察表表5

去i面の長一!こ
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福田遺跡胎土分析試料意鉱物組成褒

重 ~~Jl: 物 手11 成

斜輝石方 単科輝石 関角石
酸化1旬月

ほ日ヨ・
J最 斗!ご

物遣鉱問

三与

物粒制y量数-kL ニ
レ Fす の

j('j- ..，/ [1 他
番 石 石
巧lニコ

169 12 7 つ 28 31 250 

2 105 13 l 21 1 31 106 250 

3 159 21 17 1 1 1 13 37 250 
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月IJ編 1~17)~科的うj-tlí-

1 )稲田j立跡

a . No.l (手，!j土塊)

に多く、少量の不透明鉱物.-~jぶ1.輝石・角 I }~J石を台むヮほかに、微の

とわtレシ石がみとめられた

の形態から磁鉄鉱であると考えられる。 U

b . No.2 (一!て!'l市

「ふのと斜完封石が多く、ほ

で赤褐色をする。ほかに、

・不透明鉱物を含む。

C 舎 No.3 (土(:1市

!~ i Jtヲのものがみとめられることから、そ

不透明鉱物についてもおl括の判断を行った。

たまれる一 iそのはj::佐11:不〉と形で、

争と会~I向i石と i百変化角、 f)技量の角

斜ブゴ輝石が非常に多く、少量の単科輝行・角閃モI 不透明鉱物を ほかに、名投J忌の

酸化角 r)~J 子1 .緑レン子1 ザクロ子iを予;む。

2 )十二林遺跡

a . No.l (*，~îゴ二)

が多く、つぎに不透明鉱物と角閃石が多しh ほかに、

健化角閃石、黒雲母を含む。

b . No.2 (士:師

が多く、 -角間石・不透明鉱物を含む。ほかに、

と微i去の

とジルコンがみとめられた。試料中、

と特徴が同じである口以下の試料!二!::Iに含まれる

c . No.3 (粘土)

のつぎに多い rその他」は、福田遺跡No.2

の他」も同様であった。

斜方輝石が多く、つぎに不透明鉱物が多し」ほかに、

-ジルコンを含む。

d . No.4 (土師器)

も_tく、つぎに不透明鉱物ー角閃石の)1巨に多い。ほかL、

シ まれる。 の他」が、 とほ

ぞ. No.5 (ゴ二台

のfthJが多P.: それ以外では斜方輝石が多く、ほかに

量の酸化角閃石ー黒雲可:・ザクロ石・不透明鉱物を

f . No.6 (-I-:J'l!1i器)

まれる

l可

-角 と微量の

レ

，~ /匂 叫 r~.L /'守、 Eてさヨ 吋レ 〈ド1 崎 千~ ，子 v〆ブ戸、斗戸 吋!-- r 1. 

ブじガN 包~ ]IJi刀 fす"'';_)'--(こかじさ包:か二);'二口 日 さいものではあったが、ほ;玄同じ
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自Jj編 1'1 ?!.~科'予的分Hf

b 

1 )重鉱物組成の比較

に、鉱物組成を比較する時にしばしば用いられる方法としては、三角ダイアグラムがあ

るつこれは、主要な 3種の鉱物の割合を祝党(1守に表現したものである。

ところで、本分析においては、 3 極の鉱物の選択が問題になる。いず'~lの試料にも多く含ま

れる となり?与るひつぎに多いの の「その他Jであるが、

これについて より
J
L

仁 の「そのftllJtd:，鏡下での外完的な
、、、恥.

カかミ トら)ずオれ1 

ば褐鉄鉱に良く似ているが、自然堆積物中にはあまり見られなし凡したがって、焼成による土

の鉱物が変質した物である可能!笠が考えられる。{也の鉱物からの変質物であるとすれ

ば、その量比の差は焼成時の物理的な状態の遠いを反映しているということができるかもしれ

なし」本分析の目的である粘土と土器胎土の比較においては、焼成の影響をなるべく排除 Lた

ほうが理解しやすいので、ここでは上記理由から「その他」は三角ダイアグラムの成分としては

とりあげないの「その他」のつぎに、不透明鉱物の多い試料も 1==1だっ。しかし、不透明鉱物と同

様の自形を残しながら、落射光ドでは赤褐色を呈するものが認められることから、 rその他Jの

中には不透明鉱物起源のものが多く含まれている可能性が考えられる口したがって、やはり焼

成の影響を少なくするという意味で、「不透明鉱物Jを成分としてはとりあげない。

以上の検討から、本分析におけるこ三角ダイアグラムの 3成分としては、

-角関石の 3種の鉱物が適当であると考える。

2 )各遺跡における粘土と，]台土の比較

a.福田遺跡

No.2には酸化角関石が北較的多く含まれるが、この鉱物は角閃石 の高温酸

化(約800
0

C)によって生ずる。 No.2中には「その他」が多いことも考慮すると、角閃おが酸

化角閃石に変化した可能性が考えられる。そこで¥No.2は酸化角関石を角閃石としずゴ

ダイアグラムに載せた。

-~ダイアグラムを、図 4 図4より、 あるNo.2と3

はよく{立た重鉱物組成ということができる o No.lの粘土塊は、他の 2点の土師器に比べて

やや斜方輝石が多しh しかし、分析試料数が少ないので、この程度の違いについ

けすべきか否かについては不明で、ある。現時点では、 3点の試料とも良く似た手立成である

ということができ、 レ
しー かの関係のあることは充分~ ることがで

きる。
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第 4章 二!二誌!Jfl'士重鉱物分析

b. -1偽

3 ) 

f-二件逮同試料の三角ダイアグラムをi玄14(こ示すハ同じ S1 94住居跡nll士の試料ーである

No.l (粘土塊)No.2(土師器)は、図とではやや離れた位置にある。むしろ S194の粘土塊(

No.1 )は S1 95の土師器むよび土器焼成遺構とされる S1 124出土の土器(土師器) (No.7) 

の組成に近いといえる。しかし、福田遺跡の項でも述べたように、凶 Lにむける分布範凶

けについてはさらに検討を要するので、この結果だけからは詳細な比較はできな

い。今後さらに分析試料数を増やし、再検討寸る必要がある。

ただし、いず"~1 の試料も大体の傾向として類似すると考えることは可能で\住居跡の粘

土が土剖J~~の飴土とは何等かの関係があることは健かである

二林遺跡試料との比較

ゴ角ダイアグラム

える。このことは、両遺跡が連続する同じ台地と

は、大まかにみて非常に近いとい

をもつことのあら

を製作していたのか、さらに両われであると考えられる。したがって、両遺跡で別々

遺跡間で交流があったのかなどの諸点についてを調べるには、現段階では本分析のような

だけでは知ることができない。 とのつきあわせが不可欠である。

以土のように今fiJl の分析から、 ff~)宣を台 上の遺跡群にわける土師器の胎土の特徴が、

ほぽ共通する可能性のあることがわかった。分析はいまだ祐についたばかりであるが、

析試料を増やしてゆくことで、より!よい地域(例えば秋田県全域とか東北北吉I~) 

の比較を行うことができ、土出製作と流通などの問題について知見をi専られるものと考えられ

9 
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第九市 H同定

第 5章材i可

1 分析試料

1点で、 !こ1:1から検出された白 とされる;うf など:土

不明である。

1-二林遺跡の試料はNo.1-_ 6の炭化j才6点で、いずれも平安時代後半のものとされる

から検出されたものである(表10)0 No.1は、土坑から検出されたもので、この遺構のと尾構造材

か明らかではないが、後者の可能性があるとされている。 No.2は竪穴住居祉の床

から検l:lJIされたもので建築材とされている oNo.3， 4は地 F式の炭窯中から検出された

もので、製鉄炉に用いられたものと考えられている。 No.5は半地下式の炭窯ども考えられる遺

構中か川、会出されたものである。 No.6は須恵器登窯から検出されたもので、燃料材と考えられ

ている。

2 分析方法

自然木は、剃万の刃を用いて、試料の木口・柾目・板目二

ガム・クロラール(GumChloral)ても封入、 生物顕微鏡で観察・同定した。

版(図版 6)も作成した。

、十二林遺跡の炭化材は、試料を乾燥させたのち木口・柾目・板目三断面を作成、

を作成、

顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察・同定した。同時に、顕微鏡写真図版(図版 6・7)も作成し

。
た

3 

1 )蟹子沢遺跡

試料はケヤキ(Zelkovaserrata)(こ

つぎのようなものである。

された。試料の主な解剖学的特徴や一般的性質などは

環孔村で孔!習部は 1~ 2列、子し国外で急激に管琵を減じたのちifliJr減、 j鬼状に複合し接続@科

方向の紋をなすc 大道管は横断面では円形~情円形、単組、小道管は横断面では多

をなす。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互に配列、 にはらせん肥序が認め

られる f 放射組織は異性副 1 ~ 10*HI胞rllGi， 1 -_ 60細IJ担i出c しばしば結iRiを含む亡i

hr::':i 
;);)0 



日 !j~~~ìl 打完科主主的介{斤

間四;f)ふ

ケヤキはト1・同国・九州、!の苔 Lì の肥沃地などに白 fl~ L、ま 少 I

れるニレ科の

なく、 mit;f/]'['

，-.. iト
り

_， 

ペコー明、2 やや重1i更で、強f支(よ大きいが、加工

会デ FI
nn r、 てF一、ノー、 ー!不安IJ.

など各種の用途が知られ、 のものの一つに[-げ、られる口

2 )十

試料は以下の 3種類

ぎのようなものである。

れた。冬主な などはつ

@ブナ属の一一種(Fagussp.) フナ科 No.4 ， 6 . 

散孔材で、管孔は単独または 2~3 個が複合、横!折田では多角形。 道管はおよび階段穿孔

を在し、階段穿孔の段(bar)数は10前後。放射組織は向性~異性副型、単州、数手IHJJ包高のものか

ら複会組織まである。柔組織は短接線および犬。年事III界(土問n奈口

には、プナ(Fagus とイヌブナ(F.japonica)の2極がある。プナは::lti毎道南西

部(黒松内低地帯以南)・本州・四国・九州、!に、イヌブナは本州(岩手県以南)・四国・九州

として太平洋側に分布する。県内にイヌブナの自生は認められていないことから、試料はブナ

である可能院が高し ~o ブナは日本の冷温帯落葉樹林を代表する樹木で、かつては東日本の山地

に広く生育していた。材はやや重硬で、強度は大きいが加工はそれほど雨期:ではなく、耐朽性

は低しユ。木地，器具 e 家具ー薪炭 ;1オーなどの用途があった。 また種子は食用となり、搾油され

る。

@クリ(Castal1ea ブナ科 No.1 . J . 

環孔材で子し属部は 1~ 3列、孔圏外で急激…

る。大道管は単独、横断面では円形~情円形、

捜合、横断面では角張った情円形~多

組織との間では棚:[犬~網目状となる。放射組織は向性、

をj戚じたのち漸主主しながら火炎:1犬に自己列す

は単独および 2~3 個が斜(放射)方向に

を有し、世子しは交互:[犬に配列、放射

1 ~15細胞高。

むよび);討を線状己年輪界;土

ケリは北海道南西部 a 判十1.凶図。九州、!のLlJ里子に自生し、ま

やや重硬で、強度は大きし加工は である

される

土イ

iA 
で

、特1-木や海苫粗呆などの用途が知られている( からはタンニン られ、果

は食用となる c
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@ケンポナシ(令日Ho伊1刊.

環孔付で孔!をi部は 1 4列、 Jし国外で急激に管箆を減じ

第5辛付i司〉と

表10 卜二件i立JIJF，'!'，+:炭化村
の問問

たのちi'liJf減するつ は横断f(LI iうJi形伊、ヰ単q独虫、/づj、サj道i亘i 試1苧判包司| 片許~7巧汁)- I t十:サ刻d ;f'fi 名

管;土横断面では円形~情円形、 dおおむわわむ:よび欣射方向に 2--

3 f回が複合する。 は単穿孔を有し、 交互状に配 S K 115 ク'}

列する口 m -~在型、 1 5おIlJj包IJ日、 1~-30 S I J()8 

細胞高。 q半コ、 dレ、ブvピ'5;ァ ¥三斗，一 JL， 可 S 220 ケ 1/

:1犬。年!Ii~ì界は明l味。 4 S N 220 ブナ属の f長

ケンポナシは北海道 -本州・ -九州、lに自生 5 S N221 ケン，J~ ナシ

する される *オの主主大 大[土

度で、加工は容易、材質は良好である。このため建築装飾

付・家具材として賞用され、器具・楽器・旋作.iff.i長材などにも用しミられる。また、時に果

序[li91上部が肥大し、これは甘味があって食べられる。

を一覧表で示す(表10)。

4 

ここでは、比較的分析試料数が多く、試料の時代・用途等が明確な十二林遺跡の試料につい

て考察を加える。

とされるNo.2を除く 5点は、 t然料材または:燃料，材の可能J性があるとされるものである。

その用材として、ブナ・クリ・ケンポナシが認められた。これらの炭はいずれも軟質で、現在

ではいわゆる雑炭とされている樹種である -杉浦 1980) 0 1;然料用としてはクヌギ*(二次

いで良質‘とされ、 も周囲日 に生育していたであろうミズナラ・コナラ・カシワなどの

ナラ実買は用いられていないようにみえる。製2失に用いられたとされるNo.3， 4はクリとプナ

であった。クリ炭は立消えするため質は劣るが、現在でも で多く用いられているとされ

る(岸本・杉浦 前出)。鹿角市堪忍沢遺跡の平安時代中期のタタラの燃料とされる炭化材でも、

サンショウ a ヤマウルシが認められたが、ナラ類は認められていなしL クリ炭などの“雑炭"

が用いられているようにみえるのは、製鉄用にこれらの樹種を選択し かもしれない。た

されたもののよだ によれば、ここであつかった試料は多数の炭化:{:/j・片の/:1-1から

うである。そこで、試料数を多くすれば、違った傾向が出てくる可能性もあるコここで問題と

した選択性の を議論するためには、可能なかぎり多くの試と対象とすることが必要で、あ

ろう円
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いなかったものと思う
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にのみ出生するとされて，ち、り、
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き自信人
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図版6 蟹子沢遺跡・十三林遺跡試料の材組織

1.ブナJi誌のー締十て林巡跡l'io.6 2.クリ |ーニ林遺跡No.l
3.ケヤキ畿で科目遺跡 (a:木口].X70. 2.x35. 3. X40， 

1iI5帝 H同定

h毛布EFI1・2.Xl必.3.XI0Q， c ・~&日 1・2.XJ40，3.Xl∞) 

551 



別編 白Z主将掌的分断

図版7 十二綜遁鯵tit約の材組織

.1.ケンポナシ十二林.i!i本N..51. 水口XiO.b : tiHlxl40 
c : ~反目 X140) 
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